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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一番大切なものは何ですか？

　そう問われたら、ジョオは迷いなくこう答えるつもりでいた。

　──クルスさまです！

　世界の中心で磔はりつけにされている神。

　その神を呪のろいから解き放つ旅をしているクルスを支え、助け、守ることが自分の生き甲が斐いであり、使命だと。

　つまり、極きよく端たんなことを言えば、

　──クルスさまのためなら死ねます！

　一秒のためらいもなく、ジョオは宣言することが出来た。

　そんなジョオにしてみれば、たった一日とはいえクルスと離はなればなれになった時は地じ獄ごくに堕おちる心地ここちだった。

　そして無事なクルスと再会できたことは天にも昇のぼる喜びだ。

　──クルスさまがいれば、それだけでいい。

　ホントにそれだけでいい。

　なのに、つまらない付属品が二つほどくっついてきたせいで…………。

「クルスくん、朝ですよ」

　一人は、アイという年とし端はもいかない少女だ。

「クルスくん、お洗せん濯たくってどうするんですか？」

　彼女は精せい霊れいの声を聞き、そして言葉を交わすことの出来る霊れい眼がん族の生き残りだ。

　クルスが助けた。

「クルスくん、好きな食べ物って何ですか？」

　流れる黒くろ髪かみが綺き麗れいな少女で、なにより瞳ひとみが澄すんでいる。

　人を疑うという言葉をまだ知らないまなざしは、いつもキラキラと輝かがやいていた。

「クルスくん、ボタンが取れてます。縫ぬってあげますね」

　困っている人に手を差しのべるのは、神徒にとって最大最善最高の仕事でもあるし、ましてや奴ど隷れい扱あつかいされていた彼女を救い出したクルスさまの行こう為いはとても気高いものだと、ジョオは思う。

　しかし、だ。

　クルスのお世話をするのは自分の特権だと信じて疑わないジョオにとって、朝から晩までクルスのそばをくっついて離れないアイは目め障ざわり以外の何ものでもなかった……。




「クルスさま、なんなんですかあの子は！」

　夜、宿屋に入り、二人ごとに分かれて部屋に入った途と端たん、ジョオは声を荒あらげた。

「彼女は人里離れたところで暮らしてきたんだから、いろんなことに興味を示すよ」

　なだめるようにクルスが言う。

「いろんなこと？　ボクにはクルスさまに意味もなく、くっついてるだけにしか見えませんけれど……」

　離れたといっても、それぞれの部屋に入る直前まで、アイはクルスの上着の裾すそをつかんで後ろを付いて歩き、別れる間ま際ぎわはまるで永遠とわの別れのように涙なみだを浮うかべるのだ。

「ごめんね、ジョオ」

「クルスさまが謝ることじゃないです。それに彼女に悪気がないってことぐらいはボクだって分かりますよ。だから、怒おこるの我が慢まんしてるんです」

「優やさしいね、ジョオは」

　ぽっ、とジョオは頰ほおを染める。

「そ、そんなことないですよ」

　ジョオは焦あせるように両手を振ふり、

「ボクはただ、クルスさまが神の子になられるための修練の邪じや魔まにならないかと心配しているだけで……、そんなそんな……」

「これからもよろしくね」

「はいっ！」

　クルスの笑え顔がおを見ると、ジョオはどんなに辛つらいことがあっても、忘れることが出来た。

（クルスさま、ボク、頑がん張ばります！）

　非力な自分では、足手まといにしかならない時もある。

　それでもクルスは一度たりとも怒ったことはなかった。

　太陽のように大きな心で、すべてを許してくれる。

　それは神の子であるクルスの類たぐい希まれなる徳性であり、また、悪い奴やつらにつけ込まれる弱さにもなりうる致ち命めい点てんだと、ジョオは思っていた。

（ボクが、そういう輩やからからクルスさまを守らなくては……）

　クルスの笑みを見るたびに、ジョオは胸の奥で誓ちかい直すのだ。

　と、

「クルスくん、隣となりで眠ねむってもいいですか？」

　扉とびらが開き、枕まくらをかかえたアイが現れたとき、ジョオの天使のような笑顔が、がらがらと崩くずれ去っていった……。

「なんなんですか、アナタは[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　酒場の灯あかりも落ちようとしている深夜の空に、あられもないジョオの叫さけび声が轟とどろいた。

「ど、どうしたんですか、ジョオさん!?」

　鬼おにも裸足はだしで逃にげ出すジョオの変へん貌ぼうぶりに、アイは悲鳴をあげた。

「クルスさま！　この子にはばしっと言ってやんないとダメです！」

「ばしっと……って？」

「近寄らないで下さいって！」

　すると、アイは不思議な顔をした。

「わたしとクルスくんはいつでも一いつ緒しよです」

　言って、ぴとっとクルスにくっつく。

　べりべりっと、ジョオに引きはがされた。

「物事には程度ってものがあります！」

「死ぬまで一緒です」

　すると、クルスはちょっと困った顔をして、

「でも、お風ふ呂ろも一緒はやりすぎだと思うよ……」

「そんなコトまであったんですかっ!?」

　ジョオはくらくらとめまいがした。

　クルスたち神に仕える者、神徒は、異性に触ふれてはいけない戒かい律りつがあるのだ。

「クルスくんは言ってくれました。一緒にいてくれるって。ずっと、ずっと一緒にいてくれるって」

　疑うことを知らない瞳ひとみがキラキラと輝いて、クルスに向けられる。

「クルスさまは神の仕事があるんですっ！　あなた一人のものではないのですよ？」

「でも、一緒に……」

「無理です。クルスさまは誰だれとも一緒になりません。神徒は結けつ婚こんできない決まりなんです」

「えっ……」

　アイは言葉を失った。

　目が焦しよう点てんを失うと、耳を疑うように立ちつくした。

「……………………」

　と、

　さっきから部屋の入り口で話に耳を傾かたむけていたスカーレットが口を開いた。

「おぬし、いったいクルスとどのような暮らしをするつもりでおったのだ？」

　訊たずねるように、スカーレットは言った。

　首を振ると、朱しゆ色いろの灼しやく髪はつが炎ほのおのようにゆらめく。不敵な笑みがよく似合う女性だ。

　今は寝ねる前ということもあり、上下に下着を着けているだけの出いで立ちだが、普ふ段だんは刀と呼ばれる剣けんを自在に操あやつる凄すご腕うでの剣士である。

　いっぽうアイは、スカーレットの言葉にうなずくと、夢見るような瞳をして、両手を祈いのるように組み合わせた。

「霊れい眼がん族では約束を交わした二人は、一緒に家を建てます……」

　きっぱりとジョオは言った。

「いつ終わるとも知れない旅をしているクルスさまに、そんな予定はありません」

　がああああん、とアイは青ざめた。

「結婚の儀ぎ式しきは、精霊で満ちた森の奥で静かに……」

「結婚できないのに、儀式なんて出来るわけもないでしょう」

　がああああああああああああああああん。

「子供は多ければ多いほど……」

「だから、神に仕える者は生しよう涯がい独身なんです！」

「でも、一緒にって約束した」

「ダメなものはダメなんです！」

　くらっ。

「そ、そんな…………」

　アイは立ちくらみがしたのか、そばの壁かべに手をつくと、そのまま、壁を支えに部屋を出て行った……。

「えっ？　えっ？」

　困こん惑わくしたのはクルスだった。

　どうしてアイが、それほどにショックを受けているのか。

　想像が付かず、クルスは首を傾かしげた。

　するとスカーレットが腕を組み、

「霊眼族にしてみれば、初はつ恋こいの相手と添そい遂とげられなければ、一生独身なのだからな」

「そうなんですか!?」

　クルスは驚おどろいた。

　たしかにずっと一緒にいると約束はした。

　けれど、それは兄弟や親友のする意味での約束だった。

「霊眼族にとって恋の重みは、人族とははるかに違ちがうからのう」

　なにしろ一度恋をしたら、その炎は一生終わることがないという情熱的な種族なのだ。

「……………………」

　クルスは悄しよう然ぜんとなった。

　戒律を守ろうとすれば、アイを不幸にしてしまう。

　アイを幸せにしようとすれば、戒律を破らなくてはいけなくなる。

　……どちらを選べばいいのか分からなくなり、クルスはおろおろと狼ろう狽ばいした。

　くらっ。

　クルスは立ちくらみがしたのか、そばの壁に手をつくと、そのまま、壁を支えに部屋を出て行った。

「えっ？　えっ？」

　今度はジョオが困惑する番だった。

　まさか、クルスが逃にげ去るとは思ってもみなかったのだ。

「泣かした」

　ディアが言った。

　クルスとうりふたつの容よう貌ぼうをした、しかし性格はまったく違う、龍りゆう族ぞくの少年である。

　スカーレットと同じく、騒さわぎを聞きつけて、さっきから会話の成り行きを聞いていたのだ。

「女を泣かすなよ」

「ボクが悪いんですかっ!?」

　ジョオとて悪気があったわけではない。

　しつこくからまれて、クルスが困っていると思ったから、憎にくまれ役を買ってでただけなのだ。

　スカーレットが聞いた。

「おぬし、実はうらやましいだけなのではないか？　クルスにベタベタ出来るアイが」

「ちっ、違いますよ！　ボクはクルスさまが神徒としての使命をまっとう出来るように」

「人の恋こい路じを邪じや魔まする奴やつは馬に蹴けられて死んじまえって、聖典バイブルに書いてなかったか？」

「書いてませんよ！　恋ってなんですか恋って！　まさかあの娘こ、クルスさまのことを」

「クルスもその気だったりしてな」

「ええええええええええええええ──っ！」

「あ、妬やいてやがる」

「違いますってば！」

　ジョオは声を荒あらげた。

「顔が真っ赤だぞ」

「だからどうしたっていうんですか！　ボクのクルスさまへの想おもいは神聖です」

「真性？」「それは困ったのう」

　ディアとスカーレットが長年連れ添ったコンビのように平ひよう仄そくを合わせる。

「あー、もう、あなたたちと話してると頭が腐くさりますっ！」

　ジョオは頭をかきむしった。

「クルスさまは神徒ですよ？　神に仕える者は、結けつ婚こんしてはいけない決まりなんです！　だからボクは注意しただけなのに……」

「……神の子やめるつもりなんじゃねーの？」

　がああああああああああああん！

　ジョオは真っ白な灰になった。

「そ……そんな」

　ふらっ。

　立ちくらみがしたのか、そばの壁かべに手をつくと、ジョオは壁を支えに部屋をあとにした……。

「……なんだかな」

　やれやれ、とディアは頭を搔かいた。

「かわいい話ではないか、約束をしただの、しないだのでモメられるとは」

　スカーレットが微笑ほほえむ。

「クルスは甘いぜ」

　ディアは言った。

「あとで後こう悔かいしても遅おそいんだ。死んじまったあとじゃな」

　言って、ディアは唇くちびるを嚙かむ。

（フィオナ……）

　大切な人の名を思い出す。

　生まれて初めて好きになった人。

　好きになってはいけなかった人。

　そして、守れなかった人。

（あとで後悔しても遅い）

　自分は子供だったとか、力がなかったとか言い訳を見つけても、なんの慰なぐさめにもならない。

「……クルスを捜さがしてくる」

　ディアも部屋をあとにした。

　ほどなく、クルスは見つかった。

　宿の裏手にある井い戸どの前に、クルスは肩かたを落として立っていたのだ。

　ディアは腰こしに提さげた剣けん──、呪文スペルで精せい霊れいを呼び出すことの出来る紋もん章しよう剣けんを外すと、鞘さやの先せん端たんを地面に置き、クルスに向かって倒たおれるようにした。

　そうすれば、クルスは拾うしかなかった。

「やるよ」

「でも、この剣は」

「誰だれかの力を借りて勝つのは、やっぱりオレの性しように合わねえ」

「受け取れません」

　言って、クルスは剣を返そうとした。

「神徒の戒かい律りつか？」

「それもあります、けど」

「武器もなしで、どうやってアイを守るつもりなんだ？」

「僕は人を傷つけたくないんです」

「ダルダラと闘たたかったじゃねえか」

「当たり前ですよ。でも、闘ったことは後悔しています。僕は神徒なのですから、武器を手にしちゃいけないんです」

「闘わずに、誰を守れたんだよ」

「あの時──アイが死んだと思ったとき、僕は正直、ダルダラを倒したいと思いました」

「それでいいじゃねえか」

　クルスは首を横に振ふった。

「許すのが神の教えです」

「ダルダラあいつが改心するタマかぁ？」

「だからといって、許せない人を倒すのが正しいことなんでしょうか？　このまま教えに反し続けたら、誰も守れなくなる気がして、僕は怖こわいんです……」

　言って、クルスはうなだれた。

「あのな、クルス」

「はい」

「ホントに大事なものなんて、二つもねえんだぜ」






















　戦せん慄りつに予告などない。

　突とつ然ぜん、クルスたちは爆ばく弾だんのように降り注ぐ火球を見た。

　峠とうげを越こえれば次なる目的地。港こう湾わん都市ローラントを間近に望むところまで、あと一歩の場所だった。

　空気が激しく破は裂れつする音が二度、三度。立て続けに起きて、聴ちよう覚かくを奪うばう。

　膨ふくれあがった爆風が、五人をバラバラに吹ふき飛ばした。

「みなさ──んっ！」

　転がされながら、クルスは叫さけんだ。

　しかし、じんじんと痛む鼓こ膜まくは、返事がきたところで震ふるえることはない。

　視覚を頼たよりにしようにも、一面は巻き上げられた砂すな埃ぼこりで白く煙けむり、自分の指先すら見ることは叶かなわなかった。

　クルスはもがくように砂埃をかき分ける。

　明るい場所を求めて本能的に身体からだが動いた。

　それは同時に、煙けむりの晴れている場所にたどりつくことでもあった。

「けほっ」

　むせながらも、太陽のもとに出る。

　牢ろう獄ごくから解放された囚しゆう人じんのように、クルスは顔に安あん堵どの笑えみを浮うかべた──ところへ！

　頭上に、巨きよ人じんすら押し潰つぶせるほどの岩がん塊かいが落ちてきた。

（跳とんで逃にげられる距きよ離りじゃない！）

　死ぬ。

　クルスの内に末まつ期ごの直感が弾はじけた──その時だ。

「幻げん視しッッッ！」

　ディアの叫びとともに、岩は同量の水へと変質した。

　一いつ瞬しゆんの大雨がクルスとその周辺に降り注ぎ、残る煙を洗う。

　飛散した水が大気中の砂埃を吸い取った。

「大だい丈じよう夫ぶか、クルス！」

　叫び、クルスのもとへ駆かけ寄る。左手の甲こうに輝かがやく宝珠オーブは、余よ韻いんの炎ほのおを漏もらしていた。

　宝珠とは、燃える宝石だ。

　鉱物でありながら呼吸をし、吐はき出した息が霊れい素そと反応して燃え上がる。

　その時、寄生している人間の意志に応じて千せん変ぺん万ばん化かの秘術を放つ。

　それが宝珠だった。

〝幻視〟とは、人間の主観領域〝視界〟に想像したイメージを、客観領域である〝現実〟に創造する、ディアの宝珠能力である。

「僕は大丈夫です、みなさんは！」

　言って、クルスは首を巡めぐらせて仲間を確認した。

　アイ、ジョオ、スカーレット、みんな無事な顔を見せる。

　視線を上げると、崖がけの一部が破は砕さいされているのが見えた。

　クルスたちが差し掛かかっていたところは「切り通し」といって、山を砕くだいて強引に切り開いた道である。

　遠くから見れば、山のそこだけが凹へこんでいて、かろうじて馬車がすれ違ちがえるぐらいの幅はばのある一本道をうかがうことが出来た。

　入り口と出口を塞ふさいでしまえば、脱だつ出しゆつも不可能になるという意味では橋と似たようなものなのだが、橋ならば、川に飛びこむことが出来る。

　クルスは最悪のタイミングを呪のろった。

「こんなところで、攻こう撃げきを受けるなんて……！」

「こんなところだからだよ、馬ば鹿かだね」

　女のような声がして、一人の男が降り立った。

「──ん！」

　男の出いで立ちに、クルスは息を吞のむ。

　その恐きよう怖ふに染まった顔を、男は楽しんだ。

　笑みを浮かべ、ベルトに挟はさんだ紙切れをつかむと、人相書きと照合する。

「一応聞くけど、クルスとディア？」

　聞いて、先せん端たんが二つに割れた舌をなめる。

　蛇へび族ぞく。人類一〇八族のひとつだ。

　知能を有することから人類に分類されてはいるが、巨大化したトカゲの一言で説明が付くほど、容姿は人族のそれとはかけ離はなれている種族である。

　ましてや二足と尻尾しつぽを支えに屹きつ立りつする姿は、見慣れぬ者にとっては戦慄以外の何ものでもない。

「……だったら、どうした？」

　首しゆ肯こうせず、ディアは睨にらみ付けた。

「残念ね。人違いなら、本物が現れるまで殺し続けられるのに」

　ほほう、ディアは笑みを浮かべる。

「なにを喜んでいるんだい？　どっちにしろ殺す、とアタシは言ってるんだよ」

「正義の人殺しってのも、すげー矛む盾じゆんした言葉だよな」

「なにが言いたいの？」

「てめーはブッ飛ばす！」

　ディアは宿場町で新たに手に入れた剣けんを抜ぬいた。

　呪文スペルを唱えれば、精せい霊れいたちが代わりに戦ってくれるといった付属品のない──純じゆん粋すいな鋼はがねで精製された剣だ。

　神速の龍りゆう踏とう術で、ディアは一気に相手の間合いに飛びこむや、剣を振ふり上げた。

　対して、蛇族は丸まる腰ごし──どころか、ポーチ代わりに使っているガンベルトのほかは装備らしき装備もしていない。

　身構えた腕うでは皮ひ膚ふの鱗うろこがあるだけの素す手でにすぎなかった──が！

　その素手から伸のびた爪つめで、男はディアの剣をなぎ払はらった。

　腕わん力りよくにひきずられ、切り通しの岩がん壁ぺきにディアは身体からだを叩たたきつけられる。

　それでも受け身をとっていたのか、壁かべから地面に転がり、すぐに立ち上がる。

　剣は手放さなかったが、その先は飴あめのように溶よう解かいしていた。

「なッ……！」

　ディアは息を吞んだ。

　見ると、蛇男の爪の先にまさしく炎が灯ともっている。

「安心していいわ。本物は殺さないから」

「どういう意味だ」

「賞金首は、首がつながってるほうがお金になるのよ」

「余よ裕ゆうだな」

「だって、アタシの宝珠オーブのほうが階級クラスは高いから」

　唄うたうように言い、男はそれまで見せていなかった左手の甲こうをディアに向けた。

「宝珠っ!?」

　男の左手に埋うめ込まれていた白き炎ほのおの宝石に、ディアは目を見張った。

「幻げん視し術……宝珠能力の中では階級の低い技わざよね。だから、アタシの炎おとうとたちには効かないんだ。──アタシの炎ネイルフレイムは生きているからね！」

「それがどうしたッ！」

「ここは引く！　みんな、散るぞ！」

　いきり立つディアの前に、スカーレットの背中が立ちふさがった。

「逃にげろって言うのか！」

「港を見下ろす高台に、ケルエルレリムの像がある。その下で落ち合おう！」

「スカーレット！」

　一方的な言いぐさが気に入らず、ディアはスカーレットの肩かたをつかんで引き寄せた。

　赤い灼しやく髪はつが翻ひるがえり、涼すずやかな瞳ひとみがディアを射い貫ぬく。彼女は一歩も引かなかった。

「ここは場所が悪い、三人をかばいながら戦わねばならぬ」

「！」
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　言われた途と端たん、ディアの中でスイッチが切り替かわった。

　意識を冷ませと、本能が命じていた。

　──身体はどこまでも燃やし、意識はどこまでも冷やせ。

　それが百戦をして百勝を成すと謳うたわれる龍りゆう族ぞくの闘とう術じゆつだと教えてくれたのは、誰だれか──。

　思い出そうとして、ディアはやめた。

　舌の上で苦笑を転がして、うなずく。

「スカーレット、てめえの言うとおりだ」

　みすみす不意打ちに応じる仁義などあるまいと、ディアは叫さけんだ。

「男！　名前はなんだ!?」

　ニヤリと、蛇男は不敵な笑えみを浮うかべた。

「アウルス・ハンドラ、親を殺して成人とする赤せき蛇じや族ぞくの炎えん術じゆつ師しよ」

「壊こわれた頭は先祖代々の遺伝ってわけか」

　ディアは宝珠の左手に意識を注いだ。

「その頭、冷やしちまいな！」

　ディアが生み出したのは、切り通しを一いつ瞬しゆんで水で埋めつくす、津つ波なみの幻視ビジヨンだった。

　有無を言わせぬ波は濤とうが自分もろとも吞のみ込んで、すべてを切り通しの向こうへ押し流す。

「ディアさぁ──ん！」

　叫ぶが、声は波の中だ。
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　津波は切り通しの出口で左右の圧あつ迫ぱくを失い、四方八方へ散る。

　慣性で空中に放り出されたクルスは、峠とうげの裾すそ野のに広がるローラントの海を見た。

（すごい…………！）

　クルスの眼めに飛びこんだのは、直前まで自分が生死の境にいたことを忘れさせるほどの絶景だった。

　弓のように弧こを描えがく浜はま辺べに沿って、淡あわい青色の海が見える。

　水面みなもが陽光をあびてキラキラと輝かがやいていた。

　運河で張り巡めぐらされたローラントの街並みは、海の上に建設された神しん殿でんのようであり、港にずらりと並ぶ船の帆ほは、神殿を囲む尖せん塔とうのように見えた。

　鮮あざやかな視界は、すぐに杉すぎの木に塞ふさがれて消える。

　クルスはしたたかに尻しりもちをつき、二転三転した。

「クルスさま！」「クルスくんっ」

　ジョオとアイの声が聞こえる。

　二人が投げ出されたのは間近の場所だった。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　腰の痛みもかまわず、クルスは二人のもとへ駆かけ寄ろうとした──。

「逃げられると思ったの？」

　ハンドラが蛇じや炎えんを放った。

　蛇炎はそばにあった樹木に食らいつき、たちまちに木を爆ばく発はつさせた。

　すさまじい高温が水分という水分を焼き尽つくし、木材は燃えるよりも早く自爆する。

　弾はじけ飛んだ破は片へんが、クルスの頭から足から全身を激しく狙そ撃げきした。

「くッ！」

　痛みをこらえ、クルスは倒たおれそうになる身体からだをこらえた。

　一帯は濃こい霧きりに覆おおわれていた。ディアが転写した水分が一気に蒸発したせいだ。

　目を開けているのもつらくなるような熱気の中、クルスはハンドラの姿を捜さがした。

（アイとジョオを守らなくちゃ！）

　知らずと、手が腰の剣けんに伸のびていた。

　そのことにクルスは気付いた。

（僕は闘おうとしている!?）

　恐きよう怖ふに、こめかみをすうっと汗あせが滴したたり落ちる。

　空気は蒸むれて肌はだにねとつくように熱いというのに、クルスはぞくぞくと背筋を走る寒気に身を震ふるわせた。

（闘うしか──ない？）

　剣を抜ぬく以外に立ち向かえない。

　ハンドラはそういう相手だ。

　確信しながらも、クルスの心は乱れた。

（本当に闘うことは正しいの!?）

　心は千々に乱れるばかりだった。闘うべきではないと思えば、決断から逃にげているだけだと心のうちで声がし、闘うべきだと思えば、それはただの思考放ほう棄きだと叫ぶ声がする。

　不意に、思い出す言葉があった。

　──なにも考えず、刃やいばとひとつになるのだ。

（誰の言葉だったろう……）

　思った刹せつ那な、霧の中からハンドラの顔が現れた。

　顔の半分まで裂さけた口をにんまりとさせて、奴やつは笑う。

「見ぃつけた♪」

　眼前にかざした爪つめの先に、血の色よりも赤い炎ほのおがめらめらと揺ゆらいだ。

「させるかァ！」

　スカーレットの声が霧を裂いて飛びこんだ。

　しかし、蛇炎は彼女の剣先がハンドラの喉のど元もとに届くよりも早く膨ふくれあがる。

「クルス！　剣を抜け！　呪文スペルを唱えろ！」

　スカーレットが叫んだ。

　だが、クルスは最期の瞬しゆん間かんまで──、

　剣を、抜かなかった。
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　──期待してはいけない。

　ベルは何度となく唱えた言葉を胸のうちに吞のみ込んだ。

　連れてこられたのは、両手を広げれば壁かべの左右に手を付けてしまえるほどの──つまりはベッド以外には荷物を広げるほどのスペースもない部屋だった。

　丁てい寧ねいにベッドメイクされたシーツと、壁紙代わりに飾かざられた額がく縁ぶちで、かろうじて自分は囚しゆう人じん室ではないことを主張している、そんな部屋だ。

「ありがとう、ロック」

　それでもベルは満足したようだった。

　初雪のように白くすべらかな肌に笑えみを浮うかべて、うなずく。

「申し訳ございません、姫ひめ様」

　視線の先にいるロックは、ベルと比べると頭二つ分ほど高い上背をもっていたが、彼女の言葉を受け止めるや、うやうやしくも頭こうべを垂れた。

「王宮に比べれば、不自由な暮らしを余よ儀ぎなくされると思いますが、ドンに見つからぬようにするためには、このような安宿に紛まぎれるのがよいと」

「いいえ、ロック。ベルは何も不満を抱いだいておりません」

「このような事態を招いてしまったこと自体が、私の不始末です」

　ロックは下げた頭をなかなか上げようとはしなかった。

　部下たちにすら「鉄仮面閣下」と敬けい称しようされるほどの無表情ぶりには、声ほどの苦く渋じゆうは浮かんでいない。

　しかし、ほんのわずかな陰かげりをベルは見のがしていなかった。

「神が磔はりつけられるような時代に、ローラントのような小国が一〇年も生き延びられたことこそ僥ぎよう倖こうというものです」

　感謝を込めて、言う。

　ロックは言葉をすぐには返せなかった。

　深々と頭を下げたまま、身を震わせている。

　物言わぬことのほうが辛つらくなるような沈ちん黙もくだ。

　沈黙し、沈黙し……、

　やっとのことで、一言。

「………………申し訳、ございません」

「ロック……」

　短い言葉に込められた思いの深さを、ベルは思った。

　小なりとはいえ、ひとつの国が滅ほろびようとしているのだ。その最高責任者である宰さい相しようの椅い子すの座り心地ごこちがよいはずがあるまい。

　年はまだ二十代の後半だというのに、老賢けん者じやのごとき風格を備えているように見えるのも、人知れぬ苦労が刻んだ年輪なのだろうと、ベルは思った。

「お顔をお上げなさい、ロック。何度も言っているでしょう。ベルは何の不満もないと。ソードラントの料理はローラントに比べて味付けは濃こいですが、慣れると美味おいしいものですよ」

「姫様！」

　こらえきれないようにロックが叫さけんだ。

「ドンのことなどお考えにならないで下さい。奴めとの挙式など、必ず中止させてみせます。私の命に代えましても」

「ロック、あなたのほうこそ、命に代えてなどと物ぶつ騒そうなことを言わないで下さい。明日、ベルがドン殿でん下かのもとに嫁とつげば、すべては丸く収まるのです」

「私には私の誓ちかいがあります。命など誓いを果たす道具にすぎません。ドンめをこの国から叩たたき出すためなら……」

　そこから先の言葉を、ロックは口にしなかった。

「姫はここで待っていて下さい──すべてのことは、私が決着を付けます」

　言って、ロックは部屋をあとにした。

　ぱたりと閉じられた部屋の扉とびらを見つめながら、ベルは悲しそうにうつむいた。

「もう、この国の命数は尽つきたのですよ、ロック…………」

　つぶやいて、右手の薬指にはめた指輪を見る。

　なんの飾り気もないシルバーリング。

　その内側には皇こう帝てい家の紋もん章しようと、皇帝であった母方の父、つまり祖父の名が刻まれている。

（純じゆん粋すいなる血筋をあらわす、アバロン皇帝家の指輪……）

　すべては皇帝領が消しよう滅めつしたことが始まりだった。

　眠ねむれる大陸アバロニア。

　皇帝旗のもと、十二の騎き士し国が忠誠の誓いを立て、鉄てつ壁ぺきの平和を誇ほこっていた大地。

　神が死んだとき、その秩ちつ序じよは崩くずれたのだ。

　忠誠の対象を失った騎士国は、自分こそが新たな皇帝ならんと兵を挙げた。

　剣けん国ソードラントも、そんな騎士国の一つだった。

　人口にして一〇倍、面積にして三〇倍の大国だ。

　戦って勝てる相手ではない。戦争は一週間で終わり、我が国、法国ローラントは敗北した。

（神が磔はりつけられたときに、この国の命運は尽きたのです……）

　大国も小国も肩かたを並べて生きていける時代は終わったのだ。

　けれど、暗黒の時代が訪れたわけではない、とベルは思う。

（国の死は民の死を意味しない）

　窓をそっと開ける。

　目に、鮮あざやかな海の青と、抜ぬけるような空の青が飛びこんだ。

　四階からの、まるで自分が空に浮うかぶような眺ながめに、ベルは胸を打たれた。

　下町らしく、街並みは混こん沌とんとしている。

　白というよりは薄うす茶ちや色いろにくすんだ壁かべの建物が、高さもバラバラに乱立している中に、人々は暮らしていた。

　道は狭い。

　密集した建物の間には紐ひもが何本もわたされていて、物干し代わりに使われている。

　その下で物売りがカーペットを敷しいて露ろ店てんを開いており、子供たちが平気でおもちゃを飛ばして遊んでいたり。

　整然とした王宮とはあらゆるものが正反対であり、その雑多な雰ふん囲い気きをベルは好ましく感じた。

（国は滅びても、人は生きる……）

　まさにそうなのだと、ベルは確信した。

　王おう冠かんをかぶる人間が誰だれになろうと、ここに暮らす人たちは変わらない。

　いや、変わってはいけない。

　市民には守るべき生活があり、彼らの平へい穏おんな暮らしの上に国は存在する。

　逆であってはいけない。国を守るために、市民は生きているのではないのだ。

（王宮に戻もどり、ドン殿下と結けつ婚こんをする）

　それだけが法国ローラントを救い、ロックを救う方法だと、ベルは信じて疑わなかった。

（だから、ここにはいられない……）

　ベルは窓から身を乗り出した。

　そばに足をひっかけられるだけの突とつ起きがあることを確かめ、窓まど枠わくをまたいで外に出る。
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（できるかしら……）

　四階もの高さを壁をつたって降りることは無理でも、ほんの数メルトル、横に進んで階段にたどりつくことなら自分にも出来る──そう、ベルは思った。

　突起は足あし幅はば分しかないけれど、そんなのは宮きゆう殿でんのカーペットの線の上だけを歩いてみるのと変わりはない。床ゆかがあると思えばいい。

　ベルは胸の前で小さく拳こぶしを握にぎった。

　びゅう、と風が下から吹ふき上げて、スカートをまくった。

　下は見ないようにと決めていたのに、反射的に眼下に目を向けてしまう。

　人が指ほどの大きさにしか見えないことにベルは息を吞のんだ。

「っ！」

　窓の内側から見下ろしていた時とは違ちがった。

　見えているものは同じなのに、感覚がぜんぜん違う。

　まるで空に浮かんでいるような眺めが、今は恐きよう怖ふでしかない。

「大だい丈じよう夫ぶ、だいじょうぶよ……」

　声が、ひきつっていった。

　床があると思って歩けば……、床があると思って歩けば……と、呪じゆ文もんのように唱える。

　かつん、と壁を叩たたく音がした。

　見ると、すぐ近くにある排はい水すいパイプに、ゴム動力の飛行機がひっかかっていた。

　見覚えがある。さっき、おもちゃを飛ばしていた子たちのものだ。

「おねえちゃーん！」

　子供の声がした。

　下町ともなると、壁の外に人が身を乗り出すことも、特に不思議なことではないのか、驚おどろいた様子はない。

（うっ…）

　無む邪じや気きに手を振って、飛行機を取ってくれとせがんでいる。見たところ五、六歳。

　自分よりも半分も年下な子に負けているというのは、正直、誇りが傷付いた。

　パイプは階段のある方角とは逆の端はしを、縦にまっすぐと延のびていた。

　しかも、そこに向かうための道は険しく、壁づたいに蔦つたが張はりだしている。

　進むには難しい感じがしたけれど、やって出来ないことはなさそうにも思えた。

　なにより、拾ってあげれば子供は喜ぶだろう。

　うん。

　ベルは壁をつたいはじめることにした。

　左右に延びた、足幅ほどの突起を頼たよりにパイプへと進む。

　カーペットの線を歩くときとは違い、身体からだが常に半はん身みになるので、壁に張り付くための手のひっかかりが必要になった。蔦がいい取っ手になってくれた。

（これならうまくいきそう）

　子供の笑え顔がおを想像し、ベルは笑顔になった。

　それが油断だったのだろうか……、

　つかんだ蔦がぽっこりと壁からもげた。

　ぐらりと身体が揺ゆらぐ。

　吹き上げる風に髪かみの毛があおられ、仰あお向むけになった視界は空でいっぱいになった。

　これほどの高さから落ちたら、死ぬ。

　足場を失い、空中に身を投げ出したベルは、糸にからめとられるように、地面へと落下していった……。
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　古くから、どこの地域でも、国くに柄がらの違いを比ひ較かくする譬たとえ話がある。

〝泥どろ棒ぼうがいる。

　ソードラント人は寝ねずの番をし、

　ローラント人は金庫を空にする〟

　商業の民であったローラント人は無む駄だを嫌きらうという格言だ。

　泥棒が悪いのは百も承知の上で、そんなことに神経をすり減らすよりは、盗ぬすまれて困るようなものを持たぬほうがよいと考える。

　……そんな話をロックが思い出したのは、深く被かぶったフードごしに、普ふ段だんと変わらぬ市民の暮らしぶりを確認したからだ。

（実際、ソードラントに占せん領りようされた今となっても街は平静そのものだ……）

　ロックはそれを好ましく思った。

　法国ローラントにおいては、王宮騎き士し団が警察の代わりをする。その騎士団からの報告でも、占領軍と市民との間で激しい衝しよう突とつがあったという報告はなかった。

「カシス、フードを脱ぬげ」

　船着き場についたロックは、付き添そいの副官に命じた。

「……しかし、閣下」

　若きカシスは心配げな顔をする。

「安心しろ、ここまで来れば姫ひめの行方ゆくえはたどれまい」

「いえ、自分が心配しているのは、市民の中には閣下への不満を持つ者が……」

　と、カシスが言葉を続けようとした矢先だ。

　ロックの額に生卵が命中した。

「ぬけぬけと国を渡わたした……、売ばい国こく奴どめ！」

　身体全部を怒いかりに震ふるわせて、少年が叫さけぶ。

　身み綺ぎ麗れいとはとても言い難がたい身なりをした子供だ。

「小こ僧ぞうッ……！」

　腰こしの剣けんに手をやり、カシスは飛び出そうとする。それをロックは手で制した。

「行くぞ、ゴンドラが出る」

　髪や頰ほおにまとわりついた黄身や白身を軽くぬぐうと、何事もなかったかのようにロックは舟ふねに乗り込んだ。表情にはいささかの動どう揺ようもなく、声に怒りはない。

　しぶしぶと、カシスは従った。

　二人と馬を乗せ、ゴンドラは川岸を離はなれる。

　面おも白しろくなさそうに、卵を投げた少年は吐はき捨てた。

「けっ、腰こし抜ぬけが」

「命拾いしたな、坊ぼう主ず」

　横にいた銀ぎん髪ぱつの男が感心するような声をもらした。

　ムッとなり、少年は嚙かみついた。

「なに言ってんだよ。アイツの剣は何のためについてるんだ？　ドンを殺しもせずに」

「剣を抜かない戦いだってあるさ。それに本当の腰抜けはな、弱いもんには容よう赦しやがないもんだぜ？」

　ゴンドラに乗るロックを見やりながら、ふふっと、ディアは笑みを浮うかべた。




　　　　[image: ]




「……ですから、閣下がフードを脱がれることに自分は……」

　悔くやしげに、カシスはうめいた。

　日ひ頃ごろからロックに仕え、ロックが小指の先ほどの私心を持つこともなく、国のために働き続けている姿を見てきたカシスには、先ほどのような市民の態度がどうにも許せない。

　しかし、ロックは言った。

「かまわぬ、市民の敵意が私に向いているとなれば、ドンは安心する。不用意に市民が傷つけられることはない」

「閣下は……、わざと」

　カシスは、はっと胸を衝つかれた。

「かいかぶるな。私はそれほどの男ではない。民を守るべき立場にある者が、民に殺されるならば、裁きというものだろう」

「自分は……悔しいです！」

　膝ひざに置いた拳こぶしをこれ以上ないほど握にぎりしめて、カシスは言った。

「どうして閣下が悪あし様ざまに言われなければならないのですか！　他ほかにもいるはずです！」

　たとえば、ドンが支配者としてやってきたとなるや、手のひらを返したようにこびへつらい、自分の財産を守ろうとする貴族たちだ。

　彼らは非難されない。

　なにもしないから、非難されない。

　実際、貴族たちは自分の富が奪うばわれない限り、ソードラントの兵士が町中で市民から略りやく奪だつを働いても、ドンに文句の一つも付けることはなかった。

（ソードラントの軍法にも略奪は禁止されているとドンに詰め寄り、兵士を裁判にかけさせたのはロック閣下だというのに……）

[image: ]

　それ以来、ソードラント兵による乱暴はドン直属の部下によるいくつかの例外を除いてぴたりと止やんだ。しかし、市民たちはソードラント兵に対する一切の抵てい抗こう運動を禁止したロックを売国奴と恨うらんでいる。

「子供の喧けん嘩かではないのです。なにかを受け入れさせるには、なにかで妥だ協きようしなければいけない。その程度のことをなぜ市民たちは理解しないんですか！」

　口くち惜おしさのあまり、カシスは騎士団の誇ほこりを忘れ、市民たちに恨みごとを言いたい気持ちになっていた。

「私に敵意が向いていれば、占せん領りよう軍との間に余計な争いも生じない。そのほうがよいではないか」

「ですが閣下！」

　なおもあらがおうとするカシスを、ロックはまなざしで制した。

「私は明日、ドンと差し違ちがえる」

「────っ！」

　空は、抜けるように青かった。

　ゴンドラは水面を滑すべるように、静かに、ただ穏おだやかに運河を進んでいる。

　ロックの白はく皙せきには、いささかの陰かげりもない。

　雲の行方ゆくえを追うようなそぶりで、言葉を続ける……。

「目ざといドンのことだ、今夜のうちには姫ひめの失しつ踪そうに気付くやもしれぬが、なれば、今日果てるまでのこと」

「そんなことはさせません！　王宮に戻もどりしだい配下には命令を伝え、閣下の動きに呼応できるよう……」

　不要だ、とロックは告げた。

「おまえたちは動くな、加勢は必要ない」

「なぜですか!?」

　カシスは声を荒あらげた。

「差し違えるフリをするだけだ。──逆上した私はドンに襲おそいかかり、返り討ちにされる、それだけの不始末だ」

「閣下！」

　ゴンドラの漕こぎ手が振ふり向いた。

　舟ふね渡わたしに扮ふんしているが、騎士団の一人であった。

「うかつな行動を取るな！」

　ロックは一いつ喝かつした。

「どこでドンの手の者が見張りを立てているか分からぬ。王宮では出来ぬ話だからこそ、ここで明かしているのが分からんか」

　己おのれの不明を恥はじ、若き騎士はすぐに一いつ介かいの舟渡しへと戻った。

　かたやカシスは、ロックの言葉には納なつ得とくしながらも、怒いかりを抑おさえきれない顔をしていた。

「……どうして、我々をお供させてはくれぬのですか。もとより我ら、この身はおろか、魂こん魄ぱくに至るまで閣下のものと思っております」

「ならば、私と共に死んでどうする。私が死んだのち、誰だれが私の手となり足となって、私の遺志を果たすというのだ？」

「そのような理り屈くつをこねられましても、武門の自分には分かりませぬ！　自分は何があっても閣下のために剣けんをふるうだけです！」

「私の部下なら、潔いさぎよい死を望むな」

　きっぱりと、ロックは告げた。

　ゴンドラは運河の合流点に差し掛かかっていた。

　合流点を曲がると、あるものが見える。

　小さな湖ほどはある巨きよ大だいな濠ほりの真ん中に姿をあらわしたのは、雲を突つくほどに高い尖せん塔とうと、左右に並んだ宮きゆう殿でんだ。

　法国ローラントの天てん秤びん宮きゆう。

　王ですらも法を犯おかせば裁かれなければならないという国くに柄がらを体現した──王宮だ。

　その門に向かって、舟渡しは舵かじを切る。

「国など、ただの乗り物に過ぎぬ。船底に穴が開けば、別の船に移ればよい」

「自分は閣下のために戦いたいのです！」

「剣を抜ぬくだけが戦いではない。戦わぬ戦いくさもある」

「どうして閣下が討ち死にをすることが、戦なのですか！」

「姫と、この国の者たちを生かすためだ」

「……………………！」

　ロックの覚かく悟ごにカシスは顔がん色しよくを失った。

「私が死んでのち、ドンは四方八方に兵を送り、姫の行方を追うはずだ。ゆえにしばらくは姫をこの街から出さぬように守れ。幸い、姫は生まれてこの方、王宮からは一歩も外に出たことはない。姫の顔は誰にも知られてはおらぬ。

　むろんそれでも見つかる可能性は残るが、検問を越こえる危険よりは少ない。あとはどれだけ姫を国外に逃にがしたという偽にせの証しよう拠こをドンが信じるかという話だ」

　死後の策を授さずけるロックの声に淀よどみはない。

「おまえたちは私が民よりも姫への忠義を選んで、乱心した男だと噂うわさを流せ。やぶれかぶれに拳こぶしを振り上げた愚おろかな男だと触ふれ回れ。

　そしておまえに覚悟があるのなら、私がドンに襲いかかった瞬しゆん間かん──、私を斬きれ」

「なっ……、閣下！」

「そして、騎き士し団は私に見切りをつけたとドンに言え。奴やつは非情だが、それゆえに計算の出来る男だ。逆らう者は根絶やしにするが、従う者は利用する。民や、おまえたちが私や姫を見捨てたとなれば、怒りよりも実利を取るはずだ。もとより……交易で富を生み出すローラントの海運力が目当てで戦を仕掛けたのだからな」

「しかし！」

　カシスは声を荒げた。

「ドンを甘く見るな」

　鋭するどく、ロックは告げた。

「命ぐらいは賭かけねば、奴を欺あざむくことは出来ぬ」

「…………、…………！」

　こらえきれず、カシスはうつむいた。

　握にぎりしめた拳に、涙なみだが落ちる……。

「永遠に滅ほろびぬ国などない、ドンとて──ソードラントのような大国とて、いずれは滅びる。神が死に、アバロンが失われた今となっては、ローラントのような小国が生き延びる道などなかったのだ。なれば、犠ぎ牲せいは少ないにこしたことはない。それが私なら、いい罪滅ぼしになる」

　舟渡しは何も言わなかった。

　ただ歯を食いしばり、肩かたを震ふるわせているだけだ。

　ゴンドラは進む。王宮へと進む。

　異国より新たなる主あるじを迎むかえた宮殿へと……。
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「けっ、なに言ってやがんだ、よそもんが」

　先ほどの船着き場で、ラッツは言い捨てた。

　ロックに卵を投げつけた少年だ。

　じろじろとディアの出いで立ちを見回し、うさんくさげなまなざしで見上げる。

　頭はディアよりもひとつ分低い。しかめた顔をするのだが、子供が背せ伸のびをして大人になろうとしているような無理が見える。

「どこの国から来たんだか知らねえけどな。ロックは最低のクソ野や郎ろうさ。姫ひめさまをドンに差し出して、自分は宰さい相しように居座るっていうんだからな」

「そうなのか？」

「みんな言ってるぜ、姫と結けつ婚こんしてドンが新しいローラント王になっても、ロックが宰相を続けるってな」

「ただの噂だろ？」

「あんた、ホントによそモンだなぁ」

　ラッツは呆あきれたように肩をすくめた。

「ロックはもともとベル姫さまを恨うらんでるんだよ。それだけの理由があるのさ」

「どんな理由だよ」

「ロックは姫さまのせいで姉を殺されてるんだ。だから姫さまを差し出したところで痛くもかゆくもないって腹さ」

「ふうん」

　面おも白しろくなさげに、ディアはうなずいた。

「……坊ぼう主ず」

「なんだよ。よそモン」

「知りもしねえ奴の悪口は言うもんじゃないぜ」

「どうしてだよ」

「男が下がる」

「ばーか」

　どん、とラッツはディアの懐ふところに体当たりを喰くらわし、そのまま逃げ出した。

「……っ痛つぅ、なんだよアイツ」

　肘ひじ打ちをされたみぞおちに手をやり、ディアは身体からだが軽くなっていることに気付いた。

　嫌いやな予感がし、腰こしのポーチに手をやる。

　金が、なかった。

「てめえ！　スリかよ!!」

「情報料だよ！」

　口笛を吹ふいて、ラッツは建物と建物の隙すき間まに逃にげこんだ。

　彼がディアの宝珠オーブ能力に気付いていたわけではないが──視界から逃のがれられてしまえば、幻げん視し力りよくは何の効果も持たない。そのことにディアは舌打ちした。

「くっ……！」

　ここでひと騒そう動どうを起こして、離はなればなれになってしまったクルスたちに自分の居場所を教える手も考えた。

　が、無関係な人間が多すぎる。ディアはその考えを捨てた。

（昔の俺なら、かまわず建物のひとつやふたつ吹き飛ばしていたところだがな）

　クルスのせいか、とも思い、苦笑する。

　クルスと出会ったことで、自分の中にある善悪のモノサシが変わりつつあるのは、認めるしかなかった。

　ネズミのようにちょこまかと走るラッツを追いながら、ディアは新しい路地に出た。

　するとだ。

　道の左右から手に手に品を持った物売りたちが洪こう水ずいのように押し寄せてきた。

「ローラントといえば茶、お茶だよ！」「この布、舶はく来らいの綿を使ってる。どうだい、安くしとくよ。足して五〇〇のところを七五！」「今日はかぼちゃ、かぼちゃが安いんだ」「壺つぼどう？」「あなたの健康をお祈いのりさせてください……」

　俗ぞくに言う、押おし売うり通どおりというヤツだ。

「知るかあああああああああああああ！」

　ディアは自分の健康を実力で証明した。

　迫せまってくる物売りを手当たり次第にちぎっては投げ、ちぎっては投げ。

　恐おそれおののいて彼らが一本の道を開けるまで暴れまくった。

「見たか」

　フン、と鼻息も荒あらく周囲を見回して、気付く。

　ラッツの姿を完全に見失っていた……。

「しまった……！」

　毒づきながら、ディアは裏通りに出た。

　馬車がぎりぎりすれ違ちがえるほどの道に、高さもカタチもバラバラな建物が林立している。

　ほとんどが部屋貸しのアパートだろう。

　差し向かいの建物同士が縄なわを張って洗せん濯たく物を干している下で、人や馬が行き交い。

　露ろ店てんが絨じゆう毯たんを広げてモノを売っているそばで、子供がたむろしている。

　ディアはそばにいた子供に、これぐらいの背恰好をした奴やつが走ってこなかったかと訊たずねた。

　子供は口をあんぐりと開けて、空を指さしていた。

　ディアはその先を目で追った。

「きゃああああああああああああああああ」

　ひらひらの服を着た少女が、空から降ってきた。






















　それはもう手品師のイリュージョンだった。

「幻げん視しッ！」

　ベルが空から落ちてくるのを見てとったディアはとっさに逆巻く突とつ風ぷうを異眼視イメージした。

〝視界〟に異眼視された事象はただちに〝実界〟である現実に転写される。

　一いち陣じんの竜たつ巻まきが子供たちやら、そばで商あきないをしていた露店商の絨毯やらをたちまちに吹ふき飛ばした。

　だが、それはベルの落下速度を弱める役には立たない。

　もとよりディアも、それほど強力な竜巻を起こすつもりはなかった。

　ディアは誰だれもいなくなった空間──ベルの落下地点に、巨きよ大だいな穴を異眼視したのだ。

　一いつ瞬しゆんにして、石いし畳だたみには巨人でも這はい上がれないほどの大きく深い穴が穿うがたれる。

　さらにディアはそこに水を異眼視した。

　激しい水しぶきをあげて、ベルは急造の池に着水した。

「悪わりぃな。こんな狭せまい路地で下手に風を起こすと、助けるつもりがそれ以上の力で壁かべに叩たたきつけちまいかねないからな」

　まあ、どのみち自殺志願者なら、どういう死なされ方をされても恨うらまれることはないとディアは思ったが、そこはそれ、後あと味あじの問題である。

　とりあえず助けておけば、あとは生きようと死のうと自己責任だ。

　案の定、自殺志願少女は水面でばしゃばしゃと、もがき始めた。

「……死ぬ気だったんなら、そのまま沈しずめよ」

「たっ……!!」

　ディアはやれやれと肩かたをすくめた。

「……いるんだよな、自殺志願者のくせに命を惜おしむヤツ」

　がばごば…………。

　少女の顔が水面に沈み、続いて腕うでまでも消えてなくなろうとする。

「はは、懲こりたか？」

　ディアは手を差し出し、少女の手をつかんだ。

　すると、少女の力は意外なほど強く、ディアは身体からだを引きずり込まれ、一いつ緒しよに池にはまりこんでしまった。




　ディアは、泳げなかった。




　がばごば…………。

　結局、不可解に吹き荒あれた突風に品物を台無しにされた露店商が、二人を助け出した。

「……本当に済みません」

　しゅんと肩を落として、ベルは申し訳のない顔をした。

「これから死ぬときは人目につかないところでな」

　ベルはきょとんと目を丸くする。

「自殺？　誰がです？」

「おめーだよ」

「わたし、自殺しようとしてたんですか!?」

　今度は目を点にして、ベルはびっくりした。

「違ちがったのかよ!?」

「すみません……ご期待に添そえなくて」

「いや、謝られても困るし」

　──見かけと中身は比例しないもんだな。

　ディアはそんなことを思いながら、ベルを見やった。

　可か憐れんな少女である。

　よほど大切に育てられてきたのだろう、初対面の人間を相手にしても、少しも物もの怖おじしたところがない。くりっとした瞳ひとみは子供のようでもあり、すっきりとした顔立ちは精せい巧こうに出来た人形を思わせる。
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　腰こしまで伸のびた金きん髪ぱつはしっとりと濡ぬれてはいるが、太陽を浴びて、まるで彼女自身が輝かがやいているように光っていた。

　むろん、それは言い過ぎなのだが、それぐらいの何かを彼女は放っているようにディアには思えたのだ。

「……口さえ開かなけりゃ、お姫ひめさまなのにな」

「どうして分かったんですか!?」

　子供のような素す直なおさで、ベルは驚おどろいた。

「は？」

「いえっ、なんでもありません」

　あわあわと、彼女は胸の前で手を左右に振ふった。

「あやしいな」

「あやしくなんかないですよ」

　あやしくないヤツは、自分からそんなこと、言ったりしない……。

　そう思い、ディアはカマをかけてみることにした。

「逃にげてきたのか？」

「逃げてるというよりは、戻もどるといったほうが……」

「は？」

「いえっ、なんでもありませんっ！」

　あわあわと、彼女は胸の前で手を左右に振った。

　かなり、焦あせってるようだ。

「……とっ、ともあれ、助けて下さってありがとうございますっ」

　ベルは、ディアと露ろ店てん商しようのおじさんに深々と頭を下げると、そそくさとこの場をあとにしようとした。

　でも、それでは悪いと思ったのか、振り返っては頭を下げ、振り返っては頭を下げて去っていく。

「……やっぱり変なヤツだよな、アイツ」

　ディアは露店商に言い、道の隅すみに散らばる、突とつ風ぷうに割られた陶とう器きの類たぐいを見やった。

　幻げん視しで元通りにしようと思ったのだ。

　と、

　血相を変えた彼女がぱたぱたと戻ってきた。

　道の脇わきに止めた、露店商の荷車の後ろに隠かくれる。

　すると、見回りらしき騎き士し警官が二人、きょろきょろと周囲に視線を配りながら近づいてきた。

　警官たちの目に、乱らん闘とうでもあったかのように散乱している跡あとが留とまる。

　けれど、下町の柄がらの悪さが手伝ったのだろう、警官は商人が何も訴うつたえる気がないのを見てとるや、

「元もと締じめとはうまくやっとけよ」

　などということを励はげますように言い、その場を通り過ぎていった。

　ヤクザな連中との、ショバ代がらみの騒さわぎとでも勘かん違ちがいしたのだろう……。

　警官たちが去っていくと、ベルは隠れていた荷車からぴょこんと顔を出した。

「ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げて、また、出て行こうとする……、と。

　首根っこをディアにつかまれた。

「……なにしでかしたんだ、てめえ」

「なっ、なにもしてないですよ、わたし」

　焦るような声で、懸けん命めいに首を振るベル。

「さっきのは警察だろ？」

「王宮けい騎士団さつに見つかるわけにはいかないんです」

「悪わりぃコトしたのかよ」

「捕つかまると、閉じこめられてしまいます」

「やっぱ悪りぃコトしたんじゃねえか」

「ロックの命がかかってるんです！　わたしが戻らないと、彼は死んでしまいます！」

　言った途と端たん、ベルはしまった、という顔をした。

「ロックって、おまえ……」

「な、なんでもないです、なんでも！」

　あわあわと両手を振って、ベルは走り出した。

　どこでもよかったのか、混乱しているのか、さっきとは別の路地に曲がろうとする。

「おい、待てよ」

「今の、聞かなかったことにして下さい！」

　無茶なことを真しん剣けんに言い、ベルは再び背を向けた。

「いや、だから」

「すみません──っ」

　言って、ベルは角に姿を消した。

　ディアは知らねえぞ、と言いたげな顔をし、

「そっちは、押売通りだって言いたかっただけなんだが……」

　案の定、

　数秒もしないうちに、ベルの悲鳴が聞こえてきた。

　新しい路地に足を踏ふみ出した途端、左右から品物を抱かかえた物売りたちに洪こう水ずいのように押し寄せられ、ベルは目を回した。

「すみません！」

「ごめんなさい！」

「わたし、急いでるんです！」

　そんな言葉を繰くり返しながら、やっと通りを抜ぬけたと思ったら、入り口だった。

　気付くと両手はあふれんばかりのお土産みやげを抱えていて、収まりきらない荷物は紙かみ袋ぶくろやら何やらに入れられ、まるで奴ど隷れいの鎖くさりのようにびっしりと両りよう腕うでにかけられている。

「はうう……」

　土産物で塞ふさがれた視界を取り戻もどすべく、細い首をいっぱいに曲げて顔を横に出すと、

　そこには目を半月のようにしたディアがいた。

　怒おこられる気がした。

　だから、ベルは逆に胸を張って言った。

「大だい丈じよう夫ぶです。ひとりで帰れますから」

「……無理だ。おまえには絶対無理だ」

　きっぱりと、ディアは断言した。

「できますっ」

　その途と端たんだ。

　けっこう派手な音を立てて、ベルのお腹なかが鳴った。

「こっ、これは……」

　ベルは耳たぶまで顔を真っ赤にした。

「……とはいえ、俺も持ち合わせがねえんだよな」

　ラッツのことを思い出し、ディアは頭を搔かく。

　するとだ。

　どんっ、と背中から人にぶつかられた。

「どこ見て歩いてんだ、このノロマが！」

　言われ、眼めが合う。

「げっ！」

　ぶつかったほうの少年が顔色を変えた。

「ちょうどいいところに来たな」

　ディアは一いつ瞬しゆんでラッツの腕をひねりあげ、ベルに笑った。

「こいつがメシを奢おごってくれるってよ」







「わぁ……」

　船着き場を離はなれ、川かわ面もをするすると滑すべり出すゴンドラに感動して、ベルは言葉を失った。

　王宮を抜け出すときは、正体を隠かくさなければならなかったので、木箱に入り、運河も街並みもまるで望むことが出来ずにいたのだ。

　肉を挟はさんだパンをかじりながら、ディアが聞く。

「そんなに珍めずらしいかよ」

「はい！　初めてです！」

　食事にも手をつけず、ベルは身を乗り出すようにして街並みを見つめている。

　そして、しばらくすると、ゆっくりと振り向き、礼を言った。

「ありがとうございます」

「メシ代なら気にすんな」

「いえ、素す性じようを詮せん索さくしないでいただいたコトにです。見るからに不ふ審しんな行動をとっていますのに……」

「誰だれだって言いたくないことの一つや二つはあるもんさ」

　両手を頭の後ろで組み、わざとあっけらかんとディアは言ってみせる。

　それが逆に、ベルには思いやりのある言葉として感じられた。

「ありがとうございます」

　口にして、また、街並みに目を戻す。

　船の縁へりに肘ひじをかけ、うっとりとしたまなざしで、ベルは景色を見つめた。

「……………………」

　知らずうちに、ディアは見とれていた。

　鼻の下を伸のばしているような意味ではなく、神聖なものを目まの当たりにした時に覚える胸の震ふるえに近い感覚がある。

　さっきは口さえ開かなければ、と留保をつけたが、そんなことはなかった。

　ありがとうという言葉を口にした時の彼女のまなざしは、優やさしくもあり、強い。

　普ふ段だんは静かだが、どれほどの力をこめても動かぬ岩のような重みがあった。

　生まれながらの気品というものがあるというのなら、それは彼女のことを指すのだろう。

　そう、ディアは思った。

　血筋だけで言えばスカーレットも姫ひめである。

　けれど彼女は人間だ。人間でいるというのは不細工でいるということだ。

　実際、彼女は己おのれの荒あら々あらしさを抑おさえておけず、国を飛び出した。

　澄すませば美しい顔立ちだが、そんな顔をしていることはほとんどない。どんな時でも余計なことを考えていて、やんちゃ坊ぼう主ずのようにふるまう。

　それでいい、とディアは思っていた。

　完かん璧ぺきな美なんて、神しん殿でんの石像にまかせておけばいい。人間が石になることはないし、それは無理な話だ。

　無理をすれば、不幸になる。

　ディアはベルの気品に息を吞のみながら、それ以上に心配を感じていた。

「そんなにいい眺ながめなら、また見に来ればいいさ」

　ベルは、悲しげに目を細めた。

「それが出来れば、嬉うれしいですけれど……、ローラントの街並みを見ることが出来るのは、おそらくこれが最後になるでしょうから」

「王宮からだって、街は見えるだろ」

「……………………」

　ベルは、曖あい昧まいな笑えみを浮うかべるだけだった。

　きらきらと太陽を受けて光る川面を背に微笑ほほえむ彼女は、絵物語を目の当たりにしているような錯さつ覚かくすら覚える。

　けれど──、

　さきほどの路地で、あわあわと慌あわて、次から次へと失言をこぼしていた彼女と、どちらが本当の彼女なのだろうとディアは思った。

「よく分かんねえけど……、王宮には今すぐ戻もどらないといけないのか？」

「えっ」

　考えもしなかった、という顔をベルはする。

「明日までに戻ればいいんだったら、……もうちょっと楽しんでったらどうだ？　この街をさ」
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　航海の女め神がみであるケルエルレリムは、港を見下ろす高台に立っていた。

　旅立つ船を見守りながらも両手を組み、航海の無事を祈いのっている。

　ローラント観光名所のひとつだ。

　高台に向かって伸びる道は、白はく石せきで綺き麗れいに舗ほ装そうされている。

　さきほどの雑多な押売商とは違ちがい、キチンと建物の中に収まっている商店が、窓の内側に外国から届いたばかりの品々を並べていた。

　そのひとつひとつを、ベルは興きよう味み津しん々しんな目をして眺める。

　まぁ、まぁ……、と感かん嘆たんの息をつきながら、しげしげと商品を見つめ続けているのだ。

　中でも、窓に手をあてて、肌はだとガラスがくっつきそうなぐらいに見入っていた服がある。

　異国の服だった。

　見たところズボンなのだが、独特の縫ほう製せいをしているのか、太ふと股ももやふくらはぎのあたりが綿をつめたみたいにふくらんでいて、それを膝ひざと足首できゅっと絞しぼるようになっている。

　男物かと思いきや、胸のところには切れ込みが入れてあって、左右を結ぶ紐ひもの長さで大きさを合わせるようになっていた。

　布地は上質のものを使っているわけではない。かの国ではありふれた服なのだろう。

　けれど、これまでお椀わんのように裾すその広がったドレスや、ぎりぎり踵かかとが見えるぐらいまで伸びたスカートしか身に着けたことのないベルの目には、一生、手の届くことのない宝物のように見えていたのだった。

　そんな彼女をかわいいとディアは思い、

「着てみたいのか？」

　ベルはふりむき、とても真しん剣けんな顔でこくこくとうなずいた。

　真剣と言っても、先ほどの彫ちよう像ぞうのような顔つきとはぜんぜん違う。

　見ているほうがプッと吹ふき出してしまうような真剣さだった。

　だから、ディアはうなずいた。

「買ってやるよ」

「いいえ、そんな、申し訳ありません」

　首を振って、ベルは断った。

　けれど、瞳ひとみはごまかせない。

　ホントは着てみたいんです……と、うずうずとしたまなざしが言っていた。

「どのみち、今の服じゃ変装になってないしな」

「変ですか？　わたし？」

　不安になって、ベルは自分のブラウスやスカートを見やった。

　道を行き交う人を見やり、比ひ較かくする。

「他ほかの人と変わらないと思うのですが……」

　ベルは自分の希まれなる容姿に鈍どん感かんな子だった。

「おまえぐらいになると、普ふ通つうの恰好のほうが目立つんだよ、もっと派手な恰好をしたほうが普通に見える」

「でも、お金が……」

　いいさ、とディアはラッツから奪うばった財布を取り出した。

「アイツからは、利息をしっかりと貰もらっておいたからな」







　理容院からぴょん、と飛び出した彼女は、まるで妖よう精せいのようだった。

　異国風の出いで立ちのせいかもしれないが、腰こしまで伸のびた金きん髪ぱつは頭の後ろで結ばれ、その下にはうなじがくっきりと見える。

　メイクの人も張り切ったに違いない。頼たのんでもいないのに、唇くちびるには薄うすい桃もも色いろのリップを塗ぬり、まぶたにはシャドウを、まつげにもしっかりとマスカラを入れてくれた。

（衣装を変えても、目立っちまいそうだな）

　思い、ディアは苦笑いした。

　ベルも驚おどろいていた。

　したこともない化け粧しようをされ、見たこともない自分になることで心の留め金が弾はじけたのか、道に出た途と端たん、ベルは鼻歌を口ずさみ出していた。

　くるりくるりと踊おどるように道を歩き、スキップを踏ふむように、高台への階段を昇のぼっていく。

　階段を昇り終えた途端、少し強めの風が頰ほおをなぶった。

　潮の香かおりが鼻をくすぐる。

　ベルにとっては目を閉じていても分かる、ローラントの浜はま風かぜだった。

　高台は公園になっていて、子供を連れた夫婦や観光客らしき人々、そして昼下がりをくつろぎにきた船乗りたちで賑にぎわっていた。

「……一番乗り、か」

　ケルエルレリムの像の下に、クルスたちの姿を見つけることが出来ず、ディアはやれやれと息をついた。

「みなさん、まだなのですか？」

　ディアがこの場所で仲間と落ち合う予定だということを聞いていたベルは、気き遣づかうように訊たずねた。

「ま、心配はしてねえけどな。死んでも死なねえヤツばかりだし」

　ふふ、とベルは笑う。

　二人は、像の下にあるベンチに腰を下ろした。燦さん々さんと照りつける太陽に、海から吹き寄せる風が心地ここちいい。

　ベルは、出店が出している氷こおり菓が子しに興味を持ちはじめた。

　アイスやシャーベットの類たぐいは、宮中でも食したことはある。

　けれど、スプーンを使わずに食べるものは、生まれて初めて目にするものだった。

　出店のおばちゃんが取り出すアイスキャンディを、ベルは子供みたいに目をきらきらと輝かがやかせながら見やっていた。

「食べるか？」

　言って、ディアは店に向かった。

「好きなの選びな」

「はいっ」

　はしゃぐようにベルは言う。どれにしようかと彼女が頭を悩なやませている間、ディアはおばちゃんに話しかけた。

「商売はどうだい？」

「繁はん盛じようしてるよ、まったくね」

　言葉とは裏腹に、彼女はため息をついた。

「結けつ婚こんパレード見たさに、観光客が増えてるからね。いつもの倍は売れてるよ」

「ほう、ドンってヤツも人気あるんだな」

「ハッ、冗じよう談だんを言いなさんな！　ベルさまに決まってるじゃないか。なんたって姫ひめさまは、アバロンの青い血を引いてるからね、さぞかし別べつ嬪ぴんだって評判さぁ」

「……にしては、浮うかない顔してんな」

　図星だったらしい。

　おばちゃんは深い息を吐はいて、がっくりと肩かたを落とした。

「あたしだって祝ってあげたいよ。この国の最後のお姫さまだもの。でも、ああ、よりによってあんな変態王の嫁よめになるなんてねえ」

「変態？」

「ドンって男、自分の姉に惚ほれて逃にげられたっていうじゃないの。不幸になると分かってる結婚、祝ってあげたいけど、祝えないよ」

「祝って下さい」

　ベルは言った。

「そのほうが、きっと喜ぶと思います」

　胸に置いた手をきゅっと握にぎりながら、彼女はかよわい笑えみを浮かべるのだった。
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　時として、沈ちん黙もくは千の言葉に勝まさる。

　ディアは何も聞かなかった。

　ベルもまた、なにも言わなかった。

　もっとも、口をつぐめば、真実を隠かくし通せるものでもない。

　ディアにとっては、なにも聞かないことが、すでに真実を見み抜ぬいていることを何よりも雄ゆう弁べんに語っていたし、ベルにしてみれば、なにも言わないことが、すべてを語っているようなものであった。

　黙だまって、ベルは歩き出した。

　高台へと至る道は、二人が昇ってきた階段の他ほかに、いくつかの道がある。

　ベルは人のいない小道を見つけると、その階段に足を踏み出した。

　海を真っ正面に見ながら、港へ続く道へと下る階段だ。

「……ずるいと思ってますか？　わたしのこと」

　背を向けたまま、ベルがつぶやいた。

「なんのコトだよ」ディアはうそぶく。

「わたしはあなたの思ってる通りの人です」

「噓うそをついてるほうがしんどいコトだってあるだろ」

「……わたしの苦しさなんて、なんでもありません」

　言い切ったくせに、足取りは止まる。

　手すりに細い指を回し、身体からだを支えようとする。

　折れそうなほどに細い身体が、わずかに震ふるえていた。

　まるで翼つばさを傷いためて弱った小鳥のようだ。

「嫌いやなら嫌だって、言っちまえよ」

「いいんです、わたしのことは」

　言って、また歩き出す。

　足早に階段を下りていくベルの後を、ディアは追った。

「いいんなら、どうして逃げるんだよ」

「わからないんです」

「答えなんか出てるだろ、もう」

「出てません！」

　彼女らしくもない、荒あらげた声だった。

　ディアはたまらなくなった。

「教えてやるよ！　誰だれかのためにって命を捨てたって、その誰かは喜んでなんてくれねえんだよ！」

　ぴたりと、ベルは立ち止まった。

　薄うすい肩が、小さく震えているのが分かった。

「おまえだけが犠ぎ牲せいになったって、誰も喜ばねえよ」

「ドン殿でん下かは約束してくれました。妻になれば、ローラントの民には一切危害を加えぬと」

「そんなことを言い出すヤツほど約束を守らねえもんさ」

「それを言ったら何も始まりません！」

「この街をソードラントが支配してることに代わりはねえんだ。ドンが死んだって、次の王子がやってくるだけだし、おまえが死んだところで、ソードラントは出て行かねえさ」

「でも……」

　小さな頭をふるふると揺ゆらしながら、悲しげな声がもれる。

（運命と戦っているのだ、彼女は）

　ディアはもう、言い切るしかなかった。

「人がひとり生きたり死んだりしたぐらいじゃ、国はびくともしねえんだ！　だから好きに生きればいいんだよ！　ドンがイヤなら逃げればいいんだ!!」

「……………………」

　背を向けたまま、ベルはうつむいた。

　両の手はぎゅっと握りしめられてほどけない。肌はだの色が白くなるほど、強く、強く……。

「逃にげたら……、ロックは殿下と差し違ちがえます。わたしのために死にます」

「逃げなくても死ぬさ」

「…………！」

　ベルの肩かたが、びくんと震えた。

「おまえを救いたいんだ。王宮に戻もどったら戻ったで、なにが何でもドンを殺そうとするさ」

「逃げたってロックは死にます！」

「おおかた、自分一人の乱心に見せかけるつもりなんだろうな。生きてたところで拷ごう問もんにかけられるのがオチだ。おまえの居場所を喋しやべっちまったら元も子もない」

「わたしのことはいいんです！　ロックに死んで欲しくないんです」

「ロックもそう思ってるさ、おまえに生きていて欲しいってな」

「どうしたらいいんですか……？」

　喉のどの奥から、漏もれるような悲鳴が聞こえる。

「どちらにしてもロックを死なせてしまうとしたら、一体どうしたらいいんですか？」

「逃げるんだな」

　短く、けれどもはっきりとディアは言った。

「少なくともロックは満足する」

「いやです！」

　振ふり向いて、ベルはきっぱりと首を振った。

　大きく見開かれた瞳ひとみに、無数の感情が浮うかんでは消える。

　完全な拒きよ絶ぜつだった。

　誰にも生きていて欲しい。

　それだけが、彼女の明確な意志だった。

「わがままなのは分かってます。無理なことだって知ってます。だけど、死んで欲しくないんです。どうしたらいいのか分からないんです……」

　こらえきれなくなったのか。声がうわずった途と端たん、ベルは空を仰あおいで涙なみだをこらえようとした。

「教えて、ください……」

「……………………」

　かけるべき言葉を見つけられずに、ディアは立ちつくした。

　ふざけるなと言いたくなるぐらい、気持ちのいい昼下がりだった。

　燦さん々さんと降り注ぐ太陽の光と、頰ほおをなでる柔やわらかい風。

　海からは鳥の鳴き声と、荷降ろしをする船乗りたちのかけ声。

　なのに、

　なのに、彼女は泣いている。

　ただ、涙をこぼしている。

　ぽろぽろ、ぽろぽろと。

　涙をぬぐうこともなく、両手で顔を覆おおうこともなく、どこまでも青い空の下、

　彼女だけが、泣いている……。

「きっと……」

　頭に手をやりながら、ディアはつぶやいた。

「言われて、はい、逃げますって言うヤツだったら、ロックだって死ぬ気にはならなかったんだろうな…………」

　ううっ、とベルの瞳からさらに大おお粒つぶの涙がこぼれた。

「泣くなっ！　俺は、噓うそがつけねえんだ！」

　困った顔で、ディアはうめいた。

「ごめんなさい……」

　ベルはしゅんとなる。うつむいた顔から、ますます涙が落ちていった。

「大だい丈じよう夫ぶです。わたし、こんなことで、泣いてる場合じゃないですから」

　ベルは笑おうとして、笑えず、さらに顔をくしゃくしゃにしてしまった。

　メイクも涙でにじんで、せっかくの美人も無様なものだ。

「……ったく、なんで俺はこーゆー女に出会っちまうんだろうなぁ」

　髪かみにやった手をわしゃわしゃと搔かき、いまいましげな声を出すと、訳の分からないアピールを始めだした。

「俺はな、好みがうるさいんだ。どんなに美人だってな、俺に惚ほれてないヤツは相手にしねえんだ。素す直なおで聞き分けがよくて、俺の言うことなら、なんでもはいはい聞いてくれるような……。なのに、おまえみたいなわがままな女を見ると放っとけねえ。……くそ、似てるんだ」

「……誰だれにです？」

「フィオナだよ」

「……フィオナ？」

「俺が好きだった女だ」

　開き直るようにディアは答えた。

「俺じゃない男を好きになって、俺の言うことなんか一つも聞かないで。……俺のために死んじまった女だ」

　だから……と、ディアは人差し指をすくうようにして、ベルの瞳に浮かんだ涙をぬぐった。

「だから、おまえを放っとけねえ」

　その声を、高台から聞こえてきた少女の悲鳴が搔き消した。
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　ひとりでいるのも寂さびしいけれど、人とうまくやるのも厳しい。

「はぁ……」

　ため息をつきながら、アイはそんなことを考えていた。

　ジョオの後をついて、高台へと向かう階段を昇のぼる。

　二人きりだ。

　行き別れたクルスたちとはケルエルレリムの像で待ち合わせる約束になっていた。だからバラバラになって森を駆かけ抜ぬけて街に入って運河を横断してここにたどりつくまで、ジョオと二人きりだった。

　死ぬ思いだった。

　炎えん術じゆつ師しハンドラとは別の意味で、ジョオと共に行動している間、アイは生きた心地ここちがしなかった。

　心臓がばくばくいってるのは、決して昇り疲つかれているからではないだろう。

「あのさ……」

「は、はいっ！　ごめんなさいっ！」

　びくん、と身体からだが震ふるえて、アイは手足の先まで石みたいに硬かたくなった。

　ジョオの目が、じいっと見つめる。

（また悲しいことを言われたらどうしよう……）

　思うだけで心に針を差し込まれた気持ちになる。アイは泣きそうになった。

「……………………」

　するとジョオは何も言わず、唇くちびるをツンと尖とがらせるだけで、不ふ機き嫌げんな顔をして階段を昇っていった。

（それはそれで、心臓に悪いです……）

　というか、もう気絶してしまいそうだった。

　霊れい眼がん族は普ふ通つうの耳以外に、頭の左右に精霊の声を聞くことの出来る耳を持っている。

　精霊は、人の感情にも敏びん感かんだ。

　穏おだやかな感情はぽかぽかとした春の陽ひ射ざしのように暖かく、憎にくしみとか敵意といった感情は、吹ふき荒あれる冬の木こ枯がらしのように肌はだにびしびしと伝わってくる。

　容よう赦しやのない平手打ちを喰くらっているようなものだ。

　だから霊眼族は他の種族との交流を好まない。

　居心地が悪いだけで窒ちつ息そくしそうになるという霊眼族の感覚は、精霊の声を聞けない種族には絶対に理解できないからだ。

　だからアイは、これ以上ジョオの機嫌を悪くしたくなくて、とにかく謝ることにしたのだけれど、なぜか、そのたびにジョオの機嫌は悪くなるのだった。

（もう、どうしたらいいのか分かりません……）

　アイは途と方ほうにくれた。

　それでも頑がん張ばれたのは、階段を昇りきればクルスに会えるという感動が待っていたからだ。

　クルスくん。

　心のうちで名を呼ぶだけで、胸が暖かくなる。

　クルスくん。クルスくん。クルスくん。クルスくん。クルスくん。クルスくん……。

　それだけを自分を支える杖つえにして、アイは階段を昇っていく。

　顔色も悪く、肩かたで息をしているような子が、目もうつろに聞き取れないほどの小声で、念仏のような言葉をぼそぼそとつぶやきながら、歩いていたらどうだろう？

　すれ違ちがった船乗りは、ぎょっとした顔でアイを見やった。

　彼女に悪気はないんだけれど……。

　そんなわけであるから、ケルエルレリムの像の下に、クルスの姿がないことを知ったときのアイの落らく胆たんぶりはただごとではなかった。

　目も顔も真っ白になる。

　その落ちこみようといったら、そばで氷こおり菓が子しを売っていたおばちゃんが、これを食べて元気をお出し、とかき氷をプレゼントしてくれるぐらいだった。

　ディアやスカーレットの姿もない。

「しょうがないですね。みなさんを待ちましょう」

　言って、ジョオは像の下にあるベンチに腰こしを下ろすことにした。

　なるべく離はなれた端はじっこに、アイは座る。

　遠いほうが、感情の風も弱くなるからだ。

　けれど、それが分からないジョオは、ぎろりとした目でアイを見た。

「ごっ、ごめんなさいっ！」

　びくっ、と震えて、アイは謝った。

「……むやみに謝るのは、あなたという人格への信しん頼らいを損そこねる行こう為いだと思いますよ」

「ごめんなさい……」

「だからぁ……」

　やれやれと、ジョオは頭を振ふる。

「悪くもないのに謝るのはやめて下さいって言ってるんです」

「？」

　きょとんとした顔を、アイはした。

「でも、ジョオさんを怒おこらせたくない…………」

「そういう態度がボクを苛いら立だたせるんです」

「えっ、えっ」

　わからない、とアイは戸と惑まどった顔をした。

「…………わかってますよ。あなたに悪気がないってことぐらい。だから、意味もなく怖こわがらないでくれませんか？」

「クルスくんのそばにいること、許してくれるんですか!?」

　ぱあっ、とアイは花が咲さくように笑え顔がおになった。

「それとこれは別です」

　ず～ん、とアイは打ちのめされたように消しよう沈ちんした。

　ふぅ、とジョオはため息をついた。

　女の子をいじめるのは、彼の本意ではない。

「クルスさまのどこが好きなんですか？」

「ひゅえっ!?」

　突とつ然ぜんの質問に、アイはどこから出したのか分からないような声を発した。

　耳の先まで顔を真っ赤にして、口ごもる。

　ええと、ええと……。

　アイは困った。

　好きなところなんて、たくさんありすぎだ。

　数えあげればキリがなく、、それが一度に押し寄せて、なにから口にしていいのか、どれが一番の理由なのか、わからなくなる。

　考えて、頭を悩なやませて、アイは短い言葉を口にした。

「……クルスくんといると、とても幸せな気持ちになれます」

「悪いですけど、ボク、軽々しく愛を口にする人って信じられないんですよね」

　さくっ……。

　音にすればそれほどの鮮あざやかさで、アイの心はまっぷたつにされた。

「言葉なら、なんとでも言えます。好きでもない相手に好きだとか、愛してるだとか」

「わたしはそんなこと言いませんっ」

　アイはきっぱりと首を振った。

「言えますよ」

「絶対に言いませんっ！」

「愛してます」

　ぽっ、と。

　アイの顔は火を噴ふいたようになった。耳の先まで赤くして、口をぱくぱくとさせる。

「だっ、だめです！」

「噓うそに決まってるじゃないですか」

「ひどいです！」

　アイは涙なみだぐんだ。愛とはそれだけ、霊れい眼がん族である彼女の心を激しく叩たたく言葉なのだ。

　けれど、ジョオはきっぱりと言った。

「わかりますか？　これが人族の社会です。霊眼族のあなたと違ちがって、心と心で通じ合えるなんてことはないですし、本音には建て前、真実には噓がついて回ります。信じることも、信じてはいけない相手を信じないことも、同じくらい必要なんです」

　こくりと、アイはうなずいた。

　それは分かる気がした。

（ダルダラは信じてはいけない人間だった……）

　信じてはいけない者を信じると、大切な人を不幸にしてしまう。

　その悔くいは、アイの胸にも痛いほどあった。

「クルスさまはそういう人たちを相手に愛を説いていかないといけない方です。クルスさまに付いていきたいなら、クルスさまの足手まといにならないだけの知ち恵えを持っていないといけないんです」

「はい」

　アイはうなずくと、まっすぐな目をして、満面の感謝を顔に浮うかべた。

「ありがとう、ジョオさん」

　それがうわべだけの感謝ではないことを、ジョオはもう知っている。

「あと、一つだけ誤解を解いておきたいんですけど……」

　言って、ジョオはそっぽを向いた。

「クルスさまのコトを好きな人は、ボクも好きですよ」

「ホントですかっ」

　たちまちアイはジョオに詰つめ寄った。

「わたし、クルスくんのそばにいてもいいんですか？」

「それは別ですっ」

「ええええええっ」

　妥だ協きようは許さない、ジョオだった。

　そんな時だ。

　像の反対側から、女性の悲鳴が聞こえてきた。

「女！　もっと喜べ、喜べ、げはははは！」

　野や卑びた男の笑いが後に続く。

　端たん的てきにいえば、品のない男が女性を捕つかまえ、彼女の嫌いやがる声も無視して、強引に連れて行こうとしている光景だった。

　むろん、誰だれもが黙だまって見ていたわけではない。

　そばのベンチにいた船乗りたちは、すぐに飛びかかろうとした。

「禁きん士しっ！」

　男の胸当てについていた紋もん章しようを見た途と端たん、船乗りたちの顔は青ざめた。

　二つの剣けんがからまりあうのは、剣国ソードラントの国紋。その剣の切っ先に輝かがやく指輪の紋章は、ドン王子直属の三人だけが持つことを許された禁士の紋章だった。

　禁士とは、侵おかしてはならざる者のこと。

　一切の法律に束そく縛ばくされず、なにをしようと、どんな罪を犯おかそうと、処しよ罰ばつされることのない、絶対不ふ可か侵しんの特権を与あたえられた存在。

　ローラントに住む者なら誰でも、その紋章を持つ三人だけには逆らってはいけないことを知っていた。

　覚えているだろうか？

　ロックが略りやく奪だつを禁じた軍法を守らせるようドンに働きかけたことで、ローラントの街はいくつかの例外を除いて乱暴を働く兵士がいなくなったという話を。

　その例外の一人が、マズルだった。

「くッ……！」

　人のよさそうな顔をした船乗りたちは、いずれも悔くやしさを嚙かみ殺しながら、目を背そむけた。

「なんだ？　つまらんな！　げはははは、もっと悔しがるがいい！」

　とびきり大きな鼻をそびやかせて、マズルは笑った。

「安心しろ、ワシはハンドラとは違う。むやみに人を殺したりはしないぞ。死体は泣き叫さけばないからな！」

　たしかに、マズルはハンドラとは正反対の男だった。

　線の細いハンドラと違い、マズルは筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう、威い風ふう堂どう々どう、石器時代から時間を間違えてきたような感がある。

　しかも、マズルは殺人に興味がなかった。

　死人は泣き叫ばない。

　苦く悶もんの声をあげることも、喉のどを涸からして命いのち乞ごいをすることもない。

　一〇〇人いれば、様々な殺し方で一〇〇人を虐ぎやく殺さつすることを楽しむのがハンドラだとすれば、一人をなぶり殺すさまを九九人に見せつけるのがマズルという男だ。

　いずれにせよ、最悪であることに変わりはないが……。

「さあて、どうしてくれようか」

　ぺろり、とマズルは抱だき寄せた女の首筋に舌を這はわせた。

「ふふふ、おまえ、旦だん那なはいるのか？」

　瞬しゆん間かん、彼女の顔が戦せん慄りつに引きつるのをマズルは見のがさなかった。

「よおし、今日はそいつの前でしてやろう」

　ひひひひひ、と吐はき気のするような声をマズルはもらした。

　やめろ、という声はない。

　高台にいる──この光景を目まの当たりにしているみんなは、老ろう若にやく男なん女によを問わず、声を殺して立ちつくしていた。

　いや、誰かが叫んだところで、マズルをますますと興奮させるだけのことだろう。

　だが、それは怒いかりを諦あきらめたことを意味しない。

　アイには伝わっていた。

　目を伏ふせながらも、拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめている者たちの怒りが。

　ぶるぶると肩かたを震ふるわせながら、なにも出来ない己おのれの弱さに対する怒りが。

　アイも同じだった。

　彼女らしくもない怒りを瞳ひとみにのせて、アイはまっすぐにマズルを見つめていた。

（傷つける人間は、嫌きらい）

　だから、傷つけられる人間を見過ごしてはおけなかった。

　アイはじんじんと熱くなる気持ちの中で思った。

（霊れい眼がんは閉じている──）

　かつて、一度は開いた霊眼は再び閉じ、今は〝星せい痕こん〟と呼ばれる傷きず跡あとになっている。

　万能のごとき力を使えた霊眼の力は、今はない。

　けれど、その時に覚えた、高位精霊ハイスピリツトの使い方は覚えていた。

　クルスに迷めい惑わくをかけない方法もあった。

（たくさんの人がいるココでなら……、呪文スペルを使わない自分の術なら……、使っても分からないはず！）

　よし。

　──と、飛び出そうとした身体からだを、横から飛びだす腕うでが引き留めた。

「なにを始める気ですか、あなたは」

　ジョオだ。

「あの人を助けるだけです」

「さっき約束したでしょう。クルスさまに迷惑がかかるようなコトはしないって」

　マズルの注目を引かぬよう、声は小さい。しかし目には怒りがあった。

「ほんのちょっと彼を転ばせるだけです」

「余計な揉もめ事に口をはさまないで下さい」

「余計なことじゃありません！」

　叫んで、アイはジョオを振ふり払はらった。

「ｈｕｍｕｓ……」

　アイは精霊の名を口にした。

　足の裏から、大地の精霊がノックをする音が聞こえてきた。

（できた！）

　実は、炎えん術じゆつ師しハンドラに襲おそわれていた時にもみんなを助けようと〝対話コンタクト〟を試みていたのだ。

（その時は失敗したけれど──、今なら出来る！）

　えいっ、とアイが石いし畳だたみを踏ふみつけた。

　その瞬間、マズルの足もとが、どんっ、と盛り上がった。

「おうっ!?」

　足を取られるように、マズルは盛り上がった地面から、ごろごろと転がり落ちる。

　はずみで、女の人が自由になった。

　近くにいた船乗りたちが抱かかえ上げ、マズルが立ち上がるよりも早く、人ひと混ごみに紛まぎれる。

「誰だれだッ！」

　マズルは誰よりも大きい鼻から、炎のような怒りを漏もらした。

　もちろん、アイに事を荒あら立だてる意志はない。

　女の人が助かればそれでよいのだ。

　アイは黙だまって背を向けて、マズルの視界から消えようとした──時だ。

「ミミ！　そこのミミだよ!!」

　ヤツの声が、背中を突ついた。
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「頭から犬みたいなミミをたてやがってる女、おまえだな、精霊を使いやがったのは……！」

　マズルの声には、怒りと確信があった。

「この街に住む人間にこんな真似まねが出来るわけがねえ！」

「アイ」

　そばにいたジョオが、瞳でアイを制した。

　振り向くな、と訴うつたえている。

　しかし、アイは振り向いた。

「なっ……！」

　アイの額にある星痕を見て、マズルは息を吞のんだ。

「霊眼族、だと……!?」

　野や卑びた男の目の色が、アイの正体を知ってますます品性を失った。

「あなたを邪じや魔ましたのはわたしです、他ほかの人は関係ありません」

「いい女だ……、奪うばい甲が斐いがある！」

　鼻息も荒く、マズルは襲いかかった。

「ｈｕｍｕ……！」

　とっさにアイは、大地の精霊の名を口にした。けれどそれは叶かなわない。

　それよりも早く、マズルの太い腕が彼女の細い身体を担ぎ上げてしまったからだ。

　アイの表情に浮うかぶ戦せん慄りつを見て、マズルは品のない笑えみを浮かべた。

「おまえ、天然の精霊使いか！」

　天然精霊使いとは、呪文を使わず、精霊を使し役えきする術師シンガーのことだ。

　生まれながらに精霊と言葉を交わすことの出来るアイは、呪文を覚えずとも精せい霊れい魔ま法ほうのようなものを使うことが出来る。

　ようなものというのは、本物ではないし、本物には及およばない、という意味だ。

　魔法使いは、針の穴に糸を通すような正確さで、精霊を使役することが出来る。

　気まぐれな精霊を〝呪文〟で拘こう束そくし、操あやつり人形のように操れるのだ。

　しかし、天然の精霊使いは違ちがう。

　友達のように話をするだけだった。

　頼たのみを聞くも聞かぬも、精霊次第。

　マズルの見たところ、アイは使役する精霊に触ふれていないと術も使えないレベルだった。

「ほーれ、高い高い」

　だから、地に足が着かなくなっただけで、大地の精霊と対話コンタクトできなくなる。

　しかし、それは彼女の価値を落としはしなかった。

　霊れい眼がん族の価値を、マズルは知っていたからだ。

「ドンさまへのいい土産みやげになる！」

「明日、花はな嫁よめを迎むかえる奴やつに、献けん上じようするものにしちゃあ、ちと無ぶ粋すいじゃねえか？」

　ごすっ……！

　どこから飛んできたのか、植え込みを囲む白しろ塗ぬりの煉れん瓦がの一つが、マズルの後頭部に突き刺ささった。

「誰だっ!!」

「てめえから名乗りやがれ！」

　叫さけんだのは、ディアだった。

　しかしマズルの目には、いきがる子供にしか見えない。

「ワシの名を知らぬか。ドン様じきじきに紋もん章しようを戴いただいた禁士の俺様を！」

「アイを放しやがれ！」

　ほほう、とマズルは笑った。

「おまえの女か？」

「アイは誰のもんでもねえよ！」

「いい度胸だ。ワシに勝負を挑いどんだ根性はホメてやる。だがな、おまえは敵に回しちゃいけねえ男を怒おこらせた。わかるか？　ワシの名はオッド・マズル。この国を治めるドンさま直属の三禁士だ！」

「へえ、おまえ、ドンの直属の子分なのか」

　ディアは笑みを浮かべた。

「わかったか、小こ僧ぞう。せいぜい這はいつくばって、このワシに命いのち乞ごいをするんだな！」

「ちょうどいい！　これからそいつに喧けん嘩かを売ろうと思ってたところだからな!!」

　言って、ディアは左手の宝珠オーブを輝かがやかせた。

　燃える宝石が、ディアの拳こぶしを巨きよ大だいにし、

　マズルの鼻っ柱を──叩たたき折る！

　めきっ。

　鮮せん血けつが噴ふき上がり、マズルは自分の骨が砕くだけ散る音を聞きながら、地面に打ち倒たおされた。

「あぐっ……！」

　巨大な拳げん骨こつはすぐに幻まぼろしと消える。

　この世でない力〝幻げん視し〟で生み出したものだ。

「わ、わっ、ワシに逆らうとタダじゃ済まないぞ！」

　巨大な鼻び孔こうから、真っ赤な血をどくどくと流しながら、マズルは吠ほえた。

「ドン様はこの国の王となられるお方だぞ！　わかっているのか、おまえっ！」

　まさに負け犬のなんとやらだ。

「いいからてめえはさっさと城に戻もどって、俺のメッセージを親分に伝えるんだな」

「なに？」

「なにから何までてめえの思い通りになると思ったら大間違いだぜ！」

　マズルを見下ろして、ディアは一気に言い放った。

「明日の式でドンは俺がブッ飛ばしてやる!!」

「ディアさん！」

　叫ぶ少女の姿をマズルは見た。

　それは間違いなく、ベル姫ひめその人だった。






















　王宮の廊ろう下かに、荒あら々あらしい足音が響ひびく。

「くそっ！　くそっ!!　くそっ[image: !!!]」

　こらえ切れぬ怒いかりが、マズルの口をついて出た。

　怒りで人が殺せるなら、今の自分は間ま違ちがいなく奴やつを八やつ裂ざきに出来るだろう。

（ディア──よくも！　よくも!!）

　ずきずきと折られた鼻が痛んだ。たまらず鼻骨を抑おさえる。痛みが止まらない。

　砕かれたのは鼻なのか？

　違う。

　戦士としての自負プライドだ。

　通路の奥まった場所に、ひときわ大きな扉が見える。その左右を槍やりを持った門兵が守っていた。

「マズルさま、ここから先へは許可なくては……」

「どけっ！」

　立ちふさがる門兵を、マズルは突つき飛ばした。

　扉の向こうにいるのは、この国ローラントの新しい支配者、ソードラント第二王子ドン・トトス。

　いわば、この国の心臓である。

　しかし、門兵は突き飛ばされるままで、マズルに追いすがろうともしなかった。

　胸に刻まれた双そう剣けんと指輪の紋もん章しようは、侵おかしてはならぬ者のしるし。

　彼を見み咎とがめられる者など、ドンを除いて、この王宮には誰だれもいなかった。

（その俺を！　ディア、あいつは──!!）

　ドアノブに手をかけたマズルは、激情のままに扉を開いた。

「ドンさま！」

「ひどい恰好だね、マズル」

　澄すました声で、ドンが顔を上げた。

　本を読んでいたところなのか、メガネを置いて、席を立つ。

　優やさしい面おも差ざしが、柔やわらかな笑えみを作った。

　記録によると二〇歳とあるが、言われなければ五、六歳は若く見える。

　ほっそりとした輪りん郭かくの、中性的な顔立ちは、ある意味で貴族たちの秘めた趣しゆ味みを満たす美しさを持っていた。

　王子だと知らなければ、そんな貴族が戯たわむれに囲った、文士か書生かと思う。

　ドン・トトスは、そんな穏おだやかな雰ふん囲い気きを漂ただよわせた王子だった。

「申し訳ありません、このような見苦しい姿をお見せするのはとても心苦しく……」

「……おまえはいつも前置きが長い。用件があるから来たのだろ？」

　涼すずしい目が、冷たく睨にらみ付けた。

「すっ、すみません。殿でん下かに至急お伝えしたいことというのは、ベル姫ひめが……！」

「王宮から逃にげ出した……か？」

「へっ？」

　自分が言うよりも早く、ドンが答えを口にしたので、マズルは目を点にした。

「もうお耳に入っていたのですか!?」

「情報は支配の要かなめだよ。自分の城の動きを把は握あくできなくて、どうして国を支配できる？」

「では、さっそく兵士を出して……！」

「なにもしなくていい」

「しかし！」

「姫は自分の足で戻もどってくるよ。さもなくばロックが連れ戻してくる」

「まさか！」

　大声で、マズルは主君の言葉を否定した。

　むろん、マズルにドンをあなどる意図はない。あまりにも有り得ない予想に、素すで驚おどろいてしまったのだ。

「ロックは私を殺すつもりでいる」

「なんですとっ!?」

「僕が姫が逃げたことに気付き、問いつめるために呼び出したところを逆に利用して、僕を殺すつもりらしい」

「ゆ、許せんっ！　ロックめ!!」

「まあまあ」

　笑って、ドンはマズルをいなした。

　部屋の隅すみにある籠かごに近づくと、ケージを開けて小鳥に餌えさをやる。

「いいタイミングで来てくれたよ。読書に夢中で、彼女に食事をさせるのを忘れてた」

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではありませんよ、王子っ！」

　マズルは声を荒あらげた。

「そこまで分かっていらっしゃるならば、即そつ刻こく逮たい捕ほを!!」

「捨て置け」

　まったくドンは他人ひと事ごとのような口ぶりだ。

「ロックあいつに僕は殺せないよ。絶対にね。明日になればアイツは喜んで姫を差し出す。だから一晩ぐらい、いい夢を見させてやろうよ」

「ドンさま！」

　マズルは主君を諫いさめようとした。

「人は駒こまではありませぬ！　思い通りには動かぬものです！」

「動くよ」

　当たり前のように、ドンは続けた。

「アイツがどれほど僕を憎にくもうと関係ないし、なにを企たくらんでいても関係ない。アイツは僕の考えた通りに動くし、結果は僕の言った通りになる」

　それが策というものさ、とドンは笑った。







　ジョオはすごい顔をしていた。

　誰もが、少女かと見み間ま違ちがうぐらいに愛くるしい顔が、悪あつ鬼きのそれに変わっていた。

「ディアさん……、あなたって人は……！」

　薄うすい肩かたをそびやかせて、ジョオは迫せまる。

　ドンをブッ飛ばすなどと言い放った、ディアのもとへ。

　ぎりぎりと歯を嚙かむ音が口から漏もれている。

　吊つり上がりすぎた目はまなじりが裂さけてしまいそうなほどだ。

　皮ひ膚ふが裂けたら、血ではなく灼しやく熱ねつのマグマが噴ふき出してきそうな怒いかりが、今のジョオには満ちている。

　詰つめ寄られて、ディアは言った。

「なんとかなるさ」

「なりませんよッ!!」

　噴ふん火かした。

「言うだろ、普ふ通つう」

「誰だれが言うんですか、気に入らないから王をブッ飛ばすだなんて！」

　ジョオは呆あきれた。心の底から呆れた。

　このような態度を、王権神授思想と言う。

　王の座は神が与あたえたもので、王に刃は向むかうのは神さまに逆らうのも同じだという考えだ。

　この世界に住む人間のほとんどは、この説を信じて疑わない。

　ディアは鼻で笑うだけだが、ジョオは本気で信じていた。

　信じているといっても、ことさらジョオが愚ぐ鈍どんなわけではない。

　王国に生まれ、人には身分があるものだと聞かされ育ってきた人間には、身分こそが常識であり、それをわきまえないディアの態度こそが非常識としか考えられない。

　ディアの言ってることは、暑いなら、裸はだかで街を歩けばいい、と言っているようにしか聞こえなかった。

　気持ちは分からなくもないが──常識がある人間はしない。絶対にしない。

　そんな目で、ジョオはディアを見やった。

「バカですか、あなた」

「王だろうと何だろうと、気にいらねえヤツははり倒たおすだけさ」

「これだから、龍りゆう族ぞくは野や蛮ばんだって言われるんですよ」

　呆れて、ジョオは肩をすくめた。

「頭に冠かんむりがのってりゃ、どんなアホにでも土下座をするてめーらのココのほうがアレじゃねーか？」

　ディアは頭の近くで、人差し指をくるくると回してみせる。

「さいわいボクには脳があるんで、軍を率いる王子に逆らったところで、ただの自己満足にしかならないって分かるんです」

「つまんねえ脳だな。ゴミの日に捨てちまえよ」

「捨てたほうがいいのは、あなたの脳でしょう？」

「だったら、さっさとどっかに行っちまえよ。てめえに手伝ってくれだなんて言ってねえんだ」

「そうしたいですね、是ぜ非ひとも！　クルスさまがうなずいて下さったら、すぐにもそうしたいところです!!」

「やめて下さいっ！」

　二人の間に飛びこんできたのはベルだった。

　張りつめた顔で、一心に訴うつたえる。

「喧けん嘩かはやめて下さい！　わたしのことで仲を悪くしたりしないで下さい！」

　すると、ディアとジョオは互たがいを指さしあい、

「安心しな、コイツとはもともと仲が悪い」

「こんな人、仲間と認めていませんから」

　と、自分のせいだと思いこんでいるベルをフォローした。

「お願いですから、仲良くしてくださいっ！」

　ベルは涙なみだぐんだ。

「あ……」「うっ……」

　女の子にそんな顔をさせては、ジョオにしたところで、ディアにしたところで、肩を抱だき合い、はっはっは、僕たち親友だよお、と白々しい笑顔を浮うかべるしかない。

　もちろん、その足もとではお互いの足を踏ふみつけあい、相手の耳に届く程度の小声で、

「アナタのことです、どうせ何も考えてないんでしょお？　いきあたりばったりに暴れてれば、なんとかなるだろ、ぐらいしか」

「臨機応変なんだよ、俺の生き様は」

「デタラメついでに牢ろう獄ごくに迷いこんで下さいませんか？　ここから今すぐ直行で」

　もちろん、二人は笑え顔がおを崩くずさない。

　ぴくぴくと引きつった、心の底から上辺だけの笑顔を崩さない。

「クルスく～ん！　どこにいるんですかぁ～っ！」

　アイが涙声を発するのも無理のない話だった。
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　クルスは、牢獄にいた。

「う……ううっ」

　目覚めたばかりのところだった。

　うつぶせに意識を失っていた視界に食器が見える。

　冷えたスープと乾かわいたパンが一切れ。そしてランプがゆらゆらと灯ともるだけの薄うす暗ぐらい石いし壁かべに鉄格子。

　見慣れた──神徒である自分が牢に馴な染じみがあるのは問題な気もするのだが、未知の場所でなければ落ち着くことは出来る。

　なにをすればいいかを考えることが出来る。

「……傷は癒いえたか？」

「スカーレットさん！」

　振ふり向くと、スカーレットが手帳を取り出して、なにやら書き物をしていた。

　よく没ぼつ収しゆうされませんでしたね……、と思い、自分の身の回りを確かめる。

　剣けんがない。

　当たり前のことだが、武器は没収されていた。

「ここは……？」

「王宮の地下牢だ」

「みんなは!?」

「私らが来ぬから、今いま頃ごろ、像の下でイライラとしておるのではないか？」

「よかった。捕つかまってはいないんですね」

　ホッと、クルスは胸をなでおろした。

　気が抜ぬけた途と端たん、傷が痛み出した。

　見ると、腕うでから足から全身の至るところに殴おう打だの跡あとがある。

　殺せば賞金が半分になると嘆なげいたハンドラに腹いせでやられたものだ。

　それで意識を失ったのだが──、やっと記き憶おくが蘇よみがえってきた。

「痛つ、痛つ、痛つ、痛つ、痛つっ……」

　スカーレットは呆あきれた顔をした。

「……おぬしもよくよく自分のことは後回しにするのう」

「そんなことないです」

　うつむいて、クルスは首を横に振った。

「僕は、剣を抜くのが怖こわくて、みなさんを守れなかった意い気く地じなしです……」

「剣を抜かぬ勇気もある」

「でも、あの場で僕が戦っていれば、スカーレットさんまで捕まることはありませんでした」

「私のことなら心配せずともよい」

「でも、僕が戦っていれば……」

「この街まで手配書が出回っておるのだ。街に入るのに、衛兵たちの目をかいくぐるより降参して捕まったほうが楽だろう」

「そんな豪ごう快かいな！」

　がーん、と、クルスはなった。

「本気にしたか？」

「冗じよう談だんだったんですか!?」

　フッ、とスカーレットは肯こう定ていとも否定ともとれる笑みを浮かべ、

「どちらにせよ、おぬしを助けにいかねばなるまい。それなら捕まったほうが手間を一つ省けるというものだ」

　と、冗談でも言うようなノリでウィンクをした。
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「…………すみません、本当に」

「よいよい、無事で何よりだ」

「自信をなくしました……」

「人には生き方がある。おぬしが戦わぬと決めたのなら、それも正しい」

　目を細め、スカーレットはクルスを包み込むようなまなざしを向けた。

　励はげましてくれていると分かる。

　だからこそ、クルスは胸が痛んだ。

（僕は、どうすれば……？）

　クルスは左手にある宝珠オーブを見た。

　燃える宝石。ひとつひとつの宝珠が固有の能力を持ち、その秘術は魔ま法ほうのそれを遥はるかにしのぐ武器。

　けれど道具は道具でしかない。剣が己おのれの意志で人を刺さすことはない。人を殺すのは人だ。

　殺意を憎にくむ者すら、殺意ある者と戦うためには己も殺意を抱いだかなければならない。

（それは嫌いやだ、というのは……逃にげ？）

　わからない。

　わからないという答えすら、現実から目を背そむけている行こう為いに思える。

（自分の能力ちからすら分からないのに……）

　クルスは自分の宝珠が秘める能力を知らなかった。

　能力を使おうとすれば、誰だれかを殺あやめてしまうかもしれない。

　それでも知らなければならないのだろうか？

　わからない。

　一いつ瞬しゆん、宝珠が青白い炎ほのおをあげた。

　それは力を持ちながら、なにをしてよいのか分からずに力を持てあます、宝珠のいらだちのように思えた。

　クルスは宝珠に映る自分の顔を見つめた。

　いらだっているのは、自分だった。




　　　　[image: ]




　黄昏たそがれに太陽が沈しずむ。

　空と海を赤く燃やしながら、夕陽が水平線に消えていこうとしていた。

　アイは高台から夕焼けを眺ながめていた。あまりの美しさにため息が自然とこぼれる。

　その、背後では……、

「あっ、テメ、俺より三回多く踏ふんだろ、人の足を！」

「あなたは倍の力で踏んでるんですから、多く踏み返すぐらいでちょうどいいんですよ」

「なにをっ！」「やりますか」

　がすっ、がすっ、がすっ、

　人の心の醜みにくさに、アイはため息をつくしかなかった……。

「もうっ！　クルスくんとスカーレットさんが来ないんですよ！　二人ともそんなことしないで下さいっ!!」

　キレた。

　両手はぐー、目には怒いかり。くりっとした瞳ひとみにうるうるとあふれそうな大おお粒つぶの涙なみだ。

　マズルに立ち向かったときに何かが目覚めたのか、アイは一歩も引かぬ強さで二人を睨にらみあげていた。

　この子は、本気だ。

「やあやあ」「ボクたちとっても仲良し……」

　ディアとジョオはさきほどの親友芝しば居いを再演しようとした。

「ごまかされませんっ！」

　上演は許されなかった。

　アイにはこんな状じよう況きようで二人がいがみあえることが信じられなかった。

「クルスくんとスカーレットさんが、どこにいるか、元気なのかも分からないのに、どうしてお二人は喧けん嘩かなんかしていられるんですかっ？」

　今にも泣き出しそうな顔で、二人を見上げる。

　男どもは、もう、頭を下げるしかなかった。

「……悪かった」

「ごめんなさい」

「ホントにホントですよ？」

「ああ」「はい」

　メッとにらまれても、うなずくしかない二人であった。

　お詫わびのつもりか、ディアは言った。

「でも、クルスは大だい丈じよう夫ぶだぜ。心配ない」

「ホントですか!?」

「また、いいかげんなコトを……」

　白い目を向けたのは、ジョオである。

「いいかげんじゃねえさ」

「なんであなたにそんなことが分かるんですか」

　このボクが分からないのに、とジョオは言いたい。

「これだよ」

　と、ディアがかざしたのは左手の甲こうについた宝珠だった。

「俺とアイツはつながってるんだ。理り屈くつは分からねえけどな。アイツに何かあれば、俺には分かる。だから、アイツは死んでねえ」

「…………はいっ」

　泣きそうな顔に変わりはないのに、アイは満面に笑えみを浮うかべた。それだけでは喜びを抑おさえきれないとばかりに両手をぎゅっとにぎって、口に当てる。

　感謝をするようでもあり、祈いのるようでもあった。

　小さな身体からだいっぱいに、クルスへの愛情があふれだしている。

　愛から生まれ、恋こいに死ぬ。

　物心ついた時にはもう、孤こ児じだった彼女だが、生しよう涯がい、初はつ恋こいを貫つらぬくといわれる霊れい眼がん族の情熱はしっかりの彼女の胸で燃え続けていた。

　その純情を、うらやむようなまなざしで見つめる者もいれば、別のやる気につなげる者もいる。

「それはともかく俺はドンをぶっ飛ばす！」

「やめて下さいっ！」

　青い顔をして、ディアににじりよったのはベルだった。

「ごめんなさい、さっきは取り乱していました。わたしの言ったことは忘れて下さい」

「いいさ、俺の決めたことだ」

「これ以上、誰だれも巻き込みたくないんです」

「もう宣言しちまったんだ、取り返しつかねえよ」

「あーあ、まったくそうですね。あなたの言うとおりですよ、取り返しつかなすぎて、笑いが止まりませんね、あっはっは」

　笑って、ジョオは肩かたをすくめると、

「バカですか、あなたは」

　東の空は夜になっていた。

　紫むらさきの空に星々がきらきらと瞬またたきはじめ、その一角に青白い半月が浮かぶ。

　それと同じ目を、ジョオはした。

「仮に殿下ドンをぶっ飛ばせたとします。でもそれで終わるんですか？　相手は国ですよ？　次の軍勢がやってくるだけじゃないですか、一生守るつもりですか？　いいですよ、ここでお別れ出来たほうがボクはせいせいしますから、是ぜ非ひそうしてください。でもディアさん。〝殺さつ神じん者しや〟ブレスを倒たおすっていう目標はどうなるんでしょうね？」

「うっ……」

　そうだった、という顔をディアはした。

　一つのことで頭がいっぱいになると、それ以外のことを忘れてしまう。

　脳みそが、ところてんなのだ。

　本当にドンのことで頭が一いつ杯ぱいだったディアは、こいつは困ったとばかりに腕を組んで悩なやみだした。

「ごめんなさい、わたしが泣いたりしたせいですね……」

「違ちがう、おまえは悪くねえよ」

「いいえ、ご迷めい惑わくをおかけしました」

「待てよっ」

　ディアはベルの腕をつかんだ。

「勝手に決めんなっ！」

　本当に、ディアはデタラメな男だ。

　ブレスの名を出されて迷いだしたくせに、すぐにベルのことを気にかける。

　どちらも本気なのだ。

　いいかげんだが、噓うそは一つもない。

「言葉を取り消せば、縁えんが切れるなんて思うなよ！　もう、おまえは俺を巻き込んでるんだよ！　他人じゃねえんだよ!!」

「巻き込みたくないんです！」

「俺は死なねえよ！」

「──っ！」

　ベルは胸がどくん、と鳴るのが分かった。

　じっと、ディアを見つめる。

　──期待してはいけない！

　天てん秤びん宮きゆうの尖せん塔とうで鳴る鐘かねの音を思い出し、ベルは心で警告を鳴らした。

　王族はどんな願いでも叶かなえることが出来る。だから、願いを抱いだいてはいけない。

　そう、ベルは思っていた。

　願えば、誰かが犠ぎ牲せいになる。

　なにかを欲しがれば、民に課す税が増し、人の好き嫌きらいを口にすれば、その者たちの人事が変わる。人の運命を変えてしまう。

　けれど、自分の力ではどうしようもない時にはどうすればいいのか。

　どうしても助けたい人がいる時に、誰かを頼たよるのは罪なのか。

（罪だ）

　そう思いながらも、ベルは息も出来なくなるほど張りつめて、ディアを見つめた。

　だから、ディアは誇ほこるように自分の胸を大きく叩たたいた。

「こんくらいのことじゃ俺は死なねえよ！　だからいいんだ、頼っていいんだよ!!」

　ベルは泣きそうになった。

　うつむいて、唇くちびるを嚙かんで、ぐっとこらえる。

「はい」

　そう言えたら。

　けれど、ベルは胸のうちで鐘を鳴らした。

（ドンは恐おそろしい人。あの人に勝てる人なんていない）

　数えるほどしか、ドンとは話をしていない。

　だから、あの人が何を考えているかも知らない。けれどドンの恐ろしさを知るには十分な時間だった。

（ディアさんは強いかもしれない。でも、それだけではあの人には勝てない。あの人の強さは次元が違う……！）

　思い出すだけで、ベルは息を吞のんだ。

　ほんの、一ヶ月前のことだ。

　王宮の玉座にドンが座り、降こう伏ふくの儀ぎ式しきが行われようとしていた時だった。

　ローラントの大臣、一人ひとりが剣けんをドンに捧ささげ、忠誠を誓ちかう。

　その一人がドンを暗殺しようとしたのだ。

　ドンは丸まる腰ごしだった。

　玉座の奥には、三禁士のマズルとハンドラが控ひかえていたが、いずれも一刀の距きよ離りではなかった。

　対して、大臣は捧ほう剣けんの儀式のため、ドンの真正面にいた。

　握にぎった剣をそのまま横に振ふるだけでドンの身体からだをまっぷたつに出来た。

　抵てい抗こうしようにも、ドンは丸腰。

　誰だれもがドンの最さい期ごを想像した。

　しかし、鮮せん血けつに倒たおれたのは大臣だった。

　鮮あざやかな切り口だった。

　剣を持った大臣の腕がひとつ、根元から両断されて宙を舞まう。余った身体はずたずたに切り刻まれた。

　魔ま法ほうではない。宝珠オーブを使った形けい跡せきもなかった。

　そしてもちろん、剣を用いたわけでもなかった。

　さらにいえば、大臣の殺意に気付いた様子もなかった──演技でなければ、の話だが。

（なにもしていないのに、人を殺せる）

　勝てるわけがない。

　人の技わざではない。人ならぬ人が王なのだとすれば、ドンこそが王なのだろう。

（だからこそ、巻き込むわけにはいかない）

　それは、してはいけない願いなのだ。

「ごめんなさい。本当に、ごめんなさい……」

　顔を上げられず、ベルは首を振った。

「おまえが謝ることじゃねえよ、悪いのはドンだ」

　ディアは苦い顔をする。

　ベルに刃は向むかわれたからではない。

（俺が問答無用に強ければ、答えは違ちがってたはずだ。そうだよな？　ベル）

　嫌いやな空気がたれ込める。ちくちくと胸を刺さされるような、重苦しい沈ちん黙もく。

　それぞれが、自分の無力さに悔くやしさを覚えていた。

　夜が迫せまる。

　空はわずかずつ重く、しかし確実に暗くなっていた。気付くと、広場からは人の姿が消えていた。いつマズルが復ふく讐しゆうにやってくるか分からないからだ。

　最後まで頑がん張ばっていた氷こおり菓が子し屋も、広場の隅すみで、店を畳たたみ始めていた。

　と、

　大たい砲ほうの音がした。

　王宮のほうから、祝砲が上がっていた。

　見ると、王宮をぐるりと巡めぐる湖の外円には、煌こう々こうと灯あかりがかかげられ、賑にぎやかな音が聞こえてくる。

「夜祭りだよ。特に今夜は特別な日だ」

　氷菓子屋のおばちゃんが、声をかけてきた。

「なにも出来ないあたしに言えることなんてないけどさ、そこの子の言う通りだと思うよ」

　言って、彼女はアイを見た。

「人間、仲良く出来なくなったら終わりさね。夜祭りでも見てきたらどうだい？　どうするかを決めるのは、仲直りしてからでもいいだろ？」

　すると、ベルは何かを思い立ち、お願いをしようとディアに身体を向けた。

「連れてって下さいますか？」

　ああ、とディアは頷うなずいた。

　断る理由もなかった。

「僕はここに残ります」

　言ったのは、ジョオだ。

「クルスさまを待っていたいんです」

「わたしも！　わたしも待ちます!!」

　アイも手をあげた。

　大だい丈じよう夫ぶかよ、とディアは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「さっきのヤツが仕返しに来るかもしんねえぞ」

　ジョオは言った。

「今度はさっさと逃にげますよ。彼女を抱えあげてね」







　拳けん術じゆつにおいて、力は問題ではない。

　殺意を引き出すことでもなければ、身体に異常な負荷をかけて肉の鎧よろいを育てることでもない。

　勝ち負けが問題なのでもない。

　仕し掛かけるべきは、変化させることである。

　兵舎の鍛たん錬れん場において、ロックはいま、三人の男と相対していた。

　一人はカシス。違う一人には剣けんを持たせ、もう一人には槍やりを持たせている。

　最初に攻せめかかったのは槍だった。

　騎き士し団でも一番の使い手が繰くり出す槍は神速苛か烈れつ、瞬まばたきの間に空間を飛び越こえるほどの速さでロックの胸元に飛びこんだ。

　ロックはそれを避よけない。

　左足を前に踏ふみ出し半はん身みになると、そっと左手を槍の柄つかに当てて下げる。

　軌き道どうは逸そらすだけでいい。

　大事なのは変化させることだ。

　武器と戦うときは、戦いを拳こぶしの間合いに持ち込めばいい。

　速度を殺さなければ、相手は自分から勢いで拳の距きよ離りに飛びこんでくる。

　あとはその顔に拳を叩たたき込むだけでいい。

　槍を倒たおす。

　次いで、剣が襲おそいかかってきた。

　剣は拳に通じる。剣は弧こを描えがき、拳は円を描く。円とは螺ら旋せんである。

　譬たとえるなら、でんでん太だい鼓このようなものだ。

　身体からだを軸じくにした旋せん転てんによって、手足がムチのようにしなり、力が一点に集中される。

　手で螺旋を描くというより、身体全体の動きが手に現れる。手は拳の先でなくてもかまわない。肘ひじでも、肩かたでも同じだ。

　相手に触ふれる一点がありさえすればいい。

　剣は刀身のみが武器だが、拳は身体のすべてが武器になる。

　屁へ理り屈くつではなく、虚きよ実じつを変化させることが拳術なのだ。

　これまた騎士団きっての剣の使い手は、身をかわされたところを背中に猛もう烈れつな痛打を喰くらった。

　とっさに身体をひねることで、ダメージを半減させ、素早い足さばきで、振ふりかぶった剣を振り下ろすだけでロックの頭を叩き割れる位置を取る。

　しかし、ロックの表情にはいささかの変化もなかった。

（ならば、剣と戦わなければよい）

　というのが拳術だ。

　ロックは、あえて相手に身を捧ささげるかのごとく、みずから前進した。

　両りよう腕うでを伸のばし、剣を振り下ろさんとする相手の腕を取る。

　そのまま腕と肘をひねり、身体ごと、相手を転てん倒とうさせる。すかさず剣を奪うばい、最後にかかってきたカシスの剣の腹を叩き折る。

　勝負は終わった。

　時間にして、一〇秒も過ぎてはいないだろう。得え物ものを持った三人の男は、寸鉄のひとつも帯びていないロックに敗北したのだ。

（一〇年も書類を相手にしていれば、腕も鈍にぶるか）

　ロックは嘆たん息そくし、己おのれの腕を見やった。

（だが、この腕でドンと戦わなければならない……）

　捧ほう剣けんの儀ぎ式しきで、ドンが暗殺者を斬ざん殺さつした出来事を、ロックは今でもありありと思い出すことが出来た。

　殺意も手段も隠かくして殺すことを暗殺だというのなら、ドンのしたことこそ暗殺だろう。

　ましてやそんな使い手と、戦って勝つ方法などあるはずもない。

「戦えば死ぬ。──だが、それでも勝利することは出来る」

　カシスに、ロックは語りかけた。

「勝てぬ敵には、負けても勝てる策をぶつける。私が死ねば、ヤツは手がかりを失う」

　それが拳術であり、兵法だった。

「だが、それでも勝算は半分だ」

「まさか！　閣下の策は必勝です」

「物事に必ずなどというものはない。カシス。あるとすればそれは妄もう想そうの中だけだ」

　だからロックは、宿屋からベルの姿が消えたという知らせを受けても動じなかったし、続いて、ベルが手配書の回っている盗とう賊ぞくの男とともに行動しているという情報を耳にしても鉄面皮を揺ゆるがすことはなかった。

　ロックは少しばかり視線をあげると、虚こ空くうを見た。

　そして何かを思い出し、つぶやく。

「そういえば看守から、ダルダラを暗殺した盗賊団の一味らしき者を二人捕つかまえたという報告があったな」

「はっ、人相書きと一いつ致ちしております」

「仲間か、なら話は早い。カシス、出向くぞ」

　言い終わらないうちに、ロックは歩き出していた。
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　ゆらゆらと、炎ほのおが揺らめいている。

　運河の両岸に並べられた灯あかりが、川かわ面もに踊おどる。

　水は闇やみを溶とかして混ぜたようで、揺らめく炎は何かこの世でない場所を思わせて、ベルは心臓をきゅっと縮まらせた。

　昼にも、同じようにゴンドラに乗って、この水路を進んだはずなのに。

（同じ舟ふね、同じ道、なのにまるで別の世界）

　不思議だった。

　両岸にいる人たちは楽しそうだった。

　仕事を終え、楽しそうに酒を酌くみ交わしている人々、今が稼かせぎどきと張り切る物売り、いたるところから聞こえてくる楽器の音。一つひとつの音はバラバラなのに、重なり合うととても心地ここちいい。

　まるで街すべてが一つのオーケストラなのだと、ベルは感じた。

「変な顔だな」

　ディアが言った。

「顔に何か付いてますかっ？」

　ベルは慌あわて、周りに鏡になりそうなものを探した。

「違うちげーよ、おまえの顔が変なんだよ」

「ええっ！」

　ベルは悲しくなった。

「楽しいのか楽しくないのか、どっちかに統一しろよ。中ちゆう途と半はん端ぱで、笑える」

「……楽しんでいただけたら、本ほん望もうです」

　しょんぼりとして、ぜんぜんそんなことなんて思ってもいない顔をして、言う。

「おいおい、どうしたんだよ。祭りに来て落ち込んでちゃ、しょうがないだろ」

「なんだか、とても寂さびしくなって」

「輪の中に入ればいいじゃねえか」

「そんな資格もないような気がして……」

「なんでだよ」

「みなさんは凄すごいなあ、と思ったんです」

「凄い？」

「占せん領りようされて、国の名前が変わることになっても、めげないで、あんなに明るくて」

「おまえも負けんなよ」

「わたしなんて……」

　言って、ベルは視線を落とした。

「それにひきかえ、わたしは何が出来たんだろうって思います。侵しん攻こうを阻そ止しできたわけでもなく、街のみなさんを幸せに出来たわけでもなく、ただ生きてるだけで……」

「ああっ！」

　ディアは頭をわしゃわしゃとかきむしりながら、ゴンドラの上で立ち上がろうとした。

　ぐらり、と舟が揺れる。

「きゃっ」

　体勢を崩くずすベルを、ディアは抱だき止めた。

　互たがいの息と息がかかる距きよ離り、互いの目に映る自分。ディアはベルの両りよう肩かたをつかむと、我が慢まんならねえとばかりに声を荒あらげた。

「なんでもかんでも自分のせいだと思うなよ！　おまえは全知全能か？　この世の創造主か？　世界はお前を中心に回ってんのか？　そうじゃねえだろ！　思い上がんな！　そういうのを自意識過か剰じようっていうんだよ！」

「えっ……」

「おまえ、自分の意志で産まれてくる腹を選んだのか？　違うだろ？　誰だれも、おまえみたいな小こ娘むすめに国の責任取ってくれだなんて思っちゃいねえよ、いたら相当のアホだぜ、だいたいお前が仕し掛かけた戦争じゃないだろが、なんでお前が悪いことになるんだよ！」

「…………悪くなくても、責任を取るのが王族です。それが王族です」

「だったら、もっと胸を張れよ！　堂々としてりゃあいいんだ！」

「無理です」

「どうして」

「自信がありません」

「自信なんかなくたっていいんだよ」

「むちゃくちゃなこと言わないで下さい！」

「自信なんて、根拠がないぐらいでいいんだよ。根拠がなけりゃ、なにがあったって揺ゆらがない。無敵だろうが」

　くすっ、

　たまらずベルは吹ふき出した。

「むちゃくちゃです、ディアさんの話」

「笑っとけ、笑っとけ」

　ディアはとてもいい顔をした。

　ベルはディアの瞳ひとみの中に自分の顔を見た。

　自分も笑っていた。

　とても素す直なおに、笑っていた。

　──自分が微笑ほほえんでいる顔を見て、相手が笑顔になっている。

　そのことに、ベルは胸をじんとさせた。

　心の底から、元気や勇気がふつふつと湧わいてくる。

「頭の回転だってな、気持ちとシンクロしてんだ。後ろ向きなことばっか考えてっと、いい考えだって浮うかんでこねえぜ」

　こくり、とベルはうなずいた。

　それはディアの言うとおりだと思った。

「忘れろ、いいか、祭りの間、てめーはただの小娘だ」

「はい」

　しっかりとディアを見つめて、ベルはうなずいた。

　そのうちに、ゴンドラは岸がん壁ぺきに身を寄せる。

　そこは王宮を外周する船着き場。祭りが一番賑にぎわっている場所に着いたのだ。

　船賃を渡わたすとき、舟渡しが言った。

「指輪橋は知ってるかい？」

「さすがにこれだけ橋だらけだとな。教えてもらっても分かんねえや」

「舟渡しに言えば連れてってくれるさ。祭りを楽たのしんだら二人で行くといい」

　舟渡しは手を貸して、二人を陸おかに上げた。

「きっちりと半円の橋でな、水面が静かだと、ちょうど指輪のように見えるんだ。そこをくぐるときに口づけを交わすと、幸せになれるって伝説が……」

「……どうせ観光協会がでっちあげた伝説なんだろ」

　ディアは肩かたをすくめてみせた。

「そこに行こうと思った気持ちが大事なのさ、カタチよりもキモチ、それが愛し合う二人には必要なもんだろ？」

　煙けむに巻まくようなことを言い、舟渡しは笑う。

　ゴンドラは去り、ベルとディアは祭りの中に取り残された。

「……恋こい人びと同士に見られちゃいましたね」

「そうみたいだな」

「そんなこと、考えてもいなかったので、びっくりしました」

「俺もだ」

「ちょっと、どきどきしました」

　胸に手をあてて、ベルは息をついた。

　街路灯の灯あかりはセピア色で、彼女の白い肌はだに深い色をさしているが、頰ほおはわずかに火ほ照てっていて、紅潮しているようにも見える。

　本当に、舟渡しの発言にどきどきとしたのだろう。

「恋人同士って、どんなことをするんでしょうか？」

「さあな」

「ディアさんも知らないんですか？　でも、さっき好きな人の話を」

「相手にもされなかったからな、俺のは」

「じゃあ、お互たがい今夜が初恋ですね」

「はあっ!?」

「いやでも付き合ってもらいますよ」

　ふふっ、と。

　いたずらっぽい目をして、ベルは笑った。






















　法国ローラントでは、夏になると「九」のつく日の夜に祭りを開く。

　翌日にベル姫ひめの婚こん礼れいを控ひかえていることもあり、今こ宵よいの市民たちの騒さわぎっぷりは格別だった。

　大いに飲み、騒ぎ、酔よい、笑う。

　中には暴れだす者もいる。

　まわりにいた男たちに押さえ込まれ、ぼこぼこにのされるが、すぐに酒を酌くみ交わし合う。

　殴なぐったほうも、殴られたほうも、悔くやしさに変わりはない。

　ローラントの平和は、ベル姫がその身をドンに差し出すことで贖あがなわれたものだった。

　一三歳の少女にそれだけの決断をさせてしまったことに、悔しさを感じない大人はいない。ましてや、その決断のおかげで自分たちは以前と変わらぬ暮らしを許されたのだ。

　感謝こそすれ、姫の不幸を願う気持ちなど抱いだくはずもない。

　ソードラントの兵士たちに戦いを挑いどむことが姫への恩返しになるのであれば、喜んで身を投じる者もいただろう。

　しかし、それを望まぬからこそ、姫はドンの求きゆう婚こんを受け入れ、国と自分を明け渡わたすことを決めたのだ。

　だから、市民たちは悔しさを紛まぎらわせるために酒を吞のむ。

「姫の気持ちを思うなら、明日の式はもう盛大に、盛大に祝ってやんなくちゃいけないんだよオ！」

「馬ばっ鹿か野や郎ろう！　誰だれが自分の意思で好きでもない男と結婚なんかするかよ、あれはな、ロックの差し金なんだよ、冷血鉄仮面のな！　誰が祝うかよ、そんなもん!!」

「るせえ！　祝いやがれ！」「やるかァ！」

　そうしてまた、とっくみあいが始まる……。

　離はなれたところで、そんな乱らん闘とうを目まの当たりにしていたディアは、おろおろと成り行きを見ているベルの肩かたを叩たたいた。

「ほらみろ、愛されてんじゃねーか」

「……止めないでよいのでしょうか？」

「ほっといてやれよ。アイツらだって、怒いかりのやり場がないんだ。自分たちだけ助かるのは納なつ得とくがいかない。けれど、戦えば、おまえの覚かく悟ごを無む駄だにする」

「そんな……そんなことないです。わたしの覚悟なんて」

　ベルは自分を否定するように、首を振ふった。

「でも、来てよかったです」

「へえ」

「申し訳なく思っていたんです。最後まで戦わずに降こう伏ふくしたことを」

「みんなにか」

「はい。でも、守らなくてはいけないのは国の名前ではないと思ったんです。戦いに勝利できても、街が廃はい墟きよになっては何の意味もないって」

「そうだな」

「はい、ドン殿でん下かと結婚しても、後こう悔かいしない気がします」

「……そこんとこは、俺はまだ、納得がいってねーんだがな」

　ディアは難しい顔をする。ベルは申し訳なさそうに眉まゆを寄せた。

「わたしはあまり気にしてないんですよ」

「そりゃ、おまえが、他人ひとのことばっか考えてるからだろ」

「そうでもないんです。わたし、ちゃんと自分のこと考えて、そう言ってるんです」

　言って、ベルはほんの少しはにかむような、それでいて寂さびしそうな顔をした。

「……わたし、愛ってよく分からないんです」

　それを恥はずかしいことだと思っているのか、ベルはうつむいて、ディアに顔を見られないようにする。くるりと背をむけて、岸がん壁ぺきの手すりに細い手をかけた。

「誰かを好きになったりとか……、そういう体験がなくて、恋こいもしたことがないから、さっきの舟渡しさんの言葉にも緊きん張ちようしたりして……、だから、殿下と結婚しても大だい丈じよう夫ぶだと思うんです」

「そうかあ？」

「きっと好きな人が出来たら、その人と一いつ緒しよに居られないことがつらくなると思います。だからわたしは、愛なんて知らないほうがいいんです。きっとそのほうが幸せなんです」

「……まったく理解できんな」

　すると、ベルはくるりとディアに向き直り、唇くちびるのすきまからちょこんと舌をみせた。

「ホントは無理矢理こじつけてるだけです。他ほかの子より遅おくれてるのが恥ずかしいから、恰好付けてみただけです」

「それなら分かる」

　ふふ、とベルは笑った。

「ディアさんって正直な人ですね、会って一日も経たってないのに、なんの遠えん慮りよもなくて」

「悪わりぃな。うまいことが言えねえんだ」

「嬉うれしいんです。そんな風に接してくれた人、初めてですから」

　言って、ベルは手すりから外した手を自分の胸に当てた。

　照れるようにうつむいて、それでも目はディアを見ようとして、上うわ目め遣づかいになる。

　長い睫まつ毛げがかげりを落とす瞳ひとみをまっすぐに向けて、ベルはつぶやいた。

「これでもけっこう、どきどきしてるんですよ」







　祭りの灯あかりは湖をぐるりと取り囲み、水面に浮うかぶローラントの天てん秤びん宮きゆうをうっすらと照らし出している。

「わぁ……」

　自分の生まれ育った場所を、ベルは感かん慨がい深げに見つめていた。

　ゴンドラでゆっくりと漕こぎだしたとしても、王宮からここまでたどりつくには三分とはかかるまい。それだけの距きよ離りなのに、

「……不思議なものですね。ここまで来るのに一三年かかりました」

「やってみれば、一いつ瞬しゆんだったろ？」

「はい、夢みたいです」

　たいした意味もなくつぶやいて、これはまさしく夢なのだと、ベルは思った。

　朝になれば忘れなければならないものが夢だとしたら、これは夢そのものだ。

（この街のことを忘れないために、神さまがプレゼントしてくれた夢）

　想おもい出があれば、未来で、自分の決断を後悔しそうになっても、そうじゃないって思うことが出来る。

（そうだと、いいな……）

　思う。強い心が欲しいと。

　自分を信じられる自信が欲しい。正しいと思ったことを貫つらぬける意志が欲しい。後悔しない強さが欲しい。

（強くならないと）

　それが、今こうしている間も、自分のために命を賭かけようとしているロックを救うことにもなるのだ。

「ディアさん」

「なんだ？」

「ありがとうございました」

　ベルは王女の目をすると、つつましく手を揃そろえ、ゆっくりと頭を下げた。

「……な、なんだよ、突とつ然ぜん」

「わたし、殿下にロックの計画を話してみようと思います」

　ベルのまなざしに、迷いはなかった。

「……それぐらいのことでロックを許すような男なのか、ドンは？」

「わかりません。けれど、それしかないと思います」

「ドンがロックを許しても、ロックはヤツを許さないだろ」

「残念ながら……、殿下の強さは常じよう軌きを逸いつしています。ロックは我が国でも一、二を争う勇士ですが……、殿下には敵かないません。おそらく勝負にもなりません……」

　だからこそなのか、ロックを救えると言いながら、ベルは悔くやしそうな顔をした。

「……おまえ、ホントはロックが好きなんじゃねえのか？」

　ベルはあっさりと首を横に振ふった。

「もちろん大切な人ですけど、ディアさんの言ってるような意味ではないと思います」

「悔しそうな顔したろ、ロックが弱いことが」

「それは……」

　言って、ベルは視線を落とした。

「別に驚おどろきゃしないぜ、そのほうが理解できる」

「いいえ、それはありません」

　それだけを言うと、ベルは目を伏ふせ、震ふるえるように告げた。

「ロックの一番大切な人を死なせたのはわたしですから」
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「こんなコトを言うのもなんですけど、もっと怖こわい尋じん問もんをされるのかと思ってました」

　思い出すように、クルスは言う。

　ロックと名乗る男の尋問は、ほんの数言のやりとりで終わり、拍ひよう子し抜ぬけするぐらいにあっさりと釈しやく放ほうが決まったのだ。

「よほど機き嫌げんがよかったか、あるいは私らに恩でも売りたかったのだろう」

「恩って……、犯罪者の僕らに貸し付けられるような恩なんてあるんですか？」

「えーと……」

　スカーレットは言い淀よどみ、

「よいではないか。なぁ、看守。街に出るにはどうすればいい？」

　田舎者を絵に描かいたような看守は、ぶっきらぼうだが素す直なおな声で道を示した。

「ドアを出て右にずっと行くと、船着き場がある。待ってればそのうちゴンドラが来るから、それに乗ってけ」

　相変わらず機嫌の悪い看守の声。

　言われるままに、クルスとスカーレットは外に出た。

　雲の少ない空に、半月が浮かんでいる。

　昼の暑さが噓うそのように、夜風が涼すずしい。

「おお、先客がいるな」

　船着き場といっても、王族や兵士たちが使う場所ではない。荷物の積み出しや使用人が行き来するためにある、粗そ末まつだがしっかりとした造りの船着き場だ。

　次の舟ふねがなかなか来ないのか、桟さん橋ばしには待ちくたびれた男が寝ね転ころがっている。

「私はあとで合流すると伝えておいてくれ」

「えっ、スカーレットさんは？」

「王宮に来たついでだ。明日結けつ婚こんする花はな婿むこに会ってくる」

　たちまちクルスは顔を青くした。

「まっ、また何か変なこと企たくらんでるんじゃないでしょうね!?」

「……失敬な、姉が兄に結婚の祝いをしに行くだけだ」

「兄？」

「忘れたのか、私の生まれを」

　あっ、とクルスは口に手を当てる。

「そうだ」

　驚いたクルスの顔が気に入ったのか、スカーレットは意味もなくポーズを決めて、それっぽい名乗りをあげた。

「わたしこそ、剣けん国ソードラントの幻まぼろしの宝石と呼ばれた王女、スカーレット・スィート・バレンタイン、その人だ」

「…………名前と性格って、なかなか一いつ致ちしないものなんですね」

　スカーレットはくすりと微笑ほほえんだ。

「だろう？　だから家を出た」







「尾び行こうは出したか？」

　書き物をしている腕うでを止め、ロックは部下に訊たずねた。

　カシスは答える。

「はい、船着き場には、帰りがけの使用人に見せかけた者をひとり出しておきました」

「それは囮おとりだろうな」

「本物は別に潜ひそませてあります」

「くれぐれも見失うな」

「しかし閣下、問いつめて吐はかせてしまったほうが早かったのでは？」

「人間、本気になれば、一日ぐらいの拷ごう問もんには耐たえられるものだ。その時間が惜おしい。泳がせれば必ず合流する」

「なるほど！」

「……それに、私には盗とう賊ぞく団が企んで姫ひめを誘ゆう拐かいしたようには思えない節があってな」

「そうなのですか？」

「まあいい。すぐに分かることだ。姫を見つけても手を出すな。私が向かう」

「はっ」

　扉とびらの閉まる音がすると、ロックは椅い子すを回転させて足を伸のばした。

　疲つかれた目を休めるために、まぶたを閉じる。

（うまくことが運べば、ドンを出し抜ぬける）

　盗賊団がドンの手の者である可能性は万に一つも考えられなかった。理由がない。ライオンは奇き襲しゆうをしないものだ。

　だが、賽さいの数が増えることは好ましかった。振ふるダイスが多いほど、数字は読めなくなる。地面がぬかるめば、名の知れた剣けん士しとて足を滑すべらせることもある──まさに、そういったものが天運というものだろう。

（姉さん……）

　音もなくつぶやく。

　声にしても届かぬ人の名だ。

　まぶたを閉じれば見える人。記き憶おくのなかにしか存在しない人。

　もし、死後に世界というものがあるのなら、行ってみたく思う。

（叱しかられるだろうか？　私は）

　いや、叱らないに違ちがいない。

　彼女の怒おこった顔を、ロックは思い出せなかった。シーリスはただの一度も怒りを見せたことがなかったからだ。

　襲しゆう撃げき者どもに身体からだを切り刻まれ、いまわの声をあげるその瞬しゆん間かんまで。

　思い出したくもなく──忘れてはいけない光景だった。

　一〇年前、白い王宮が血で染まったその日。

　王が殺され、王おう妃ひも亡くなった宮きゆう殿でんで、血だるまになったシーリスに言われた言葉。

「わたしの娘むすめを、守って」

　立ち上がる足を喪うしなっていたシーリスは、もう抱だくことの出来ないベルを見て、そう言ったのだ。

　──どんな言葉をかければよかったのだろう。

　偽いつわりの結婚をし、自分が腹を痛めたわけでもない娘を育て、その娘のために命を喪おうとしている人に、なにを捧ささげる言葉があったのだろう？

　一〇年間、そのことばかり考えてきた。

　答えはまだ、見つからない。
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「……彼の拳けん術じゆつへの道を閉ざしたのは、わたしなんです」

　語るほどに、ベルはうつむいていった。

「ロックはもともと拳術師を志していました。けれど姉上が亡くなったあと、ロックは拳を捨て、今の道を歩みました……」

「一〇年前か」

　ディアは空を見上げた。──その時代を思い出すとき、誰だれもが空を見上げる。

　一〇年前。

　神が〝殺さつ神じん者しや〟ブレスの手によって十じゆう字じ架かに磔はりつけにされ世界は文字通り粉々になった。

　すべての陸と海がパズルをバラバラにしたようにかき回され、あらゆる地図が意味を失った。

　空だけが変わらなかった。

　それ以外は何もかも変わってしまった。人の人生もまた。

「おまえのせいじゃねえさ、あの時代、人生が変わらなかったヤツなんていない。ブレスが作った因果だ。アイツがぜんぶ悪いのさ」

　視線を落としたままで、ベルは首を振る。

「……ブレスを倒たおしても、シーリスさんは戻もどってきません」

　返してよい言葉が見つからず、ディアは唇くちびるを嚙かんだ。

（ベルの言う通りだ）

　ブレスを倒したところで、満たされるのは復ふく讐しゆう心だけなのかもしれない。

（死んだ人は戻ってこねえ──）

　一〇年前、たくさんのものが粉々になった。

　変わらないのは星座ぐらいのものだった。

　今も空に輝かがやく星たちは、昔と変わらない穏おだやかな光を地上に投げかけている……。

「だから、ロックには自由になって欲しいんです。わたしのことなんか忘れて、思うように生きて欲しいんです」

「難しい話だな」

　ぽつりと、ディアが言った。

「忘れたほうがいいことだってある。でも、死んだ人間の言葉は、自分が忘れちまったら終わりだ」

「はい」

　うなずきながら、ベルは声を細めた。

「でも、それでは悲しすぎます……」

　また、どこかで乱らん闘とうが始まっているようだった。雑ざつ踏とうの向こうで猛たけ々だけしい声が聞こえてくる。

「ごめんなさい」

　ベルは息をついて、視線を左右に巡めぐらせると、そばにあった手すりに腰こしをかけた。

「大だい丈じよう夫ぶかよ」

「ちょっと疲つかれました。こんなに人がたくさんいる場所に来たのも初めてですし、人あたりしたみたいです」

　少し、顔が熱っぽい。

「冷たいもんでも買ってきてやるよ」

　言って、ディアは駆かけだしていった。

　ぽつんと、ベルは一人になる。

　……気がしただけだった。

　囲まれていた。

　なにげないふりをして、さりげなくそばにいて、酒を吞のみ、歌い、おどけている人々に紛まぎれて、気配を隠かくしながら、数歩のうちに迫せまれる場所に立っていたのだ。

　ロックの騎き士したちが。

「姫ひめさま、どうしてこのような場所に？」

　船乗りに扮ふんした男たちは目を点にし、驚おどろいた顔をしていた。

　他ほかでもない。

　彼らは、王宮からやってくるゴンドラに乗った少年と女性を尾び行こうする使命を受けて、街に出てきた騎士たちだった。

　しかし、それはベルの知るところではない。

　彼らの反応に違い和わ感かんを抱きつつも、ベルは逃のががれようとした。

　むろん、逃にげられるはずもない。

「ご無礼させて頂きます」

　腕うでをつかまれ、肩かたを押さえられる。

　力は加減しているが、ベルが苦く悶もんするには十分な量だ。

「閣下がお探しになっておられます」

「お願い、わたしを捕つかまえないで！　ロックのところに連れていかないで!!」

「ワガママはおやめになって下さい」

　騎士は力を込め、ベルは痛みに顔を歪ゆがめた。

「わたしの話を聞いて！　お願いです!!」

「閣下が聞いて下さいます」

（捕まったら……、ロックを助けられない！）

　必死にベルはもがいた。

　けれど、後ろにひねられた手に力を加えられただけで、身動きが取れなくなる。

「助けて……！」

　叫さけんでいた。

　とっさに逡しゆん巡じゆんがベルの胸を襲おそう。

　誰かを救おうとしている自分が、誰かに助けを求めて──そんな弱さで、本当に人を救うことが出来るのだろうか。

「これはこれは姫さま、ごきげん麗うるわしゅう」

「マズル!!」

　ベルも騎士たちも、悲鳴は一いつにした。




　　　　[image: ]




「ゲハハハハハ！　悪いなぁオイ、捜さがしものに巡り合えるとは、わしは本当に運がいい！」

　マズルは包帯だらけの顔からわずかにのぞく口をこれ以上ないほど開けて、大笑した。

「渡わたせ！　死にたくなかったら渡せ！」

　丸太のような腕を伸のばし、船乗りに扮した騎士たちに要求する。

　騎士たちは後ずさった。しかしそれより下がれる余地はない。背後には運河と彼らが乗ってきたゴンドラがあるだけだった。

「逃がさんぞ！」

　顔面を複雑屈くつ折せつ打だ撲ぼく骨折しながらも、マズルの腕わん力りよくは壮そう絶ぜつだった。

　姫の盾たてになろうと飛びこんできた騎士の腰をつかむや、片腕だけの力で彼を放り投げ、ゴンドラの漕こぎ手ごと、運河に叩たたき落としてしまったのだ。

　マズルは関かん節せつ技わざなど知らない。

　小難しい武術を習ったわけでもない。

　すべて、力で吹ふき飛ばすだけだった。

　グローブのように分厚い手のひらを広げ、目の前にいる者を叩き伏ふせる。

　一手一殺、それがマズルの肩書きだった。

　マズルは三手をふるい、その場にいた騎士たちを全ぜん滅めつさせる。そして、

「ドン様がお待ちです」

　ベルを荷物のように抱かかえ、漕ぎ手のいなくなったゴンドラに乗り込もうとした。

「あ……ああ」

　マズルの腕のなかで、ベルは金かな縛しばりにあったようになっていた。

　怖こわかった。

　自分の身をどうすることも出来ない。

　もてあそばれて守ることも出来ない。

　本能的な恐きよう怖ふに、ベルは涙なみだを浮うかべた。

（なんて、弱い……！）

　ベルは悔くやしさに唇くちびるを嚙かんだ。

　自分の弱さを呪のろわしく思った。

　こんなことで恐怖する自分が、こんなことで涙する自分が、悔しくてやりきれなかった。

「待てよっ！」

　ディアの声だった。

「おまえに貸しがあるのは俺だろーがッ！」

「げはは！　そうだな!!」

　ディアの姿を目に留めた瞬しゆん間かん、マズルは喜んでベルをゴンドラに捨てた。

　猛もう然ぜんと陸おかにあがり、ディアと正対する。

　肩かた慣ならしにぐるんと腕を回すと、それだけで小さな風が起こった。

　しかし、ディアは親指で鼻を弾はじくだけで、ややとも恐おそれる表情はない。

　頭からゴンドラに落ちたベルは起きあがろうと舷げんをつかみ、その右手に輝かがやくシルバーリングを見た。

（わたしのせいで……）

　血が戦いを呼ぶ。

　ベルの脳裏に、マズルの一手でのめされた騎き士しの姿が浮かび、それがディアと重なった。

（一〇年前と同じ！）

　王宮の白はく石せきが真っ赤に染まり、大好きだった人たちが物言わぬ骸むくろになった日のことをベルは思い出した。

　自分を守るために、奪うばうために、たくさんの血が流された。

（あの日……！）

　──シーリスはわたしの居場所を言わなかった。

　決して言わなかった。

　自分をクローゼットに隠かくし、なにがあっても絶対に声をあげないように告げ、兵士たちに問いつめられても、シーリスは口を開かなかった。

　剣けんを差し込まれ、それよりもひどいことをされ、それでも自分の居場所は言わなかった。

（悲鳴をあげたのはわたしだ）

　自分がシーリスの命がけを無む駄だにした。

　クローゼットの扉とびらを開けられ、兵士たちに抱え上げられる──そのときのシーリスの姿をベルは思い出した。

「ああ……、ああ！」

　声が漏もれる。身体からだは恐怖に凍こごえた。

　いやだ。いやだ。見たくない。あんな光景は二度と見たくない。わたしがいるせいで、あんなことが起こるのなら、わたしがいなくなったほうがいい。

　心が声になり、叫さけびになった。

「ディア──死なないで!!」

「ったりめーだ！」

　叫んで、ディアは構えを取った。

　足を浮かせた半はん身みの構えを見て──、ディアがあやしげな力ではなく、拳こぶしで決着をつけようとしたことにマズルは歓かん喜きした。

「ワシは強いぞ！」

「俺はもっと強ええ!!」

　ディアは猛然と飛び出す。

　一歩目よりも早く、二歩目が前に出た……ようにマズルには見えた。

　それはもちろん目の錯さつ覚かくなのだが、それほど神速の足さばきだった。

　マズルの豪ごう腕わんが空を切る。

　音がして、音速を超こえた拳が空気を切り裂さいた時にはもう、ディアの身体はマズルの懐ふところに飛びこんでいた。

「遅おそいぜ、てめえ」

　ごふっ……。

　顎あごに拳が決まり、気付いた瞬間、マズルは空を見ていた。

「ガ……、ガハッ……！」

　どう、と音がして、背中が地面を打つ。

　マズルは包帯に覆おおわれた顔面からわずかに露ろ出しゆつしていた口を、ぽっかりと開けて悶もん絶ぜつした。

「ベル、大だい丈じよう夫ぶか！」

　ディアはゴンドラに飛びこむ。

　たまらず、ベルはディアの胸に飛びこんだ。ディアが生きていることを本当に確かめたくて、細い腕うでいっぱいで抱だきしめた。

「悪かった。油断してた」

　ベルは顔をディアの胸に埋うずめたまま、首を横に振ふる。

「約束して下さい」

　涙なみだ声ごえで、ベルは言った。

「なに心配してんだよ、俺は無敵だぜ」

「約束してください、死なないって」

　泣きじゃくるように、ベルは言った。

「絶対死んだりしないって、約束してください！」

「決まってんだろ、俺が死ぬかよ」

　言って、ディアはベルの肩を叩たたいた。

　ベルは泣きやまなかった。

　これまで我が慢まんしていたぶんの涙を、一〇年分の涙を流すだけ流した。

　声をあげて泣いた。

　泣きたいだけ泣けば──あとは、立ち上がるだけだった。

　赤く腫はれたまぶたを拭ふき、涙をすべてぬぐって、ベルはディアを見上げた。

「わたし、命に代えても殿でん下かを説得します」

「ロックの計画を話すのか？」

「はい、聞き入れてもらえないのなら、その場で命を断つつもりです」

「待てよ、おい！」

「わたしの命に価値があるのなら、殿下もロックを殺しはしないはずです」

「そういう意味じゃなくてよ……」

　ゴンドラは見覚えのない水路に入っていた。

（マズルに倒たおされた騎き士したちが目覚めると面めん倒どうなことになる）

　そう考えたディアは、ベルが泣きじゃくっている間に舟ふねを出していたのだ。

「……おまえ、本気なのか？」

　訊たずねるように、ディアは口にした。

　ベルのまなざしには覚かく悟ごがあったからだ。

　男同士には、ある。

　命すら手段にすぎないと腹をくくる瞬しゆん間かんが。

（男にあるものなら……、女にもあるか）

　ベルの眼めをみて、そう、ディアは思った。

「ロックがわたしのためにしてくれることを、わたしもロックのためにするだけです」

　王女の眼がどういうものなのか、ディアは知らない。

　けれど、そういう眼があるとすれば、それは今のベルの眼を言うのだろうと思った。

　穏おだやかだが凜り々りしく、然として揺ゆらぐことがない。

「わたし、決めました。我慢はやめました。自分のしたいと思ったことをします。誰だれの言うことも聞きません」

　ベルの言葉を聞いているうちに、ディアは不思議な気持ちになっていた。

　いつもなら、相手が何を言ったところで止めているはずだった。なのに言葉が出てこない。ベルの決意に威い圧あつされているかのように、それを尊重すべきだと思っていた。

「……絶対に後こう悔かいすんなよ」

　それだけを、言う。

「一つ、お願いがあります」

　静かに、ベルがはにかんだ。

「指輪橋を、わたしとくぐってもらえませんか？」

「はあ？」

　ディアは言葉の意味が理解できず、目を丸くした。

「そうしたいと思ったんです、ディアさんとくぐりたいって……いけませんか？」

　ディアは近くの船着き場にゴンドラを止めると、陸おかに上がった。

　ベルはしゅんと肩を落とした。

「……ごめんなさい、調子にのって、無理なお願いをして」

　いんや、とディアは首を振った。

「指輪橋の場所、聞くの忘れてたからな。舟ふね渡わたしに連れてってもらえって言われてたろ？　暇ひましてるヤツを捜さがそうぜ、二人でさ」
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　舟渡しはすぐに見つかった。

　指輪橋と聞いた途と端たん、嬉うれしそうな顔をして、ロマンスの詞を唄うたいだす。

　歌は静かな、月夜の晩に人目を忍しのんで逢おう瀬せする恋こい人びとたちの曲だった。

「……でも、いいのかよ、俺なんかで」

「はい」

　にっこりとうなずかれては、ディアはむずかゆい気持ちになる。

「…………」

　甘やかな空気は苦手なのだ。

　拳こぶしと拳をぶつけあい、命の削けずり合いをしているほうが遥はるかに落ち着く。

　動どう揺ようを悟さとられたくなくて、ムスッと顔をしかめてみせるが、これはこれで子供っぽい気がして、気に入らない。

　肩かたを合わせるように座っていたディアは、ちらりと横目でベルを見た。

　物思いにふけっているのか、ベルはうつむいて、右手の指輪を見ている。

「……大事な、指輪なのか？」

「え……、あ、はい。母の形見です」

「母っつうと、王おう妃ひか」

「母がそのまた母から貰ったものだそうです」

　まるで母がそこにいるかのように微笑ほほえんで、ベルは指輪のある右手を抱だきしめた。

　指輪には何の装そう飾しよくもない。

　この大陸において、純じゆん粋すいなシルバーリングを身に着けてもいい王族は皇こう帝てい家の血を引く者のみだということは、ディアも知っていた。

　これでも人族の国で暮らしてきた時間はある。神の死後、アバロニア大陸で始まった争いが皇帝家の指輪……すなわち血筋を巡めぐるものだということぐらいは分かっていた。

（……いい想おもい出ばかりじゃないだろうに）

　ましてや自分が原因で血が流されることをかたくななまでに嫌いやがるベルである。

　それなのに、指輪を母そのものであるように愛いとおしく胸に抱くベルを見て、ディアはえもいわれない感情に駆かられた。

























　女でなければ、抱き寄せていたかもしれない。

　すると、ベルはつぶやいた。

「人を好きになるって、どんな気持ちなんですか？」

「はぁ？」

　やぶからぼうな質問に、ディアは目を丸くした。

「指輪を抱いてると、なぜかとても寂さびしくなって……、だから」

「…………ンなこと言われてもなぁ」

「ディアさんは、好きな人がいらしたんですよね」

「どうしてそんなこと聞くんだよ……」

「……わかりません。でも、ディアさんのこと、とても知りたくなったんです」

　言って、ベルははにかむように視線を下に逸そらした。

「ろくなもんじゃねえよ」

　ディアはディアで、照れを誤ご魔ま化かすように唇くちびるを尖とがらせる。

「自分より偉えらい奴やつが出来ちまうんだ。そいつのことで一いつ杯ぱいになって、そいつが笑えば嬉しいし、泣いていれば悲しい。まったく奴ど隷れいだよな。自分が乗っ取られたみたいに振ふり回されるんだぜ？　最悪だ」

「……後こう悔かいしてるんですか？　好きになったこと」

　ディアは考えた。

「してねえな。全然してねえ」

　自分でもおかしくなったのか、苦笑する。

「覚えておきます、いつか、わたしにもそんな人が出来るかもしれませんし」

「もうすぐだよ」

　指輪橋に近づいたことを舟渡しが教えてくれた。

　半円の橋は確かに指輪の形をしている。

　気付くと、ベルは柔やわらかな笑みを浮うかべて、ディアを見つめていた。

　月明かりに照らされたベルの眼は、薄うすくうるんでいるように見える。

「うまくないぜ、俺は」

　くすっと、ベルは口もとに手をやった。

「最初の口づけは、自分の決めた人と、したかったんです」

　指輪橋が間近に迫せまる。

　一度だけ、ベルは小さく息を吸って、眼めを閉じた。

　恥はじらうように顔はうつむいたが、少し震ふるえて、唇を差し出す。

　ディアもまた、目を閉じようとした……。

　その時だ。

　びくん、と痙けい攣れんを起こしたようにベルは身を反らせた。

　体内を逆流するものを抑おさえようと口に手をやる。身をかがめて、こらえようとする。

　ごふっ、と咳せき込む音。

　血のかたまりが、両手に吐はき出された。

「ベルっ!!」

　答えはなかった。

　抱きかかえようと伸のばしたディアの腕うでをすりぬけるようにして、ベルは崩くずれ落ちた。

　言葉もなく、悲鳴もなく、青ざめた顔を赤く汚よごして、まなざしは空を見る。

　が、瞳ひとみは焦しよう点てんを結んでいない。

「ベルっ!!　ベルっ!!　ベルっ!!」

　ディアは名前を呼び続けた。

　返事はない。

　風にのって、祭りの喧けん噪そうが聞こえてくるだけだった。






















　わかっていても、うなずけない言葉がある。

　わかっていても、引き返せない道がある。

　わかっていても、信じるしかない者がいる。

（うまくやってみせるさ……、私なら）

　己おのれを鼓こ舞ぶするようにつぶやく。

　決意を決め、ロックは部屋の扉をノックした。

「ロックか、待ちかねたぞ」

　中ではドンが一人で夕食を取っていた。

　食事は、あと一人分用意されている。

　姫ひめは体調が優すぐれない、という口実でロックが欠席させたベルの分だ。

「申し訳ありません」

　ロックは部屋を見回す仕草をして、顔を背そむけた。

　室内は無む駄だに広い。もともとは外国の賓ひん客きやくを招くために用意された部屋であった。王宮でも一番、きらびやかな場所である。

「姫の具合はどうだ？」

　ロックはまなざしを鋭するどくした。

（気付いているのか？　姫を逃にがしたことを）

　ロックはドンの言葉を額面通りには受け取らない。

　ドンは自分への敵意には人一倍敏びん感かんな男だ。

　女性のように線の細い、穏おだやかで優しげな顔立ちとは裏腹に、腹の底で猜さい疑ぎ心しんを研といでいる。

　ロックは見み抜ぬいていたし、事実その通りだった。

「……ご用件とは、いかようなことで」

「いや、たいしたことじゃないよ。一人の食事は寂さびしいんでね、話し相手が欲しくて」

　軽く笑えみを浮うかべ、ドンはワインをあおった。

（食事を見れば、人が分かるというが……）

　思いながら、ロックはテーブルを見つめる。

　見事なものだった。

　これほど綺き麗れいに食事をする王おう侯こう貴族を、ロックは見たことがなかった。

　首に巻いた前まえ掛かけには汚れ一つなく、テーブルにもパンくず一つ落としてはいない。

　まるで見えない国境線が敷しかれているかのように、ベルのために用意された皿にはスプーン一つ付けることなく、ドンは自分の皿をきれいに空にしていく。

　実に完かん璧ぺきな──油断も隙すきもないテーブルマナーだった。

「毒どく杯はいって、知ってる？」

　不意に、ドンが訊たずねた。

「ソードラントの将軍が、戦いの前に毒をあおる儀ぎ式しきだと聞いていますが……」

　ロックは眉み間けんに皺しわを寄せた。

　ソードラント軍がベッヘル峠とうげでローラント軍を打ち破ったときにとった戦法だ。

　三方をローラント軍が囲み、残る一方は切り立った崖がけ。誰だれの目にもソードラント軍は絶体絶命だった戦いにおいて、ドンは兵士たちを前に毒杯をあおった。

〝全ぜん滅めつか、勝利かだ！〟

　勝たなければ解げ毒どく薬やくは吞のまない。

　将みずからが勝利以外の生──敗走、撤てつ退たい、降こう伏ふくの可能性を捨て去ることで、兵を奮起させ、数にして三倍のローラント軍を破ったのだ。

（……どうしてそんな話を、この場で？）

　今さら自じ慢まん話がしたいわけでもあるまい。

　ロックはドンの意図を読みとろうとした。

「毒杯をあおる──、ソードラントのことわざですね、必勝を期するために退路を断つという」

「ご先祖さまも迷めい惑わくなしきたりを作ってくれたものだよ。おかげで戦うたびに寿じゆ命みようが縮まる、笑い話じゃない」

「特とく殊しゆな毒を使っていると聞きますが」

　ソードラントの将軍が他国に比べて短命という話は聞かない──、それはソードラント王家だけに伝わる毒の精製法に秘密があった。

　実際、覚かく悟ごを決めて毒をあおるのはいいが、戦いの指揮を執とっているあいだに毒で苦しむようなことになっては笑い話にもならない。

　かといって三日後に効くような薬でも意味がない。

　効くときは猛もう毒どくだが、解毒薬を吞めばあっさりと洗い流されるようなものでなければ、勲くん章しようの数が増えるほどに墓場に近づくことになる。

　将軍になっても、そんな罰ばつゲームをさせられるとなれば、兵士とて戦功をあげて、出世しようとは思わなくなるだろう。

「ちょっとした配合の比率なんだ」

　と、ドンは懐ふところから小こ瓶びんを取り出した。

　ことっ、と白いテーブルクロスの上にガラスの容器が置かれる。

　親指ほどの大きさの、薬瓶だ。

　ぽつりと、ドンがつぶやく。

「姫の容態が、心配だ」

「なっ……！」

　吐はき気のするような予感に、ロックは息を吞み込んだ。

「……どういう、意味だ？」

「ちょっとした配合の比率なんだ」

　繰くり返して、ドンは肉を食はむ。

　音も立てず、もしゃもしゃと肉を嚙かみちぎり、磨すりつぶし、喉のどの奥に流し込む。

「どういう意味だと聞いているッ!!」

　ロックは声を荒あらげた。ドンは微び笑しようする。

「ソードラント料理がどうして味付けが濃こいのか、ロックは知ってる？」

「今はそんな話を……！」

　はっ、とロックは息を吞んだ。

　ドンはベルのために用意された食事に何ひとつ手を付けていない。

「貴様、……毒を!!」

　ドンはにこやかな笑みを絶やさない。

　絶やさず、ロックを見つめる。

「昔ね、ソードラントにはとても猜疑心の強い王さまがいたんだって」

　楽しそうに、話を続ける。

「奥さんや子供すらも信じられなくて、二種類の毒と解毒を交こう互ごに食べさせたんだ。朝には夕方の解毒薬と新しい毒を、夕方には朝の解毒と新しい毒を……」

　ロックは時計を見た。

　朝食から、十二時間が経たっていた。

「可哀かわい想そうな人だよね。そこまでしないと人を信じられなくて……くくっ」

　ドンは笑った。

　笑いは次第に大きくなり、手にしていたグラスをテーブルに戻もどすほどだった。息が切れるほど笑って、再びグラスを手にしたときにはもう、目は笑っていない。

「早く、連れ戻したほうがいいと思うよ」

「人の命をなんだと思ってる!!」

「お互たがい様だろ、僕を殺す気でいたのは誰だい？」

　ロックは驚きよう愕がくした。

「貴様、どこまで知っている!!」

「キミがよからぬことを考えなければ、運河に死体を沈しずめる必要もなかったんだけど」

「貴様ァァァァァァァァァァァァァァァ！」

　稲いな妻ずまのような叫さけびだった。

　抜ぬいた刃やいばを喉のど元もとに突つきつけるような気き迫はくで、ロックはドンに迫せまろうとした──が。

「早く飲ませてあげなよ、夜明けにはもう手て遅おくれになるよ」

「……………………ッ！」

　ロックは震ふるえる拳こぶしで、小瓶を奪うばい取った。

　背を向けて、走り出す。

　部屋を出るとき、ドンの声が聞こえた。

「わかってると思うけど、その解毒薬には別の毒が入ってるからね♪」
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　法国ローラントの王宮は、雲を突かんばかりにそびえ立つ尖せん塔とうを中心に、奥に王族の暮らす内ない宮くう、手前に大臣や官かん僚りようたちが政務を執る外げ宮くうという配置になっている。

　横から見ると天てん秤びんのように見えることから、法国ローラントの天秤宮という異名がついたのだが、実は、上から見ると、三つの建物を結ぶ通路によって串くし団だん子ごにも見える。

　その、真っ直ぐに延のびた、真っ白な廊ろう下かを、真っしぐらにロックは走っていた。

（二度目だ）

　声もなくつぶやき、ロックは奥歯を嚙みしめた。

　覚えがある。今と同じだ。

　一〇年前。

　胸が千切れそうに痛み、喉の奥がひりつくような思いで、この道を駆かけて行った。

（道は、逆だったが）

　思い出し、嫌いやでも浮うかんでくる既視感デジヤヴに、ロックは首を振ふった。

（二度目など、あってたまるか！）

　一〇年前の光景が重なる。

　むせかえるような血の臭においで充じゆう満まんした王宮。

　剣けんを突き立てられたまま絶命している女官、折り重なるように息絶えた騎き士したち。

　そして、シーリス。

　身体からだを斬きり刻まれ、それよりもひどいことをされ、事切れた。

　彼女が引き替かえに守った命。

　そのベルの命数が、いま、尽つきようとしている。

　シーリスの姿が、ベルと重なった。

　ドンの含ふくませた毒によって身体を侵おかされ、吐き出した血で染まるベルの姿が、まざまざと脳のう裏りに浮かんだ。

「おのれえええええええええええっ！」

　ロックは叫び、さらに叫んだ。







　それはまだ、世界がバラバラになる前のこと──。

「姉さんは馬ば鹿かだよ」

　庭先で、ロックは言った。

　ちょうど回天八歩式という歩行術の練習をしているところで、何も知らない人が見れば、ダンスのステップに似ていた。

「そんな結けつ婚こん、断ればよかったんだ。おれがいたら絶対に断らせたよ、絶対」

　言って、唇くちびるを尖とがらせる。

　拳けん術じゆつ師となるため、ロックは二年ほど、街を離はなれていたのだった。

　まだ一八歳、整った顔立ちにも子供っぽさが抜け切れてはいない。

「喜んでくれないんだ、ロックは」

「当たり前だろ！」

　叫んで、椅い子すに腰こし掛かけているシーリスを見る。

「そっ、そんな悲しい顔したってダメだからな！　聞かないんだからな！」

　声を荒あらげて、そっぽを向く。

　そっぽを向いても、ロックの網もう膜まくにはシーリスの笑え顔がおが焼き付いていた。

　物心ついた頃ころから、シーリスの怒おこった顔というものをロックは見たことがない。

　叱しかられたことはあった。けれど、それは一言で終わって、すぐに慰なぐさめてくれるものだから、効果はぜんぜんなかった。

「ロックには、祝福してほしいな」

　野に咲さく花のような人だとロックは思っていた。

　花園に咲く鮮あざやかな薔ば薇らではなく、道ばたにさりげなく、それでいてしっかりと根を張るたんぽぽのような。

「出来るわけないよ！　なんで姉さんが国王の第二夫人にならないといけないのさ！」

　当時のローラント国王はクラウベル。

　富にも権力にも興味を持たず、妻のいる部屋で絵を描かくのが何よりも楽しいと公言する、変わった王だった。

「だって、アルリシア様は病にふせっておられるのよ？　誰だれかが、王おう妃ひの国務を果たさないといけないわ」

　アルリシアとは王妃だ。国王との間に一姫ひめをもうけ、身体を悪くした。

「姉さんは馬鹿にされてるんだよ？」

「国王が二番目の奥さんを迎むかえるなんて、珍めずらしい話じゃないと思うけど……」

「愛がない」

「あるわ、愛なら。陛下は優やさしいお方よ」

「ないよ！　国王は王妃の部屋に入り浸びたりっていうじゃないか」

「病と闘たたかっておられるアルリシアさまには、陛下と一いつ緒しよに過ごせる時間が何よりの薬なのよ」

「街じゃ、どんな噂うわさが流れてるか知ってる？　シーリスは王妃の娘むすめを育てるために雇やとわれたメイド、国王に相手にもされないアバズレだって」

「いいじゃない、噂なんて」

「おれは悔くやしいよ！」

「素晴らしい仕事よ、子供を育てるのは」

「他人の子供育ててどうするんだよ！」

「陛下はアルリシアさまを本当に愛していらっしゃるのよ」

「なんでそこで嬉うれしそうな顔になるんだよ!?」

「ロックこそ、どうしてそこで怒るの？」

「だから姉さんは馬鹿なんだ」

「ふふ、ロックにはそう見えるのね」

「だからおれに馬鹿にされてるのに、笑うなって言ってんだろ！」

　声を荒げて、ロックは自分が乱れていることに気付いた。

　コンパスを回したような円を描くはずの八歩式が、ふらふらの酔よっぱらいが描く千鳥足のようになっていたのだ。

「こ、これは気が散ってたからで……ちゃんと修行はしてきたんだ」

　顔を赤くして、背を向ける。

「ごめんね」

　背中に、シーリスの声が届く。

「姉さんは悪くないよ……、姉さんは何も悪いことしてないっ！　なのに、みんなに馬鹿にされて……！」

　肩かたを震ふるわせながら、ロックはうめく。

　本当に、本当に悔しいのだ。

「ごめんね」

「おれが、守るから」

「えっ」

「だから拳術師になったんだ。剣けん術じゆつ騎士は内ない宮くうには入れないだろ？　父さんはおれに大臣の仕事を継ついで欲しかったみたいだけど……、危なっかしくて放っとけないからな、姉さんは」

　ふふ、と照れ隠かくしに笑いながら、振ふり向いたロックは、シーリスの笑顔を見た。

「ありがとう」

　愛なのか──、愛ではないのか──。

　このとき胸にあふれた感動を、ロックが忘れることは生しよう涯がいなかった。

　シーリスのためなら何でも出来る。命すら惜おしくはない。

　神にすら誓ちかえるほどに、若きロックの胸は彼女の笑え顔がおで満たされていたのだった……。

　動どう悸きを抑おさえようと、ロックは空を見上げた。

　その時だった。

　雲の向こうに、巨きよ人じんの姿が見えたのは。

「なっ……!!」

　それは雲を突つき抜ぬけ、ロックがこれまで見てきたどんな山よりも高い、手を伸のばせば月にも届くほどの大きさをした巨人だった。

　その巨人が、十じゆう字じ架かに磔はりつけにされていた。

　どこからともなく飛んでくる鉄てつ杭くいに、右手を、左手を食い物にされて、巨人は十字架に姿を縫ぬい止められた。

　最後の鉄杭が巨人の心臓を貫つらぬく。

　がくりと、巨人の頭が力を失った。

　その瞬しゆん間かん、世界が揺ゆれた。

「きゃあ！」

　大地が跳はねたように震しん動どうし、椅い子すから転げ落ちそうになったシーリスをロックは抱だきとめる。

　空に蜘蛛くもの巣のような亀き裂れつが走り、割れた。

　大地の揺れは止まらない。

　まるで陸ごと巨大な馬車に乗せられて、どこかに運ばれているようだった。

　十字架に磔にされた巨人が、神だと知ったのは、それから後のことだった──。




　悪夢はここから始まる。




　神の死により引き起こされた〝世界分断フラグメント〟を免まぬかれた大陸はなかった。

　法国ローラントや剣けん国ソードラントの存在する大陸アバロニアにおいても、東西南北が大陸の中でかきまわされ、あるいは大陸の外に弾はじき飛ばされていった。

　五つの騎き士し国と皇こう帝てい領が消しよう滅めつした。

　騎士国とは、この大陸を守る十二の騎士国。

　すなわちアバロン・ナイト・キングダムズのことであり、それぞれの騎士国は皇帝に忠誠を誓っていた。

　法国ローラント、剣国ソードラントも騎士国の一つであり、騎士国の間で生じた問題はすべて皇帝の仲ちゆう裁さいのもとに話し合いで解決され、戦争に発展することは決してなかった。

　その、皇帝領が消滅した。

　騎士国はそれぞれに都合のいい継けい承しよう者を皇帝に推し立てた。

　戦争に参加したすべての国が覇は権けんを目指していたわけではなかったが、結果としては何も変わらなかった。

　首都や玉座のない戦争は、各地で勝手な即そく位いを生み出し、内輪もめや分ぶん裂れつによって、皇帝の総数は加速度的に膨れあがった。

　もはや、皇帝だらけ。

　後世、歴史書で読む分には楽しく、その時代を生きている者には笑えない。そんな時代が始まった。

　皇位継承者はローラントにもいた。

　アルリシアは皇帝の娘むすめであった。

　母に身分がないため、皇位継承順位は低く、それゆえに騎士国に嫁とつぐことを許されたのだが、皇帝位を争っている先々々々々代皇帝の曾そう々々孫だの、先々代皇帝の弟の嫁よめの従兄弟いとこのハトコだのに比べれば、はるかに濃こい皇帝の血を受うけ継いでいた。

　しかし、国王クラウベルは皇位に興味を示さなかった。

　もともと政務よりも、妻と過ごしている時間を好む男だったということもあるし、都市を一つしか持たぬ小国が、覇権を目指してもロクなことにはならないという常識もあった。

　だが、そうは思わない一派がいた。

　彼らは、先せん帝ていの血を四分の一も継つぐベルこそが正統皇帝位に就つくべきだと言い出した。

　実際、皇帝位をめぐる混乱は始末に負えない状じよう況きようになっており、犬皇帝、猿さる皇帝が即位したという話を聞けば、この戦争に終しゆう止し符ふを打たねばという思いにかられても不思議はなかった。

　そういう意味で国王クラウベルは、大陸に平和を取り戻もどすことよりも、親子三人で穏おだやかに過ごすことを選んだ小人物といえるかもしれない。

　だが、ローラントは間ま違ちがいなく平和だった。国王と王おう妃ひ、そしてベルの三人は健すこやかに過ごしていた……。




　クーデターが計画された。




　ベルの皇帝即そく位いを企たくらむ貴族の一派は、騎士団の一部と結けつ託たくし、王宮の制圧をもくろんだ。

　しかし、こういった反動集団にありがちな内輪もめにより陰いん謀ぼうは露ろ見けん、首しゆ謀ぼう者しやはただちに逮たい捕ほされた。

　ところが、それが最悪の展開を招いた。

　血気に逸はやる残党騎士たちは、投降命令を無視して内ない宮くうに突とつ入にゆう、それを阻そ止しするために同じ騎士団が剣を抜くという事態となった。

　──時間をかければ、数において劣おとる自分たちは負ける。

　焦あせったのだろう。残党たちは王や王妃、そしてベルのいる間にたどりつくため、目についた人間は手当たり次第に殺しだした。

　ロックが内宮に突入したのは、かなり遅おくれてのことだった。

　当時、新米騎士だったロックは貴族の逮捕にかり出され、内宮襲しゆう撃げきの報を知るのが遅おそくなってしまったのだ。

　それでもロックの活かつ躍やくは凄すさまじいものだった。

　一いち撃げき三さん倒とう──一打放てば、一人を吹ふき飛ばし、その一人がさらに一人を吹き飛ばし、その一人がそのまた一人を吹き飛ばした、と後世に伝えられるほどの奮ふん迅じんを見せ、いったんは残党の手に落ちていたベルを救出した。

　しかし、彼の猛もう闘とうが報むくわれることはなかった。

　彼が守ろうとした者、姉シーリスは卑ひ劣れつな刃やいばにかかり、命を落としていたからだ。

　後日、ロックには残党鎮ちん圧あつとベル姫ひめ救出の功によりガーター勲くん章しようが授じゆ与よされることとなった。

　しかし、ロックは受け取りを拒きよ否ひし、騎士団を退団した。

　そして貴族であった親の後を継ぎ、政務官、大臣への道を歩みだし、現在に至る。

　一〇年間、自分のことになると言葉少なになる彼は、その理由を人に語ろうとはしない。

　だが──。







（託たくされたのだ、わたしは！）

　ベルの命をつなぐ小こ瓶びんを握にぎりしめながら、ロックは思い出していた。

　シーリスとの約束を。彼女が最後に残した言葉を。

　残党の手からベルを取り戻し、彼らが出てきた部屋に飛びこんだ時のことを。

　彼女は、這はいずっていた。

　手足はちぎられ、自分の血で出来た水たまりの中を、身をよじりながら部屋の外に出ようとしていた。

　ベルを抱かかえて現れた自分を見て、彼女は笑えみを浮うかべた。

「ありがとう」

　彼女の声だったはずだが、声だったかどうかは分からない。

　彼女は首に大きな傷を負っていた。声など出せるはずもない。彼女がただ動かした口を、自分がそう解かい釈しやくしただけかもしれない。

　けれども彼女はたまらない笑みを浮かべたのだ。

　血だまりの中で、力強く、ぼろぼろの身体からだで、彼女は忘れられない言葉を発したのだ。

「わたしの娘を、守って」

　一〇年だ。

　騎き士しは辞やめた。

　シーリスがいなくなったからではない。

　たかだか一撃三倒の腕うででは何も守れない。

　どれほど腕を磨みがいたところで、一撃で倒せる数を四だの五だのに増やしたところで、戦いくさを止めることなど出来はしない。

　戦争が奪うばう命の数には及およばない。

　姫を守るためには、騎士ではなく、政治家にならなければならないと確信した。

　それから一〇年が経たった。

（守れなかった……ッ！）

　あの時の──腕の中でシーリスの死を看み取とったときの焦しよう燥そうが、心の隙すき間まからしみ出して胸を灼やき焦こがす。

（生きていてくれ!!）

　同じことを思う。

　一〇年前、シーリスのもとへ駆かけていたときと同じことを。

　ロックは首を振ふり、激しく首を振り、叫さけんだ。

「同じにして──、たまるかッ!!」

　ひたすらにロックは駆ける。

　はやる思いが矢のようだった。
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「これは……、自然なものではないですね」

　陰いん鬱うつな表情で、クルスは告げた。

　ベッドの周りにはディアをはじめ、ジョオやアイがいる。

　合流を果たした四人は、近くの宿屋に飛びこみ、彼女の病状を確認しようとしたのだ。

「どういう意味だよ、そりゃ」

「毒殺です」

　ジョオの言葉を聞いた途と端たん、アイは気を失いそうになった。

「まだそうと決まったわけじゃないよ、ジョオ」

「いいえ、クルスさま。吐はき出された血の色、顔色、体温、汗あせの量……どれも普ふ通つうのものではありません。これは間ま違ちがいなく何者かが仕込んだ毒です」

　ジョオは息を吞のむ。

　言葉よりも、張りつめた表情が、ベルの生命いのちをむしばむ病の篤あつさを物語っていた。

「何者って誰だれだよ、ジョオ！」

　ディアが声を荒あらげた。

「わかりませんよ、そんなことは！」

　ジョオも負けじと言い返す。

「二人とも言い争ってる場合じゃないよ!!」

　クルスは声を張り上げた。

　怒おこっている。丸い目でぎゅっと睨にらんで、二人を責めていた。

「……そうだな。今は、ベルをどうするかだ」

　言って、ディアはベッドで眠ねむる彼女を見た。

　眠れてなどいない。

　息は荒く、呼吸をするたびに胸を大きく上下させていた。ときおり落ち着くのだが、すぐにまた、はぁはぁと喘あえぎはじめる。

　小さな手はディアの手のひらを握っていた。

　頼たよりなくも、しっかりと握っている。

　離はなさぬよう、ディアが白い手を握り返していると、たまに、ぎゅう、ぎゅうと彼女が手に力を込めるのが分かった。

　苦しみを、こらえているのだ。

「許せねえ……ッ！」

　低い声で、ディアがつぶやいた。

　声を殺しているのは、ベルの病状に差し障さわりのあることをしたくなかったからだ。

　握りしめた拳こぶしの震ふるえが、止まらない。

　どうすればいいのか、誰をブッ飛ばせばいいのか、それすらも分からないことが気持ちを苛いら立だたせる。ベルのために何も出来ないことがつらかった。

「コイツは……毒を吞まされるようなことなんて、なにもしてねえのに！」

「……すみません、ディアさん。僕もジョオも基き礎そ的なことしか学んでいないので、どうすれば解げ毒どくできるかといったことまでは、正直、分からないんです」

　申し訳なさそうな顔を、クルスはした。

「こんな目に遭あわせたヤツを……ブッ飛ばしてやる!!」

「だめ……」

　はかない声がした。

　ベルだ。

　意識はどこまであるのだろう。眼めは開いているものの、焦しよう点てんを結んでいなかった。

　それでもベルは首を小さく横に振り、力を振り絞しぼるように、最期の声を漏もらした。

「ディア……さんは、生きて……」

「………………ッ！」

　その時だった。

　階下で、家具を派手にひっくり返した音がした。

　何事かと、ディアは外に出た。

　廊ろう下かに出たすぐ先は、カウンターを見下ろせる吹ふき抜ぬけになっている。宿屋の主人と見覚えのある男が言い争っている姿が見えた。

「ロック!?」

　男の名を、ディアは口にした。

　呼ばれて、ロックは振ふり返った。

「貴様……、ディアか？」

　手配書にあった名前を、ロックは口にした。

　そうだと思ったのは、取り調べをした少年クルスを尾び行こうした部下の報告でこの場所を突つき止めたことと、ディアの全身から、肌はだがぴりぴりと粟あわ立だつような殺気を受けていたからに他ほかならない。

「……ベルを奪うばいに来たのか？」

　ディアが直感したのも、ロックの全身から、触ふれれば切れるような殺気を感じていたからだ。

　ロックはまなざしも鋭するどく、首を振り、

「違ちがうな、取り戻もどしに来たのだ」

　その態度に、ディアは怒りを覚えた。

　まるでベルの所有権は自分にあるとでもいうようなふるまいを、ロックに感じたからだ。

「ベルは、誰にもやれねえ！」

「ならば、この手で取り戻すだけだ」

　ロックは拳を握にぎり、構えを取った。

「話し合いか……、来いよ！」

　言うが先か、踏ふみ込むが先か──。

　一いつ瞬しゆんだった。

　床ゆかを踏み抜かんばかりの音を立てて、ロックが十数段はある階段を一足で飛び越こえようとした刹せつ那な、入れ違うようにディアも神速の踏み込みでロックの懐ふところに飛びこんだ。

　ドオオオオオオオオオオオオオオオオン！

　音速を突とつ破ぱした衝しよう撃げき音がし、建物が大きく揺ゆれた。

　互たがいの拳が凄すさまじい速度で交こう錯さくした瞬しゆん間かん、耳をつんざくような破は裂れつ音と、拳を包むような雲が生じたのだ。

　速度は円えん錐すい状に重なった音波を生み出し、その高圧が、水蒸気を凝ぎよう結けつさせ、互いの弾だん道どうに一瞬の雲を生み出す。

　二人は空中から漆しつ喰くいの壁かべに叩たたきつけられ、床に転がった。しかし受け身は取っている。二人はすぐに立ち上がり、互いの様子を見ようとは……しなかった！

「るらああああああああッ！」

　一歩目よりも速い二歩。

　凄まじい踏み込みで、ディアはロックに飛びかかった。

　体当たりをくらったロックは、そのまま玄げん関かんの扉とびらを粉ふん砕さいし、外に転がり出る。

　立ち上がる間もなく、ディアの打突が襲おそいかかった。

　ロックは後ずさる。

　後方にステップを踏みながら、ディアの拳けん力りよくを減殺しようとする。

　その戦法は間ま違ちがってはいなかった。

　数歩も下がれば、湖岸に突き当たるというポジションの悪さを除いては。

　いくつかの運河が集まり、交差点のようになっているそこは、小さな湖だった。

　ぽっかりと浮うかんだ月が、静かな湖面に浮かんでいる……。

「うらあッ！」

　ディアは一気に攻せめ込んだ。

　右手を突きこんで相手の身体からだに触れるや、飛び込むように頭ず突つきの動作に入る。

　ロックはそれをかわそうと身を反らした。

　それは当然の回かい避ひ行動だが、当然すぎるからこそ、ディアは狙ねらい澄すましたように、ロックの下がった頭部に横よこ蹴げりを喰くらわせた──が、それは命中しない！

「ぬッ……」

　ロックは目にも留まらぬ迅はやさで叩き込まれたディアの右足に両手で触れると、バネのように身を屈かがめ、一気に空へと跳ちよう躍やくした。

　むろん、ディアの脚きやく力りよくを利用した技わざである以上、その軌き道どうはディアがロックを蹴り飛ばそうとした方向から逃のがれることは出来ない。

　岸の先にある湖に落ちるだけだ。

　しかし、

　ロックは華か麗れいなとんぼを切ると、沈しずむことなく、ひらりと優ゆう雅がに水面に降り立ったのだ。

　触れた爪つま先さきが、小さな波は紋もんを立てる。

「なっ……！」

　フフ、とロックは唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「功夫クンフーを見るのは初めてか」

「クンフー？」

「勁けい──〝気〟の力を使う武術のことだ」

　言って、ロックは一歩を踏み出した。

　水に、沈まない。

　まるでそこが硬かたく踏みならした地面であるかのように、ロックは湖の上を歩き始めた。

　勁とは、修行と独特の呼吸法により生み出される気の力である。

　今の勁は二つ。

　一つは体内を巡めぐらせることで、自身の体重を相そう殺さいさせる勁。そしてもう一つは湖面との反発力を得るために足から発せられる勁。

　互いに矛む盾じゆんする二つの勁を同時に発動させることを合勁と言い、すなわちロックが気の達人であることの証明であった。

「功夫は攻こう防ぼう一体の戦せん闘とう術じゆつ！　百戦して負けるところを知らぬ!!」

「来いよ！」

　ディアは手を叩き、望むところだとばかりに走り出した。

　相手を侮あなどっているのではない。

　強敵を前にした戦せん慄りつに、震ふるえているのだ。

（負けてなるかよッ！）

　言葉は、噓うそをつく。

　思ってもいないことを言い、信じていないことを口にする。

　言葉など、信しん頼らいを引き算すれば確かなものなど何もない。

　ましてや初めて言葉を交わす相手だ。互いに譲ゆずれぬものを奪うばおうとしている相手だ。

（なにを言ったところで、信じられるはずもねえ！）

　拳しかなかった。

　戦いは噓をつかない。

　生死の境で噓のつける人間などいない。うわべだけの勇ゆう敢かんさはたちまち剝はがされ、真実が明らかになる。臆おく病びよう者は腰こしを引き、卑ひ怯きよう者は恥はじを搔かき、裏切り者は裏をかく。

　ディアも、ロックも、腹のさぐり合いなどしている暇ひまはなかった。

　拳で、語り合う。

　それが最も簡単で、最も激しいファーストコンタクトだった。

「見せてやるぜ！」

　ディアは大きく地面を蹴り上げて、湖上に跳躍した。

　湖面を視界に収め、叫さけぶ。

「幻げん視しッ！」

　きらめきと共に、ディアとロックを結ぶ直線にありもしないモノが現出した。

　定規で引いたようにまっすぐな石の板が、湖面にパタパタと敷しかれたのだ。

　すたっ、とディアは着地する。

　石はびくともしない。

　水の上に浮かんでいるだけなのに石は微び動どうだにしなかった。疑わぬ者の確信のごとく、厳として動かない。

（絶対に、負けねえッ！）

　ディアは自身の力に揺ゆるぎのない信頼を覚え、ロックとの距きよ離りを一気に詰つめた。

　相手に間合いを取らせぬほどの突とつ進しん力で一気に懐ふところに飛び込むと、硬く握にぎりしめた拳こぶしをロックのみぞおちに撃うちこむ。

「ぐっ！」

　ロックの喉のどから苦く悶もんの声が漏もれた。

　勁が呼吸から生み出されるものだと知って放った攻こう撃げきではなかった。

　ロックの動作の微び妙みような違い和わ感かんから、常人とは異なる呼吸法をしていると気づいたディアの勘かんが放った非ひ凡ぼんの一いち撃げきだった。

「閣下っ!!」

　遅おくれてたどりついたカシスたちが岸がん壁ぺきで声をあげる。

「手出しは無用だ、見ておれい！」

「よそ見すんなよッ！」

　息もつかず、ディアは流れるような連打を放った。

　たまらずロックは後ろに大きく跳躍する。

　すかさずディアは道を作り、突進した。

「その程度の力か！　勁ってヤツは！」

　ロックは答えず、構えを取った。

　一いつ気き呵か成せいにディアは飛び込む。今度もみぞおちに鉄てつ拳けんをお見み舞まいする──と見せかけて、ガードに入った相手の顔面を狙ねらう──。

　はずが、

　受け止められてしまった。

　連打はすべて、かわされてしまった。

　先ほどは、すべて決まった拳なのに。

　驚おどろきに息をつまらせるディアに向かって、ロックが告げる。

「貴様、龍りゆう族ぞくの流れか？」






















「なっ！」

　とっさにディアは、後ろに跳とんでロックとの間合いを取った。

（なぜ分かった……？）

　言いようのない恐きよう怖ふに、戦せん慄りつする。

　幻げん視しは関係ない。

　幻視の使い手だからといって龍族というわけではない。人族でも幻視力を使うことは出来る。

（別の秘術を隠かくしている？　心を読むような）

「安心しろ、私に心を読むような能力はない」

「なッ……！」

　ロックはややとも笑わなかった。

　その言葉を額面どおりに信じてよいものか、迷う。

　いや、それすらもロックの作戦だとディアは見切った。

「図星だったか？　答えられないのが何よりの答えだな」

「うるせえっ！」

　ディアは再び突進すると、嵐あらしのような連打を見舞う──ふりをして、横に跳び、背中に回りこむ──ふりだけして、身をかがめ、開いた手のひらの底を突つき上げる──さらにふりをして、

「やはり連打か！」

「ッ！」

　ディアのみぞおちを、ロックの拳こぶしが打ち抜ぬいた。

「ぐっ……！」

　ゴムまりのように弾はじかれたディアの身体からだは宙を舞まい、石道の上を転がる。

「お、おまえ……！」

「驚くほどのことではあるまい」

　ロックは不敵な笑えみすら浮うかべはしない。

「身体を半はん身みにし、ひたすらに打だ撃げきを加えるのは、龍族武術の神しん髄ずい。たしかに龍族の打だ突とつは古今無む双そうだ。しかし、貴様には欠けているものがある」

「なんだとッ！」

　ディアは飛びかかり、嵐のような連打を見舞った。

　龍族の打突は古今無双。

　身体を半身にとるのは相手に対する体面積を最小にするため。相手の拳けん域いきを狭せばめることで守りを捨て、ひたすらに打撃を加える奔ほん放ぽう苛か烈れつな剛ごうの拳だ。

　しかし、ロックはそのすべてを受け止め、あるいは身をかわすと、ディアの顔面にお返しの一いち撃げきを放った。

「がっ……！」

　たまらず、数歩後ずさり、倒たおれそうになるところを踏ふみとどまる。

　その、こらえたディアの横面を、ビンタのような掌しよう底ていが張り飛ばした。

「打突は龍りゆう族ぞくの類たぐい希まれなる力があってこその技わざ。我ら人族の貧弱な身体にはむしろ不向き。──いや、今の貴様にはぴったりの武術かもしれんな」

「どういう意味だ！」

「身分不相応ということだ。己おのれの無力さをわきまえず、むやみに虚むなしい拳を放つ貴様のな」

「言葉で……、俺を決め付けんな！」

　ディアはロックの立っている石板を視覚し、それを消しよう滅めつさせた。

　もちろんロックには水上を自在に動ける合ごう勁けいがある。しかし、ディアはそれすらも覆くつがえす幻視があった。

「これでも立っていられるかよ！」

　ディアはその視界に荒あれ狂くるう海を異眼視イメージした。

　山のようにうねる波と、渦うずの逆巻く嵐の海が、たちまち現実に転写される。

　静かだった湖面が、いきなり竜たつ巻まきのように波打って、ロックの足もとをすくった。

　姿勢を崩くずしたロックの身体を、大口をあけた渦が飲み込もうとする。

　しかし、ロックは手のひらを波に立てると、翼つばさを広げた鳥のように宙に跳はねた。

「なにっ！」

　種を明かせば、これまで両足から放出していた〝反発の勁〟を手のひらに一点集中させただけのことである。

「なら──、これならどうだッ！」

　ディアは幻視で逆巻く波の飛沫ひまつを氷と変え、ロックに叩たたきつけた。

　それだけではない。

　空中に巨きよ石せきを出現させ、頭上に叩きつけた。

　すんでのところでかわされる。

　それでも、二の石、三の石と喰くらわせるだけのことだった。

　ロックは逃にげるのが精せい一いつ杯ぱいとばかりに、湖の上を走る。

　ディアは石の道を幻視して、あとを追った。

　あと一歩でロックを捕つかまえられる──そんなやりとりが、一分と続いた頃ころだろうか。

　ざぶり、と、

　ディアの足が膝ひざまで水に漬つかった。

　とどめを焦あせるあまり、足を踏み外したのか。

　そう、ディアは思った。

「そろそろだな」

　ロックは逃げることをやめた。

「てめえ……、降参か？」

「貴様がな」

　振ふり向きもせずに、ロックは告げる。

「ふざけるな！」

　ディアは渾こん身しんの気力で、幻げん視しを発動させた。

　が──、

　ロックを貫つらぬくはずの槍やりは顕けん現げんしなかった。

「なっ……！」

　なぜ、と言いかけるディアの目に、ゆっくりと振り向くロックの姿が映る。

「この世に無限の力などない──、であるならば、無む駄だに使わせて消しよう耗もうさせてしまうだけのことだ！」

「まさか、湖に跳ね飛ばされたのもわざと……」

　フフ。

　ロックは静かに笑い、声は怒いかりへと変じた。

「私ごときを倒せないで、どうやって姫ひめを守るつもりでいた！　答えろ!!」

　叫さけび、反はん撃げきに走る。

　発勁によって信じられないような跳ちよう躍やくを見せると、一気にディアの間合いに近づき、打だ突とつもかくやの連打を見み舞まった。

「ぬっ！」

　たまらずディアは横よこ跳とびにかわそうとしたが、そこは湖面だった。

　幻視を放つが、身を支えるものは何も現れず、ディアは頭から水に飛び込んだ。

　ぷはァ、と湖面から顔を出し、見上げた視界に月が見えた。

　清さやかな月、ただひっそりと白い光を地上にまきつづける泉の女め神がみ──その下に、静かな怒りを瞳ひとみに宿したロックが立っている。

　ディアを見下ろし、一言だけ、言い放つ。

「……姫を渡わたせ、それだけでいい」

「どういう意味だ？」

「勝負はついた。私は無駄に命を奪うばいたくはない」

「ベルは、絶対に渡せねえ！」

「朝には死ぬと知ってもか！」

「なん……だと!?」

　絶句するディアに、ロックは告げる。

「もって朝までの命だ。しかし、ドンのもとに連れ帰れば、死なずに済む」

「てめえ──!!」

　ディアは叫んだ。

　爆ばく発はつするような怒りをそのまま声にしたような叫びだった。

　しかし、ロックはくるりと背を向けた。

　湖面の上に足をつき、岸がん壁ぺきに向かって、ベルのいる宿屋に向かって、歩き出そうとする。

「……今夜のことは不問に処す。朝になればこの国を出て行くがいい」

「行けるかよ……ッ！」

　震ふるえるような声が、ロックの背を刺さす。

「ベルを置き去りにして行けるかよ……！」

　たまらずロックは振り向いた。

「貴様に何が出来るというのだ！　姫の命はドンに握にぎられているのだぞ!!」

「だからって奴やつの手に渡すのか！　ベルの命を手のひらで弄もてあそぶような、奴の手に！」

「生きておればこそだ！」

　ロックの抗こう弁べんにディアは刃は向むかった。

「逃げんなよっ！」

「なに!?」

「目先のピンチから逃にげてるだけだろ！　ドンがベルを幸せにするはずがねえ！　てめえはベルの人生を台無しにするだけだよ!!」

「なっ……！」

　息を詰つまらせるロックに、ディアは飛びかかった。

　しかし、ロックの覚かく悟ごもまた本物だった。

「貴様に何が出来る？」

　ロックが放った拳こぶしは、拍ひよう子し抜ぬけするほど軽い一いち撃げきだった。

　速度はなく、拳は軽く、身を反らせたディアの顎あごをかすめるようなパンチだった。

　が。

「なっ……!?」

　その一撃で、ディアは脳のう震しん盪とうに襲おそわれた。

「人族の身体からだは、顎を打たれるとそうなるように出来ている……」

　自分の身に何が起こったのか分からないまま、ディアは姿勢を崩くずした。

「そして腕うでをひねれば──」

　ロックはディアの腕をつかみ、逆手にひねりあげ、

「動けなくなる」

　体重をかけ、ディアを押さえつけた。

　関節を極きめられたディアは、抵てい抗こうも出来ずに叩たたき伏ふせられるがままになる。

「う……ぐぐ！」

　ディアの弱さに、ロックは譬たとえようのない怒いかりを覚えた。

「ふざけているのは貴様のほうだ！　やるだけやって、ダメならそこまでなどと、そんな軽い気持ちで姫ひめを守ろうとしているのなら、私は貴様を軽けい蔑べつする!!」

　言って、容よう赦しやなく体重をかける。

「ぐ……ぐっ！」

　骨が軋きしむ音がした。

「貴様はどうやって姫を守るというのだ？　どうやって私を超こえるというのだ、その程度の力で？　言ってみろ、ディア!!」

「それが、てめえの本音かよ……！」

　呻うめくような声が、ディアの口から漏もれた。

　ロックはさらに体重をかける。

　たとえようのない痛みがディアの身体を襲った。

「無む駄だなことをするな。降参しろ」

　ディアは歯を食いしばって、耐たえる。

「こんなものかよ、こんなものかよ……！」

　胸のうちに彼女を思い出し、耐える。

　ただ、人の幸せを願い続けていたベル。

　知らぬ間に身体を毒で侵おかされていても、死の際きわになっても、笑えみを浮うかべようとしたベル。

　彼女が耐えてきた一〇年間の苦しみは、こんなものではないはずだ。

「黙だまって聞いてればダラダラと……。ケッ、本気でベルを助けたけりゃ、二人でどっかに逃げちまえばよかったんだよ!!」

「王家を滅ほろぼせというのか！」

「姫さんひとりがいなくなったぐらいで、どうにかなっちまう国は、とっくに終わってんだ!!」

「言わせておけばッ！」

「俺は、おまえを超える！」

「戯たわ言ごとを言うな!!」

　ロックはディアの骨をへし折ろうとした。

　だが、それは叶かなわなかった。

　ディアは自分から有り得ない方向に腕を曲げたからだ。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　骨が、断だん裂れつする音がした。

「なにっ!?」

　ディアは、自分から骨を折ったのだ。

「うおらアァァァァァッ！」

　それで縛いましめから脱だつ出しゆつするとロックの横っ面に蹴けりを決める。

　顔から石いし畳だたみに叩きつけられ、二転三転、転がるロックの胸ぐらをつかみ、ディアは怒ど鳴なりつけた。

「国？　姫？　ホントに大事なもんが二つもあるわけねえだろ、バカ！」

「なんだと！」

「ドンはなりふりかまわねえんだ！　迷って勝てる相手じゃねえだろが！　おまえはどっちを守りたかったんだよ、言ってみろ!!」

「……………………！」

　ロックは反論をしなかった。

　しかし、表情をますます冷たいものへと研とぎ澄すましていく。

「……引かぬなら、貴様を殺さねばならん」

「いやだね。俺は進む」

「ならば、終わりだ」

　言って、ロックは勁けいを込めた右みぎ腕うでを突つき出した。

「む！」

　ただならぬ殺気を感じ、ディアは回かい避ひしようと身をひねるが、ロックはそのまま掌しよう底ていを押し込んだ。

　ずん…………ッ！

　地じ響ひびきにも似た鈍にぶい衝しよう撃げき音がした。

「クッ……！」

　波動を喰くらい、ディアは信じられない距きよ離りを吹ふき飛ばされた。

　岸がん壁ぺきに足をひっかけ、石畳に転がり、がはぁ、と音を立てて吐と血けつする。

　恐おそろしい量の血がぶちまけられ、ディアは血だまりの中に膝ひざをついた。

「……な、なにを!?」

　見たこともない技わざにディアは絶句する。

　ロックはゆっくりと陸おかに戻もどっていった。

　宿屋の隣となりにあった武器屋の看板から、古びた剣けんを引き抜ぬき、軽く一ひと振ふりをする。

　実用に耐える重さであることを確かめると、また振り向いて、ディアのもとへ歩き出した。

「情けだ。ひとおもいに殺してやる」

　ぴちゃりと、ディアの吐はいた血だまりを足が踏ふんだ。たどりつくまでに絶命しているかもしれない。それほどの血量だった。

　が、

「約束したんだ……！」

　ディアは自分の血で出来た血だまりに足を滑すべらせながらも、立ち上がろうとしていた。

「無む駄だだ」

「守るって約束したんだ!!」

「発勁は貴様の内臓を粉々にした。もう立ち上がることは叶わぬ」

「それでも……だ！」

　言うが、膝が笑い、がくりとディアは崩くずれた。

　意識は、完全に途と絶だえていた。

　表情を消し、ロックは剣を振り上げた。

「終わりだ……」

　掲かかげた剣を振り下ろす。

「ディアさぁぁぁぁぁあああああああん！」

　クルスが二人の間に飛びこんできた。

　我が身を盾たてにロックの前に立ちはだかり、腰こしの鞘さやからすらりと一いつ閃せん、剣を抜き放はなつ。

　鋼はがねと鋼が激げき突とつし、クルスはロックの剣を受け止めた。

「ディアさんは……、僕が守ります！」

「ほう」

　ロックは剣を捨て、両手を広げてみせた。

「刺さす気なら、刺すがいい」

「本気ですよ！」

　クルスの口から歯ぎしりの音が漏もれた。息は荒あらい。ふー、ふー、と肩かたで呼吸をしながら、クルスは血走らせた眼めをロックに注いだ。

　呪文スペルは知っている。

　剣の柄つかを握にぎった途と端たん、しまっておいたものを引き出しから取り出すように、精霊魔法エレメンタルが脳のう裏りに浮うかんできたのだ。

　黙だまって、剣を振りかぶる。

　まっすぐに下ろすだけで、ロックの頭は二つに割られる軌き道どうだった。

　一〇秒が経つ。

　二〇秒が経ち、一分が経った。

　それ以上の時間が過ぎても、クルスは一寸たりとも剣をかまえた両腕を動かすことが出来なかった。

　ロックは失望した。

「……おまえは、誰だれも守れない」

　軽い当て身を一つ、みぞおちに喰らわせる。

　がくりと倒たおれ、クルスは気絶した。

「姫ひめを救出しろ」

　カシスたちに宿屋への突とつ入にゆうを命じる。

　事情を把は握あくしたジョオやアイは、姫の連行を妨さまたげるようなことはしなかった。

　姫を乗せたゴンドラが岸を離はなれる。

　ひゅう、と一いち陣じんの風が吹いた。

　けれど、賑にぎやかな喧けん噪そうは聞こえて来ない。

　もう、祭りの時間は終わったのだ。
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　目覚めると、白はく霧むの中にいた。

（ここは、どこ……？）

　ぼんやりと、クルスは顔をめぐらせた。

　満ちている光は鈍にぶく、ほんの鼻先に何があるかも分からない。

『……どうして、我が名を唱えなかった？』

　どこからか、声がする。

　初めて聞く声なのに、不思議と知っている気がした。

「あなたは？」

　クルスは問いかけた。

『我はただの文言だ。剣けんに刻まれた文章に過ぎない。名前すらない。生命ですらない。記述が生み出した誰でもない存在だ……』

　剣、と聞いて、クルスは自分が剣を手にしていないことに気付いた。

　そして、自分が浮かんでいることにも気付く。

　息苦しくはないが、足もとには何もない。

　搔かいても搔いても、どこにも触ふれない。

「いったい、ここは……？」

『我が問いに答えよ』

　クルスは考え、迷い、そして口にした。

「怖こわかったんです……」

『剣を振ふるわねば殺さずには済む。しかし殺される』

「剣を振るえば殺してしまいます」

『けれど殺されぬ。おまえも、おまえが守ろうとしている者も』

「僕は……」

『自分の命なら、かまわないとでも言う気か？』

「えっ」

　声の問いに、クルスは言い淀よどんだ。

『人を守りたくて、おまえは十じゆう字じ架かに磔はりつけにされた神を救おうとしているのだろう？　そのお前が死んで、どうする？』

「戦わないと守れないものがあるのは分かるんです。ディアさんたちに戦わせておいて、僕の手は汚よごれていませんなんて言うつもりもありません……でも！」

　うめいて、クルスは両手を見下ろした。

　霞かすみの中で、十本の指が震ふるえている。

「こんな中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで剣を握ることも出来ないんです！」

『友の命を守れぬことになってもか？』

　その声がした途端、霧は急速に薄うすれていった。

「……ソレンタム？」

　街の名をつぶやく。

　晴れたといってもまだ霧は濃こい。それでもそこが石の街だと分かったのは、砂の匂においがしたからだ。

　砂さ漠ばくに埋うもれるように存在する石造りの街ソレンタム・オアシスの空気はいつもざらざらとしている。そのことをクルスは思い出していた。

「本当に……？」

　クルスは目を疑った。

　しかし、そこはまさしくソレンタム・オアシスだった。

（何年ぶりだろう！）

　じんとくるほどの懐なつかしさにクルスは震えた。

　まるで物置で見つけた、子供の頃ころの毛布を頭からかぶるような懐かしさに、クルスの瞳ひとみには涙なみだすら浮うかんだ。

（有り得ない！）

　クルスは首を横に振った。

（ここがソレンタムなはずがない！）

　どんな方法を使ったって、どんな魔ま法ほうを使ったところで、ソレンタム・オアシスにはたどり着けない。たどり着けるわけがない。

（滅ほろびた街に、戻もどれる者などいない！）

　クルスは何度も何度も首を振った。

　しかし目まの当たりにする街並みは消えない。

　忘れようと思っても忘れることの出来ない、まさしくソレンタム・オアシスの眺ながめだった。

（たしか……裏通りだ）

　突つき当たりを右に行くと抜ぬけ道があって、家への近道になる。

　そして、そこには──、

（母さんが居る！）

　なんの疑問もなく考えている自分に気づき、クルスはまた首を振った。

（母さんはいない。もういない！）

　今でなければ、夢なのか。

　それでも、クルスは駆かけた。

　晴れ渡わたった空の下、突き当たりを右に曲がり、壁かべにぽっかりと開いた穴を見つける。

　と、だ。

　光が消えた。

　一いつ瞬しゆんで、空が暗くなる。

　暗黒に目が慣れるまでの暗くら闇やみ。

　耳に、魔法が発動するときに生じる特有の金切り音が聞こえた。

　キィィィィィィィィィィィィィィィン！

　クルスは反射的に身を伏ふせた。

　腕うでを伸のばして、ちょうどそばにいた子供の身体からだを伏せさせようとする。

　手のひらに、ひんやりと、石像をなでる感覚があった。

　次第にはっきりとしていく視覚がそれの正体を教えてくれる。

　さっきまで道で踏ふみ絵をしていた子供が、石と化していたのだ。

（まさか!!）

　戦せん慄りつに空を見る。

　石の街の上空にマントをたなびかせる男の姿が見えた。

　忘れたくても、忘れられるはずのない姿。

　一冊の〝本〟を片手に暗闇の空にたたずむ男の名は、

「ブレス!!」

　ズズズズズズズズズ……！

　心臓をわしづかみにするような地じ響ひびきがして、クルスは周囲を見み渡わたした。

　街が、砂の海に沈しずもうとしていた。

（僕がいるのは……）

　故郷が滅びる瞬しゆん間かんだ。

　一〇年前、ブレスによって、街が砂漠に沈もうとしている瞬間だ。

　クルスは右手で左手の宝珠オーブを握にぎりしめた。

（なんでもいい！）

　どんな力でもかまわないから、使いたいと思った。

　けれど、宝珠は光らない。

　願っても、どんなに願っても、宝石は青い炎ほのおを灯ともさなかった。

「どうして!?」

　悲鳴のような声が、クルスから漏もれた。

『……救いたいか？』

　紋もん章しようの声がした。

　腰こしを探ると剣けんの感かん触しよくがあった。握ると、紋章の声はますます脳に響ひびいた。

『この街を、救いたいか？』

「あるんですか？」

『呪のろいを解く、呪まじないがある』

「教えてください！」

　迷わず、クルスは口にした。

『呪いには、生いけ贄にえが必要だ』

「僕の命ですか！」

　それでもかまわない、とでもいうような勢いでクルスが迫せまると、声はこう言った。

『オクタヴィアの、命だ』

「母さんの!?」

　ただ、クルスは絶句した。

『なにを驚おどろくことがある？　たった一人の犠ぎ牲せいで、多くの生命いのちを贖あがなおうとするのだ。術者にとって一番価値のある命でなければ、天てん秤びんは釣つり合うまい』

「………………でも！」

『街は元に戻もどり、人々は石ではなくなる。母の命だけが永遠に失われることへの代だい償しようだ』

「他の方法は、他の方法はないんですか！」

『すべての住人の命と引き替かえなら、オクタヴィアを救ってやることも出来る』

「そんな…………！」

　クルスは、がくりと膝ひざをついた。

　呪文スペルは、口にするだけでよかった。

　必要な言葉は、紋章が、手のひらを通して記き憶おくに刷り込んでくれていたからだ。

　あとは二つの呪文のどちらかを選ぶだけでよかった。

　時はない。

　四方から迫る砂の津つ波なみが、街の外周部を吞のみ込み始めていた。

　身体を石に変えられ、逃にげる足も奪うばわれた人々が、黄色い砂の海に沈んでゆく。

「…………っ！」

　クルスは剣を引き抜ぬこうとした……が、

　出来なかった。

　空を仰あおぎ、唇くちびるを嚙かみ、しゃくりあげるように一言、

「母さぁん……！」

　ただ、声が漏れる。

　振ふり切るように剣を抜き、叫さけぶように呪文を唱えた。

　直後、押し寄せる砂が、声ごとクルスを吞み込んだ……。




「はっ！」

　息を詰つめて、クルスは目覚めた。

　また、霧きりの中にいた。

「これも……、夢？」

『現実だ。おまえは確かに剣を振るった』

　静かに、紋章が告げる。

　クルスはうめくように首を振った。

「とても、気分が悪いです……」

『今度は、逃げなかったな』

　ロックとのことを、紋章は言っていた。

「答えを出しても、間ま違ちがっていたら意味がありません！」

『この世には問いがあるだけだ、答えなどない。答えなど、すべて間違いだ』

「正解はあるはずです」

『正しさなどない。そんなものは誰だれにも決められない』

「あります！　光がなければ、人は生きていけません!!」

『光はある。けれど光を手にすることは出来ない。光を目指すことが出来るだけだ』

「いつかは、手に出来ます！」

『この世の果てまで走ろうとも、太陽にはたどりつけぬ。……それが、地上に生まれた者の運命さだめだ』

「…………」

　返す言葉が見つからず、クルスは沈ちん黙もくした。

『いつかは手に出来る。……おまえはそう言ったな？』

　力無く、クルスはうなずいた。

『間違い続けられる者だけが、正しさにたどり着ける。……クルス、わかるか？』

　はじめて、紋章から名前を呼ばれたことに、クルスはハッとなった。

（紋章は何かを僕に教えようとしている？）

『そうだ。安易な答えにすがるな。これまでの答えでは解けない問いから、苦しみは生じるのだ。それは消しよう滅めつしない』




『苦しみは消えない。誰かが背負えるだけだ』

「自分を疑い続けろ、ということですか」

『神の御お使つかいよ、おまえに罪を背負う覚かく悟ごはあるのか？』

「どんな理由があろうとも、人を傷つけることが罪なのだとしたら、誰かを救うために剣けんを振るうことも罪に違ちがいはありません」

『そうだ』

「でも、誰かがしなければならないことです」

　はっきりと、クルスは口にした。

『手は汚よごれ、道行く者に口さがない言葉で罵ののしられることもあるだろう。しかし、なにもしない者は何も罵られない』

「答えを捜さがさぬ者に答えは見つかりません」

『そうだ、神の御使いよ。いや、霊れい眼がんの姫ひめを守る者よ』

「アイ？」

『滅ほろび行く故郷を守れなかったのはわたしたちも同じだ。クルスよ』

「あなたは……、ヨツンヘルムの……」

　アイの故郷であり、今は亡き霊眼族の都の名を、クルスは口にした。

『すべての精せい霊れいは霊眼の主あるじのものだ。クルスよ、霊眼の姫を守るため、我らはどこまでも力を貸すことを約束しよう……』

　また、霧が薄うすれ始めた。

「待って下さい、まだ、聞きたいことが……」

　追うように、クルスは叫んだ。

『わたしはもう、おまえのものだ。名を呼べば、いつでも答えよう』

　最後に、紋もん章しようは自分の名前を告げた。

　瞬しゆん間かん、霧はすべて消滅し、クルスは自分がもともと意識を失っていた場所に倒たおれていた。

　宿屋の前に、仰あお向むけになって倒れていたのだ。

「クルスくんっ！」「クルスさま！」

　心配そうにクルスを囲んでいたアイとジョオは、たちまち笑え顔がおになった。

　クルスは起きあがり、胸に抱だいていた剣を見つめる。

「霊王……」

　名を、つぶやく。

　精霊の王と、彼は最後に言った。







　ゆっくりとドンは街を眺ながめていた。

　天てん秤びん宮きゆうの中央、雲を突つかんばかりにそびえ立つ尖せん塔とうの上階から、湖の向こうで繰くり広げられている祭りを見下ろす。

　ひとつ、またひとつと灯あかりが消えてゆき、最後のひとつが消える瞬間、ドンはたまらない笑みを浮うかべた。

　終わりを見るのは、ドンにとって幼い頃ころからの何よりの悦たのしみだったのだ。

　夜の終わり、幸せの終わり、国の終わり、そして、命の終わり。

　不幸の数はもちろん、多ければ多いほどいい。

　一軍を率いるようになった自分は国を滅ぼす力を手に入れたが、それすらも庭で見つけた蟻ありの巣に水を流し込んだときの延長線に過ぎないだろうと、ドンは思った。

　寝しん室しつといっても、会議室ほどの広さはある。

　椅い子すを立ち、ドンはベッドに向かおうとした。

「ずいぶんといい趣しゆ味みをしているな、ドン」

　女の声がし、ドンは振ふり向いた。

「姉上……」

「相変わらず、謀はかりごとが好きな奴やつだな」

　不ふ機き嫌げんな声とともに、暗くら闇やみから姿が顕あらわれる。

　スカーレットだ。

　左手はすでに、腰こしの刀。

「心配してました。誘ゆう拐かいされたと聞いて」

「おまえに傷物にされたからな。弟に求きゆう婚こんされた姫などと」

「責任を取りましょうか？」

「明日、結けつ婚こんする男がか？」

「こんな国よりも姉上のほうが僕には大切です」

「心にもないことを言うな。虫むし酸ずが走る」

「心にもないことだから言えるんですよ、姉上」

　恥はじることない笑顔を浮かべるドンに、スカーレットは心からの嫌けん悪おを浮かべた。

　どんな状じよう況きようにおいても不敵な笑みを絶やさない彼女にしてみれば、珍めずらしい。

「家出を切り上げて、僕の結婚を祝いに来てくれたんですか？　嬉うれしいなあ」

「家族の恥はじをよその国にまでさらすのはしのびなくてな」

　スカーレットは刀にやっていた親指を滑すべらせ、鯉こい口ぐちを鳴らした。

「気に入らない相手は殺すんですか？　地図王ダルダラのように」

「なぜ、それを？」

「手に入れるつもりの街に、事前に諜ちよう報ほう網もうを張っておくのは当然のことでしょう？」

「嫌きらっていたのか？　ダルダラを」

「いい友でした」

「同類か……！」

　毒づき、ドンを睨み付ける。

「獄ごく中ちゆうで囚しゆう人じんたちから話は聞いた。結婚は指輪を手に入れるためか？」

「囚人は噓うそつきですよ」

「真実を口にするから捕つかまるのであろう？」

「一言多い人間は、長生き出来ないものです」

「おぬしを始末すれば済むことだ」

　言って、スカーレットは踏ふみ込みの一足を立てた。

　すかさず右手を腰にやり、抜ばつ刀とうする。

「僕は弟ですよ？」

「弟だからだ！」

「家族の秘密は知ってるつもりです」

　──言った、その瞬間だ。

　スカーレットは、足に、焼けた火ひ箸ばしでえぐられるような激痛を覚えた。

（斬きられた!?）

　前向きにつんのめる視界に、薄うす暗ぐらさで黒く染まった血が噴ふき出している足首が見えた。

　倒たおれる。そして立ち上がれない。

「姉上の呪のろいは知っています。殺されなければ発動しない。そうでしたよね？」

「誰だれだっ……!!」

　スカーレットは歯は嚙がみをした。

「さすがは姉上。この前、城の大広間で披ひ露ろうしたときには誰にも気付かれませんでしたよ。ねえ、アヤメ？」

　ドンが名を口にした途と端たん、スカーレットはすぐそばに女の気配を感じた。

「いつの間に……！」

　つぶやき、スカーレットは首を振った。

　違ちがう。

　彼女は初めからそこにいたのだ。

（私が気付かなかっただけだ！）

　スカーレットは、彼女の正体を見み抜ぬいた。

「……影人族シノビか？」

　黙だまって、ドンは首しゆ肯こうした。

　この世には、気配を完かん璧ぺきに断つ秘ひ儀ぎをもった人族がいると言う。

　生まれた瞬しゆん間かんから、声を発することを禁じられた音無しの一族。

　音もなく走り、格かく闘とうし、相手を仕留める無音サイレント殺人術キリングを学び、もういっぽうで、自我を消し去り、己おのれを完全な虚きよとすることで、その場にいながらにして、誰にも存在を悟さとられぬ技わざを身に着ける。

　殺意すら持たぬ武器。

　それはある意味で銃じゆうのようなものだ。

　見切れぬ場所から放たれ、人を殺すためだけに存在する鋼はがね。

　スカーレットは彼女の胸に、からみあう二本の剣けんと指輪の紋もん章しようを見た。

「……禁士！」

　スカーレットはつぶやいた。

「姿を見せぬ三人目がおぬしか」

「彼女は答えないよ」

　ドンはスカーレットの前に立った。

「影人族は無だからね。生きているという自覚すらない。名前を呼ばれて初めて、自分自身がそこに存在していることに気付く」
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「人が完全な無になどなれるものか」

　スカーレットは吐はき捨てた。

「そんなこじつけは使う側の勝手な理り屈くつだ！」

「僕にとって都合がよければ、それで十分さ」

　言って、ドンは膝ひざをついた。

　立ち上がれず、四つんばいな恰かつ好こうになっているスカーレットの顎あごに指をやり、顔を近づける。

「姉上を殺さなかったのは、呪いを避さける意味だけではありませんよ」

　ささやきながら、唇くちびるを近づける。

　スカーレットは抵てい抗こうしようとするが、寸前で、ドンの顔はぴたりと止まった。

「冗じよう談だんですよ。僕は女性に興味がない。……たとえ、姉上でもね」

　くすっと笑い、立ち上がる。

「僕が好きなのは僕だけです。変態じゃない」

「……それだけ悪あく趣しゆ味みなら、十分に資格はあるだろう」

「プロポーズは半分本気だったんですよ」

　笑い、ドンは肩かたをすくめた。

「姉上は、この世で一番、僕と遺伝子が似ている人だから大切にしたいんだよ。僕の気持ち、分かってもらえないかなあ？」

「わかりたくもない」

「僕はこれでも、姫ひめを幸せに出来る王子だと思っているんだよ、ベル姫も、姉上も」

「なんの冗談だ？」

「我がソードラント王家の男子には代々、薬術の秘儀が伝えられているということを姉上はご存じでしょう？」

　言って、ドンはアヤメに、棚たなの薬を持ってくるように命じた。

「まさか……、おぬし！」

　スカーレットは血相を変えた。

　無造作に広げたドンの手のひらに小こ瓶びんが置かれ、アヤメは姿を消した。スカーレットにも、おそらくアヤメ自身にも、どこにいるのか分からなくなる。

　ドンは小瓶を開け、きれいな色をした液体を見つめた。

　うっとりとした笑えみを浮うかべながら、一言。

「姉上、人の心なんて、化学物質でどうにでも操あやつれるんですよ」






















「ロックっ!!」

　がばっ、と毛布を跳はねとばすようにして、ディアは目覚めた。

　気絶したという記き憶おくがない。どうして自分が部屋で眠ねむっていたのか分からず、ディアは顔をきょとんとさせた。

　クルスたちも、きょとんとしていた。

　包帯を巻いたそばから、血で赤黒く染まるほどの重傷を負ったディアが、まさか一時間もしないうちに平然と起きあがってくるとは思わなかったからだ。

「どこだ！　ロックは!?」

「……戻もどりましたけど」

「逃にげやがったのか！」

「いえ、勝負がついたので」

　ジョオの言葉に、ディアは顔を赤くした。

「俺は！　気を失ってただけだ!!」

「まあ、そういうことにしておきますけど」

「てめ！　どうして薄うすら笑わらいを浮かべやがる!!」

　よほど心配していたのか、クルスは目の淵ふちに涙なみだを浮かべていた。

「なんにしてもご無事でよかったです……」

「ご無事って誰だれがだよ？」

「頭は無事では済まなかったみたいですよ、クルスさま」

　ジョオが言うと、クルスはますます安心したように笑みを浮かべ、

「でも、そのほうがディアさんらしいです」

「おまえら、なにげに俺のこと、馬ば鹿かにしてねーか!?」

　すると、アイが毛布の上に置かれたディアの手をそっと握にぎってきた。

「……よかったです」

　言って、本当に嬉うれしそうな顔をする。

　けれど、笑顔をみせる彼女の額には汗あせが浮かび、髪かみの毛が数本張り付いていた。

　普ふ通つうの疲つかれ方ではない。

（心配、かけちまったな）

　申し訳なく思い、ディアは自分の身体からだを見やった。

　巻かれた包帯はどれも赤い。それを見た途と端たん、外れていた配線をつなぎなおした時のように、忘れていた痛みが一気にぶりかえしてきたのだ。

「ぐっ……！」

　痛みに身体を抱かかえ込み、思い出す。

　自分は、負けた。

　なぜか笑いがこみあげてきた。

「あっはっはっはっは！　うわっはっはっはっはっはっは！」

「おかしくなった!?」

　びっくりして思わず抱だき合うクルスとジョオに、ディアは言い放った。

「オレはドンをぶっ飛ばす!!」

「やっぱりおかしくなった～っ!!」

「違ちげーよっ！」

　ぼすっ。

　ディアは枕まくらを投げつけた。

　がすっ。

　ジョオの裏うら拳けんがディアの腹を打った。

「痛つぅ～！　てめー、なにしやがんだ！」

「これぐらいで悲鳴をあげる人が、なにを倒たおすつもりなんですか？」

「ドンだって言ってんだろ！」

「なにバカなこと言ってんですか、ディアさん！　そんな身体で何が出来るんです!?」

　心配しながらも、クルスは呆あきれた。

「まったく、あなたって人は魂たましいの底からバカなんですね！」

　ジョオは軽けい蔑べつするように呆れた。

「うるせ、バカバカ言うな！　怒おこるぞ!!」

「こっちこそ怒りますよ！」

　クルスは睨にらみ付けた。

　本当に、ディアの身体を心配しているのだ。

　しかし、ディアも負けじと睨みかえす。

「こんな痛みなんて、くそくらえだ！」

「なにを言ってるんですか！」

「ベルの痛みはこんなもんじゃねえ！　毒を盛ったのはドンだ、あいつなんだ！」

「……だから、なんだって言うんです？」

　ジョオは唇くちびるを尖とがらせていた。

「ドンがした。たしかにそうかもしれません。おそらくそうでしょう。でもだから？　ボクたちに何が出来るって言うんです？　ロックに負けたアナタが、ロックが逆らえないドンにどうやって勝つっていうんです？」

「うっせーよ!!」

　ディアは我が慢まんできなくなった。

「黙だまって聞いてりゃブスブスくすぶりやがって！　てめえら、ドンの手先かよ!?」

「失礼なこと言わないで下さい！」

「無茶な話だってことぐらい、俺だって分かってるさ」

「なら！」

「だったらサジを投げんのか？　敵かなわねえ相手には尻尾しつぽを丸めんのか？　違うだろ！　根こん拠きよなんていらねえんだ！」

　言って、ディアは拳こぶしを握った。

「そうしねえとベルは……、アイツは諦あきらめたまま終わっちまう。諦めるのが正しいって思ったまま人生が終わっちまうんだよ！　誰かが違うって言ってやらなきゃダメなんだ!!」

「でも、ディアさん」

「俺は死なねえし、負けねえよ!!」

　ディアは言い切った。

「……つきあいきれませんね」

　深く、ため息をついたのは、ジョオだった。

「根拠は必要です。なぜならボクたち人間は命を一つしか持ってなくて、それを大切にしなくてはいけないからです。無む謀ぼうな戦いを挑いどんで、無む駄だ死じにをしても却かえって姫ひめさまを悲しませるだけですよ。……ねえ、クルスさま？」

　クルスはすぐには返事をしなかった。

「……クルスさま？」

「ジョオ、ドンといえば、薬学の授業で、ソードラント王家には代々、薬術の秘ひ儀ぎが伝えられているって話をしてなかった？」

「それがどうかしたのですか？」

　クルスの意図がつかめず、ジョオは首を傾かしげた。

「姫に毒を盛ったのはドンだってことでしょう？　それはボクも否定しませんよ」

「だったらさ、スカーレットさんが何か知ってると思うんだ」

　はっ、とジョオが息を吞のんだ。

「スカーレットさんはドンに会いに行って、それで捕つかまったんだと思う。ドンを倒すのは無理でも、王宮に行って、スカーレットさんを助け出すことが出来れば」

「俺はドンを倒す!!」

　ベッドでキレる男がいた。

「妄もう想そう癖へきのある人はちょっと黙っといて下さい」

「んだとコラぁ！」

「それにジョオ、僕もベル姫とスカーレットさんを取り戻もどしたいよ」

「ですが、クルスさま……」

「そうだぜ、クルス。無理して俺に付き合うことはねえんだ」

　真ま面じ目めな顔をして、ディアは言った。

　意地を張っているのではない。

　クルスのことだから、自分の言葉を聞いて、無理をしているのではと考えたのだ。

「わかってないなぁ」

　肩かたをすくめて、クルスは口を尖らせた。

「わかってるさ、おまえにはお前の道があるだろう」

　はぁ、とクルスはため息をつき、

「ディアさんは何も分かってません」

「だから何がだよ!?」

「困ってる、助けてくれ、で、いいんでしょう？　こういう時は」

　言って、クルスは笑え顔がおになった。

「てめ……」

　返事につまったのはディアのほうだった。

　その言葉は、かつてクルスがどうしようもなく困り果てていた時に、自分が言った台詞せりふだったからだ。

　苦笑するにも照れて、ディアはムスッと眉み間けんに皺しわを寄せる。

「……ま、困ってることにしてやってもいいけどな。俺は心が広いしな。……けどクルス、勘かん違ちがいするなよ？　俺はひとりでも勝てるんだぜ！　実際!!」

「はいっ」

　くす、とクルスは微笑ほほえんだ。

「あー、むかつきます」

　がすっ、とジョオは裏うら拳けんをディアの腹に飛ばした。

「痛ってーな！　てめえ、なにすんだよ！」

「クルスさまが行く場所にボクは付いてくだけですから。付き合ってあげますよ」

　そっぽを向きながら、ジョオは言い、

「でも、実行するかどうかは、あなたの怪け我がの治り次第ですよ。あなたが化け物じみた回復力でも一週間はかかるでしょうし……」

「一週間？　冗じよう談だん言うなよ」

　ディアは肩をすくめた。

「こんなの、一晩寝ねれば直っちまうよ」







「よかった」

　ベルが王宮に戻った知らせを受けて、ドンは心から喜んだ。

「これで明日の式が出来るね」

　心から……、ドンは心の底から、ベルを指輪をはめ込んだマネキンとしか思っていないことを、ロックは思い知った。

　ドンの部屋を辞し、ベルの容態を知るために内ない宮くうに戻る。

（ねじり切れるものなら、奴やつの首をそうしてしまいたい……）

　そんな思いにかられて、ロックは首を横に振ふった。

（同罪ではないか、私も）

　新たな毒が入っていると知った上で、薬を姫ひめに吞ませてしまった。

（奴に生きる資格がないなら、私とてない）

　だが、この罪の意識すらもドンの奸かん計けいだったのではないかと思考を巡めぐらし、苦笑する。

（だったら、どうしたというのだ）

　もとより、ドンの謀はかりごとの前に、手も足も出なかったのだ。

　……ただ、悔くいだけがあった。

　道すがら、壁かべに飾かざられた絵のひとつひとつ、銅像についた傷、まっすぐに延のびた絨じゆう毯たんを見やり、そこで交わしたベルとの会話を思い出していた。

　どうすればよかったのだろうか。

　どうすれば、姫をこんな境きよう遇ぐうに遭あわせずに済んだのだろうか。

　なぜか、ディアとの闘たたかいが脳のう裏りに蘇よみがえってきた。

　──てめえは諦あきらめてるだけだよ！

　あの言葉が、胸に突つき刺ささって引き抜ぬけない。

（私は……、逃にげたのか？）

　戦せん闘とうには勝ったものの、言いようのない敗北感がロックの胸を占しめていた。

（そんなハズはない！）

　気付くと、ベルの部屋の前に着いていた。

　ちょうど部屋から出てきたばかりの医師に聞く。

「姫の容態は？」

「危険なところでした。あと一時間、処方が遅おそければ……」

「ありがとう、礼を言う」

「お薬のせいか、姫は興奮しやすい状態にあるので、会話などはお慎つつしみ下さい。眠ねむる薬を処方しておきました。しばらくの間、ご自愛なされれば身体からだも回復されるかと」

「苦労をかける」

　それ以上は告げず、ロックは医師を下がらせた。

「失礼します」

　部屋に入ると、ベッドに横たわるベルの姿が見えた。

　まだ薬は効いていないらしい。ロックの到とう着ちやくを知るや、ベルはまっすぐに顔を向けた。

「ごめんなさい、迷めい惑わくをかけて……」

「それはわたしのほうです」

「いいえ。勝手なことをしたのは、わたしです」

　途と中ちゆうで、ベルは言葉を切った。

　大きく見開かれた瞳ひとみに、無数の感情が浮うかぶ。

　一いつ瞬しゆん、なにか言いたげに唇くちびるが震ふるえた。

　その唇を嚙かんで、彼女は顔を背そむける。

　と、思ったが先、ベルは両手で顔をおおって泣き始めた。

「なんの恩返しも出来ませんでした！　迷惑ばかりかけてしまいました！　ごめんなさい。ロック、本当にごめんなさい!!」

　嗚お咽えつだった。

　声をあげ、涙なみだをこらえることもなく、子供のようにベルは泣いた。

「なにを言うのです、ご恩に報むくいられなかったのは私のほうです。禄ろくを食はみながら、王室を守ることが出来ませんでした」

「いいえ。滅ほろぶことで、国が守れるのなら、滅ぶこともまた王室の仕事なのです。でも、わたしはあなたから大切なお姉さんを奪うばってしまいました」

「姫のせいではありません」

「いいえ、いいえ、わたしが奪ったことに変わりはないのです。許してくださいロック、一〇年間ずっと思っていました。申し訳ないと、あなたに守っていただく資格など私にはないと」

「そんなこと、おっしゃらないで下さい！」

「母は……、母はわたしを産んだせいで病を重くしました。そのせいでシーリスは王おう妃ひになったのですから、わたしのせいなのです」

「悪いのは、命を奪ってまで目的を遂とげようとする輩やからです！」

　ベルを落ち着かせようと、ロックは彼女の腕うでを握にぎった。

　痛々しいほど、細い。

　自分の記き憶おくより、彼女がずいぶんと小さく見えたことに、ロックは心が引きちぎられそうな思いにかられた。

（ずっと前から蝕むしばんでいたのだ、毒は）

　そんなことも分からなかったのかと、鈍どん器きで殴なぐられたようなキモチになる。

（気付いていて、姫は耐たえていたのだろうか？）

　自分は姫の何を見てきたのだろうと思う。不ふ甲が斐いなさが悔いとなってこみあげてきた。

「ロック、お願いです」

「なんでしょう」

「生きていて……」

　言って、彼女は糸が切れるように意識を失った。

　眠り薬が効いたのだろう。

　これまでロックが見たこともないほど、感情を激しくさせたのも、あるいは薬のせいかもしれなかった。

（違ちがう）

　これまで、ずっと心の中に押さえ込んできただけだと、ロックは思った。

　この一〇年間、自分が姉を守れなかったことを悔くい続けてきたように、彼女もまた悔いを抱かかえていたのだ。

（……いや、比べられるはずもない！）

　ロックは大きく首を振ふった。

　すでに大人だった自分と、物心もつかない頃ころから、そんなことを思い続けてきた姫ひめのつらさが、比べものになどなるはずがない。

　どれだけ自分を責め続けたのだろう？

　そのことで泣くことすら、してはいけないと思ったに違いない。

　しまい込んで、しまい込んで、感情の出し方すら忘れてしまうぐらいに、彼女は言うに勝まさる思いを胸の中に隠かくし続けてきたのだ。

　手のひらにある、彼女の小さく白い手をロックは握りしめた。

（守りたいものなど、初めから一つしかなかったのだ！）

　そんなことに今さら気付き、ロックはディアの言葉を思い出した。

（悔いている暇ひまがあれば、諦あきらめるな！）

　できることはまだある。

　姫を救える可能性は限りなく少ない。

（でも、ゼロではない！）

　天てん秤びんが定まれば、あとは走り出すだけだった。
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　空から、音が降る。

　日に二回。ローラント市民は天秤宮の大だい鐘しよう楼ろうが鳴り響ひびく音で時を知る。

　尖せん塔とうの頂上にある鐘楼が高らかな音を奏かなでるのだ。

　朝の点鐘は、貴族たちに仕事の開始を告げるためのものなのだが、今日は違う。

　内ない宮くうの中心、国の重要な儀ぎ式しきを行う戴たい冠かんの間において、結けつ婚こんの儀式が行われることを告げる音だった。

　戴冠の間に並べられた椅い子すは、二つを除いてすべて埋うまっていた。

　貴族や街の有力者たち、そしてローラントに駐ちゆう在ざいする外国の文武官たちはもう席に着いて、談笑を交わしながら、式が始まるのを待っていた。

　玉座にある、二つの椅子だけが空いている。

　二人はまだ、それぞれの控ひかえ室にいた。

　ベルはもうウェディングドレスを着ていた。

　光こう沢たくのある織りだしの絹地の上に、白の刺し繡しゆうが一面に施ほどこされている。

　帯下からは細かく薄うすいレースの幾いく重えものひだが何段にも重なり、ふわりとおおらかに流れ落ちていた。

　しかし、花はな嫁よめの表情に喜びはない。

「はい、腕を出して」

　注射器を手に取った医師が、レースの手て袋ぶくろをまくり上げたベルの腕に、針を差し込もうとしていた。

　医師といっても、昨夜、ベルを見み舞まった主治医とは似てもにつかぬ若者である。

　今朝、謀む反ほんの罪で首を打たれた男がいた。

　姫の体調を慮おもんぱかり、ドンに式を延期するよう願い上げたことが処しよ刑けいの罪状だった。

　ベルの主治医は、もうこの世にいない。

　いま、ベルの腕に注射をしているのは、ドンがあてがった新しい医師であった。

「うっ……」

　痛みに、ベルは小さな声を漏もらす。

　しかし、その表情には力がない。

　痛みを声にする元気もないとばかりに、その顔はやつれ、青ざめていた。

　針を抜ぬいて、医師は告げる。

「殿でん下かの仰おおせの通り、強めの薬を打たせていただきました。吐はき気を催もよおされるかもしれませんが、くれぐれも殿下の大切な式を汚けがされることのなきよう」

　それだけを言い、医師は部屋を辞す。

　入れ替かわるように、ドンが現れた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだって聞いたけど、加減はどう？」

「はい……、平気です」

　声を出すだけで、ベルは脂あぶら汗あせをかいていた。

「朝食は食べた？　元気がなくても食事は摂とったほうがいいよ。食べないと身体に悪いからね」

　こくりとうなずくベルを見て、ドンは苦笑した。

　まだ、椅子から立ち上がれずにいるベルの顎あごに指をやり、くいっと持ち上げる。

　なにが愉ゆ快かいなのか、ドンは笑った。

「指輪の交こう換かんと、口づけと、何回か立ち上がる以外は座っていればいいよ。僕がイヤだから、教会で結婚するのはやめて、戴たい冠かん式しきとまとめたんだけど、今となってはよかったね」

　言って、しみじみとベルの顔を見る。

　美しくない娘むすめだ、とドンは思った。

（僕と似ていない）

　失望のため息をもらし、背を向ける。

「まったく、教会で永遠とわを誓ちかうなんて誰だれが作ったしきたりだろうね。永えい遠えんなんて誰が約束できるんだい？　心は石じゃないんだ。明日のことだって分からない。神の御み前まえで噓うそをつけって言ってるようなものじゃないか。気がしれないよ」

　言って、ドンはまたベルを見た。

　彼女の指にはめられたシルバーリングを見つめ、指輪のある右手をとる。

「この世には下らないしきたりが多すぎるよ。君だって、こんな指輪がなければ、こんな目に遭あわずに済んだのに」

「母の、大切な形見です」

　息を切らせながら、ベルは言う。
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「つまらないルールさ。王位や帝てい位いが順番で決まるなんて意味がなさすぎる。一番優すぐれた者がなるべきなのに」

　しみじみと、ドンは毒づいた。

「おかげで遠回りだよ。長男に生まれてれば、難なくソードラントの王おう冠かんが手に入ったし、ある血筋の者しか皇帝位に就つけないだなんて馬ば鹿か馬ば鹿かしい決まりがなければ、君をこんな目に遭わせる必要もなかった」

「殿下」

　まっすぐに見つめるベルのまなざしに、ドンはやれやれと肩かたをすくめた。

「わかってるよ。ローラントはローラントだけを守っていればいい。よその国とする戦争に連れていったりはしないよ。その分、税はかけるけど、弱い兵士を連れていっても足手まといになるだけだからね」

「もうひとつ、お願いがあります」

「ああ、ソードラントでは好きに暮らすといい。なんなら、ロックを連れて行くかい？」

「彼は、自由にしてあげてください」

　きっぱりと言うベルを、ドンは意外に思った。

「僕と差し違ちがえてまで君を守ろうとした男だよ？」

「それが、わたしの願いです」

「ふうん、ならいいけど」

　ドンは笑え顔がおで頷うなずいた。

「僕からは何もしない、約束するよ」







　ドンが正式なローラント王になるよりも数時間ほど早く、内ない宮くうの警備権が騎き士し団からソードラント進しん駐ちゆう軍ぐんに明け渡わたされていた。

　騎士団は、姫ひめを守る栄えい誉よはおろか、外げ宮くう、塔とう、内宮の守りにつくことも許されなかった。

　今日、王になるドンより、王宮にやってくる舟ふねを臨検、監かん視しせよという、実に気楽で屈くつ辱じよく的な任務を与あたえられていたのだ。

　彼らは口々に、本当に、この国が終わったことを悲しみあったが、白色のマントを着けた男が現れたとき、いっそうその思いを深くした。

　白色に金地の国章をあしらったマントは、ローラントにおいて、騎士団の指揮を執とる者のみが着けることを許されたものだった。

「閣下は内宮から出てこられたのか？」

「姫の花はな嫁よめ姿を見るのが忍しのびないのだ」

　騎士たちはささやきあった。

　桟さん橋ばしの先に立って、やってくる舟を監視することなど、おおよそ将軍、大臣の仕事ではない。

「閣下……」

　まるで新調したての鎧よろい姿も初うい々ういしい新兵のようなことを始めたロックの姿を見て、騎士たちは自分たちの非力さを呪のろいあった。

　とはいえ、ロックの顔に変わったところはない。鉄が錆さびること以外に表情を変えないように、鉄仮面閣下もいつもの無愛想を湖面に投げかけるばかりだった。

「…………！」

　その顔が、変化した。

　王宮に近づく、古びたゴンドラを見たときであった。

　舟には三人の少年と、一人の少女が乗っている。

「あの者たちは……！」

　カシスは手配書にあった名を思い出し、ロックに告げた。

「……………………」

　ロックの眼光は鋭するどくなっていた。

　カシスは緊きん張ちようをみなぎらせ、部下たちに命令一下、抜ばつ剣けんするよう準備をうながす。

　舟の舳へ先さきに立つ少年、ディアもロックの存在に気付いていた。

　視線を合わせ、不敵に笑う。

　ディアの表情にはもう、瀕ひん死しの影かげはない。

　おおよそ人族の限界を超こえた回復力に、カシスは戦せん慄りつし、昨夜の闘たたかいを見ていた騎士たちも驚きよう愕がくした。

　どんどんと舟は近づいていた。

　ロックはまだ指令を出さない。

　弓兵であれば百発百中で心臓を射い貫ぬける距きよ離りにまで近づいても、ロックはまだ声を発しなかった。

「閣下ッ！」

　カシスがうながす。

「……………………」

　それでもロックは命令を遅おくらせた。

　接近し、接近し、舟が桟橋を通りすぎ、王宮の門をくぐり、さらにまっすぐと奥へ進むまで、沈ちん黙もくを続けた。

　奥には、外宮に直接乗り付けられる船着き場がある。

　ロックは振ふり向いた。

「……王族殺害を企たくらむ反逆者が五名現れたと、報告しにいけ」

「四名の間違いでは」

　カシスは舟を見た。

　ディアとクルス、櫂かいを握にぎるジョオ、そしてアイ。たしかに四人だ。

「いや、五人だ」

　ぱさりと、白いマントが落ちた。

「私は宰さい相しようを辞やめる」

「閣下！」

　ロックは振り向くと、部下たちに聞こえるよう、声を張り上げた。

「私とおまえたちはもはや関係ない！　私はこれから、一個人としてドンを討うつ。おまえたちは指揮官不在を口実に宿舎に戻もどろうと、私を捕とらえて出世をするのも自由だ！」

　だが、カシスは真っ先に首を振った。

「ならば、その数を二〇〇〇と五と報告しなければなりませんな」

　そして、カシスの後ろにいた部下たちも次々に声をあげた。

「閣下が黙だまって、姫をあんな奴やつに渡すわけがないと思ってたんです！」

「そうか？」

　少しは愉ゆ快かいに思ったのか、ロックは珍めずらしく口元を緩ゆるませた。

「そうですよ！」「閣下は幼女趣しゆ味みに違ちがいないと前々から思っていましたから！」「自分もです！」「自分もであります！」「ついに本性を露あらわにされましたね！」

　ロックは落ちたマントを手に取った。

「指揮官への侮ぶ辱じよくは一等罪である。私がふたたびこのマントをはおったときにはしかるべき処しよ罰ばつが待っていると心得よ」

「おおおおおおおおおおおおおおおーっ！」

　騎き士したちは一いつ斉せいに拳こぶしを振り上げた。




　──この時まで、ロックが反逆をためらった理由は定かではない。

　当日の出来事を詳しよう細さいに記した文ぶん献けんは後世まで存在するのだが、内容は自由奔ほん放ぽう、豪ごう快かい苛か烈れつに富み、史料というよりは著者スカーレツトの創作に近く、一次史料には値あたいしないというのが、歴史家の統一した意見である。

　しかし、数字だけを見ると、反乱を起こすにはこの日しかないことが分かる。

　五〇〇〇対二〇〇〇。

　これがローラントにおけるソードラント進しん駐ちゆう軍ぐんと騎士団の兵士数の違いだった。

　しかも、この数字には占せん領りよう後、砲ほう兵へい以上の戦力を奪うばわれてしまった騎士団の打だ撃げき力りよく低下や、三倍のローラント兵を打ち破ったソードラント兵の屈くつ強きようさは含ふくまれていない。

　その上、ドンは自分が国王になるまでは、騎士団が街の治安を担当すべきであると謙けん虚きよなことを言い、五〇〇〇のほとんどを王宮に確保し、逆に騎士団は市内にばらまいた。

　これでは、いかな軍略家とて、暗殺以外にドンを倒たおす手段はない。

　しかし、この日よりソードラント進駐軍は国軍となる。

　それにより街の警備も進駐軍が担になうことになった。

　いまだ市民とは連帯感が生まれていないのだから、街に出す数は増やさねばならず、対して、任を解かれた騎士団は王宮に戻ることになる。

　二〇〇〇対二〇〇〇。

　とはいえ、それだけならば、朝の一番に蜂ほう起きしてもかまわなかったはずだ。

　なぜロックは、この時まで動かなかったのだろうか。

　ひとつだけ言えるのは、ロックという男はこれほどの怒いかりにかられても、決して個人的な激情だけで行動を起こすことはなかったということだ。

　謀む反ほんを起こすにあたっても、騎士たちの忠誠を確かなものとするため、彼らの不満が頂点に高まるまで、ロックは弓を引き続けていたのではないだろうか？

　ともあれ、矢は放たれた。

　騎士たちの怒りは、紙についた火のように燃え広がった。







　王宮に入るや、アイはディアに場所を変わってもらい、舟ふねの舳へ先さきに立った。

　目を閉じて、頭の左右についた獣けもののような耳に手をあてて、意識を集中させる。

　霊れい眼がん族は人族のような眼めや耳のほかに、精霊の姿を見る霊眼と、精霊の声を聞く霊れい聴ちようという器官を持っている。

　ぴくん、と霊聴が震ふるえた。

「…………スカーレットさんは、近くにいるそうです。尖せん塔とうの……」

　言いかけたところで、アイは耳を塞ふさいだ。

　戦せん闘とうが始まったのだ。

　怒れる火の玉と化した騎士たちは、運河を進むディアたちをあっという間に追い越こし、外げ宮くうを守るソードラント兵に襲おそいかかった。

　騎士と、ソードラント兵との間で激しい剣けん戟げきが交わされる。

　そこから生じる津つ波なみにも似た感情の波動を、霊聴に神経を集中させていたアイはまともに受けてしまったのだ。

　人族で言えば、気を失うほどの平手打ちを歯を食いしばる間もなく喰くらったようなものだ。

　アイはふらふらとよろめき、クルスに支えられた。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ごめんなさい、塔とうの上のほう……ぐらいしか分かりません」

「それだけ分かりゃ、十分さ」

　言って、ディアは船着き場に舟が着くのももどかしいとばかりに舷げんに足をかけた。

　そこへ、

「げはははははははははははは！」

　荒あら々あらしい声がし、騎士たちが吹ふき飛んだ。

　彼らが形成していた壁かべが破れ、丸太のような腕うでをもった大男が姿を顕あらわす。

「マズル！」

「ディアァァァァアアアアアア！」

　地鳴りのような唸うなりをあげ、視線の先に見つけたディアをマズルは手招いた。

「ワシと一対一さしで勝負しろ！」

「ほう」

　感心するように、ディアはうなずく。

「傷がどれだけ癒いえてるかも分からないのに……」

　袖そでをつかんで、クルスは止めようとする。

　微び笑しようして、ディアは言ってやった。

「戦えば分かるさ」

　舷を蹴けり、大きく跳とんで、ディアはマズルと同じ地上に立った。

「悪いが、おまえは眼中にねえ」

「ワシに三度の敗北はない!!」

　地鳴りのような足音をたてて、マズルはディアに突とつ撃げきした。

　腕には黒くろ鉄がねの錨いかりを打ち付けた籠こ手てをはめ、眼には荒あらぶる闘とう志しの炎ほのおがある。

　狼ろう藉ぜきでも、乱らん痴ち気き騒さわぎの乱らん闘とうでもない、三度目にして本気の勝負だった。

「があああああああああああああああっ！」

　風を巻くような、まさしく竜たつ巻まきのような拳こぶしが、真っ正面からディアの顔面めがけて叩たたき込まれた。

　ディアは避よけなかった。

　ただ、それを超こえる迅はやさの鉄てつ拳けんをマズルに撃うち込んだ。

「げ……はっ！」

　みぞおちにえぐりこまれた一いち撃げきに、マズルは悶もん絶ぜつし、崩くずれ落ちた。

　ディアは振ふり返りもしない。

　拳を握にぎりしめ、自分に力が戻もどっていることを確信すると、先を急いだ。

　と、だ。

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああん！」

　大きな泣き声がした。

　大の大人が奏かなでる、子供のような泣き声に、たまらずディアも振り向いた。

「なんなんだよ、おまえ！　堂々と勝負してくっからマシな奴やつかって見直してたら、これかよ!!」

「正面から打ち負けるなんて！　二度も！　二度も打ち負けるなんて!!」

「泣くなよ、それが勝負だろうが！」

「一度も負けたことがなかったんだ！　おれは!!」

　ばーか、とディアはくさした。

「下らねえことで威い張ばってんじゃねえよ、デカっ鼻」

「なんだとぉ？」

　鼻水まじりの声で、マズルはうめく。

「そんなの、これまでお前が戦ってきた相手が弱かったってことじゃねーか。強い奴と戦ってる男はなぁ、負けた数のほうが多いんだよ」

「っ!!」

　マズルの目の色が変わった。

「それでもメゲねえ奴が、ホントに強つええ奴なんだよ。それまで一〇〇回負けてたって、最後の一回、勝ってるほうが勝ちなんだ」

「……………………」

「わかったか、タコ」

　言って、背を向け、また走りだそうとすると、

「わかった[image: !!!!!]」

　鼓こ膜まくが破れるほどの返事が戻ってきた。

「鼻が戻ったら、また勝負してやっぜ」

　ディアは先を急いだ。
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「ここは僕が残ります」

　塔とうにさしかかったところで、クルスが言った。

「ディアさんは内ない宮くうへ行って下さい」

「残るって、塔の中だって、空っぽってわけじゃないだろうが」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　クルスは腰こしの剣けんを握る。

　瞳ひとみには、揺ゆるぎない決意の光があった。

「わたしも頑がん張ばります！」

　アイも訴うつたえた

「精せい霊れいたちも手を貸してくれています。だから、ディアさんはベルさんを助け出してください！」

　精霊を通して、人の感情を波のように感じ取れるアイは、昨夜、ベルを看病するあいだに、ベル自身も気付いていない想おもいに気付いていた。

（でも、この想いは勝手に伝えちゃいけない想い……）

　そう思い、アイはただ、ディアにベルを救い出して欲しいと願った。

　二人の決意はディアにも伝わった。

「……死ぬんじゃねえぞ」

　励はげますように言い、ディアはひとり走り出そうとした。

「あなたこそ、くれぐれも無茶はしないで下さいね」

　輪の外にいたジョオが、なにかを投げつけた。

　きらきらと輝かがやきながら弧こを描えがくそれを、ディアは受け取る。

「これは……！」

　ベルがしていたシルバーリングだと、すぐに分かった。

「たまたま手持ちの指輪に似たようなものがありましてね。昨日、彼女が連れていかれるときにすり替かえておいたんです」

「なにっ！」

　これにはディアも驚おどろいた。

「負けっ放しってのは悔くやしいですからね。いざとなれば、本物はこっちだって言い張って、王子がどっちを選ぶか見てやろうかと思ってたんですよ」

　さらりと言うジョオのふてぶてしさが、ディアには愉ゆ快かいだった。

「なんだよ、てめーもずいぶんと人ひと騒さわがせな奴じゃねえか」

「愛を弄もてあそぶ人は許せないんですよ」

　うそぶくように言いながら、ジョオの目は真しん剣けんだった。
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　塔の中はあっけのないぐらい人がいなかった。

　外げ宮くうでの戦せん闘とうを聞きつけたソードラント側の指揮官が、残る兵士を内宮の周囲に集結させたこともある。

　見た目には、ロック率いる騎き士し団が一気に内宮まで攻せめ込んだカタチになっていたが、それはただの背せ伸のびに過ぎず、戦局はまだ五分と五分だった。

「クルスくん、わたしに任せて下さい」

　上へ昇のぼる階段に、兵士が四人ほどたむろしていたが、戦いは始まる前に終わった。

　アイが石の精霊の名を呼び、両手で壁かべを叩たたくと、壁の石がとつぜん膨ぼう張ちようし、彼らを閉じこめたからだ。

　そして、アイは倒たおれた。

「うっ……」

　クルスはアイの肩かたをつかんだ。

「昨日から、力を使いっぱなしじゃないか」

「わたしは平気です」

　声は毅き然ぜんとしていたが、弱々しいまなざしを見れば、疲ひ労ろうはあきらかだ。

「なに言ってるんだよ。姫ひめさまやディアさんのために、何度も何度も精霊たちを呼び出していたのが分からないとでも思ったの？」

　昨日、アイは一いつ睡すいもしていない。

　生命いのちの精霊を呼び出して解げ毒どくを試みたり、精神の精霊に頼たのんで痛みを和やわらげてあげたり、二人の傷を癒いやすために、アイは絶えず力を使い続けていたのだ。

　霊眼は無限の力ではない。

　ダルダラとの戦いにおいて、眼めが完全に開いていた時ですら、力を使ったあとは昏こん睡すい状態に陥おちいったことをクルスは思い出した。

　精霊との会話──交霊には、精神力と、それに伴ともなう体力をすり減らす。

（ディアさんがあれほど元気になったんだから、相当に疲つかれているはず……）

「まだ、頑張れます」

「無理しちゃダメだよ」

「無理しますっ」

　怒おこるように、アイは言った。

「わたし、足手まといじゃありません。クルスくんの大事な使命の妨さまたげになったりしません。クルスくんが信じてくれるまで、わたし、無理しますっ！」

　きゅっと唇くちびるを結び、誰だれよりも一いち途ずな瞳ひとみをアイは向けた。

　よほど思い詰つめていたのだろう。目の淵ふちには涙なみだが浮うかんでいた。

「どうしたの？　そんなこと、僕は」

　クルスはびっくりした。

「わかります。クルスくん、特に前の村から、わたしのこと避さけるようになりました」

「えっ」

「後こう悔かいしているような感じでした。わたしといると、困っている感じでした」

「違ちがう……」

　言いかけて、クルスは口をつぐんだ。

（彼女に噓うそはつかないんだ！）

　決めたことだった。

　クルスは、彼女が他人の感情を察知する力に長たけていることを知らない。

　ただ、彼女を守ると決めたときに、自分に誓ちかった言葉だった。

　アイは、震ふるえていた。

　これまで人族から、ひどい目に遭あわされてきた彼女だ。旅に加わることがどれだけの緊きん張ちようを強しいることか、クルスは思った。

（人族を見るだけで、怖こわがったり怯おびえたりしても不思議じゃないのに……）

　アイはそんな顔をおくびにも見せなかった。

（僕の前では、いつも笑え顔がおだった）

　不安な顔ひとつ見せず、寂さびしがることもなく、いつも元気だった。

　違う。

（ふりをしていただけだ！）

　今になって分かる。

　心は、そんなに便利じゃない。

　そばにいたのに、そんなことにも気付かなかった自分を、クルスは強く後悔した。

（戦うだけが守ることじゃない……）

　肩をにぎる手に力をこめて、クルスはアイをしっかりと見つめた。

「ごめん……、でも、足手まといに思っていたわけじゃないんだ、本当だよ」

「えっ……」

　信じられない顔をして、アイが見つめかえす。

「りゃりゃりゃ、これは奇き遇ぐうだねえ！」

　声は、上階からだった。

　階段を駆かけあがると、そこはがらんとした空くう洞どうになっていた。

　一つの階がまるまる空洞になっていて、次の階へ上がる階段のほかは、椅い子すすらない。

　黒く焦こげた残ざん骸がいのようなものなら、そこかしこに転がっていたが……。

「燃やせるモノがなくなって、退たい屈くつしてたのよ」

　降ってくる声に、クルスは天てん井じようを見た。

　ひとり、巨きよ大だいなトカゲが張り付いている。

「あなたは……!!」

「そう怯えないでよ。初めて逢あった仲でもないんだし」

　言って、男は床ゆかに降り立つ。

　アウルス・ハンドラ。この街に続く峠とうげで戦った、赤せき蛇じや族の炎えん術じゆつ師しだった。

　そして胸に輝かがやく、剣けんと指輪の紋もん章しよう。

　ドンによって絶対不ふ可か侵しんの特権を与あたえられた、三禁士の一人である。

「本当に退屈だったわ」

　そう言って、ハンドラは耳の端はしまで裂さけた口を開いて笑った。

「マズルはあっちの宮きゆう殿でん、んでもう一人はそっちの宮殿、どっちでも戦いが始まってるのに、こっちはまるで無視されてたでしょ？　みんなにイジワルをされてるのかと思っちゃった」

　そして細く長い舌をのばし、左手の甲こうに輝く宝珠オーブをなめる。

「でも、今度は殺すわよ。だって同じ賞金は二度貰もらえないんだもん」

　くるり、と左手を回す。

　その途と端たん、ハンドラを囲むように炎が円を描えがいた。

　魔ま術じゆつの炎は、可燃物を必要としない。

　魔力が続く限り燃え続ける神秘の炎。

　揺ゆらめく空気ごしに、ハンドラの顔が不気味に歪ゆがんだ。

「人間って食べたことないんだけど、石焼きにしたら美味おいしいかしら？」

　ちりちりと熱を帯びた床石が靴くつ底ぞこを焼きはじめる音を、クルスは聞いた。






















　最初に行動したのは、アイだった。

「下がっててください」

　手でクルスを制し、自分がハンドラの前に出ようとする。

　その手をクルスはつかみ、アイを後ろに引き戻もどした。

「ジョオ、アイを守ってて」

「どうするつもりです!?」

　答えず、クルスは腰こしの剣を抜ぬいた。

（ディアさんから預かった剣……）

　違ちがう。クルスは首を振ふった。

（僕の剣だ！）

　すると、白銀の刀身に刻まれた、不可思議な紋もん様ようが淡あわい光を放った。

「へえ、成長したみたいね。剣を抜けるぐらいには」

　言葉に混じったハンドラの棘とげに、クルスは奥歯を嚙かみしめた。

　峠の戦いを思いだす。

（なにも出来なかった……）

　あのとき感じた、みんなを守れなかった悔くいが、じわじわと胸の中に蘇よみがえる。

（あんな思いは、二度としたくない!!）

　クルスは、剣けんを両手で握にぎりしめた。

「Ｇｅジーｎｕｓナス、Ｉｇイグｎｉｓニス!!」

　剣の刃やいばに炎ほのおが走り、空気を走る。

「無む駄ださ！」

　ぶわっ、と、マントが広がるように、ハンドラを囲んでいた炎が膨ふくらんだ。

　血のような赤が、クルスの火か焰えんの盾たてとなる。

　衝しよう突とつ、そして爆ばく発はつ。切り刻まれた炎が花火のように散った。

　クルスは紋章剣を前方にかざし、剣の持つ精せい霊れい抵てい抗こう力りよくで火の粉を散らす。

　だが、壁かべにぶつかった火焰は跳ちよう弾だんのように背後にいたアイとジョオを襲おそった。

「ジョオさん！」

　アイは跳とんでくる炎に手をかざした。

　受け止め、握りつぶす。

　熱さのほとんどは精霊が逃にがしてくれた。

　けれど、ほんのひとかけらでも残れば、それは激しい痛みとなる。

「…………っ！」

　アイは歯を食いしばって耐たえた。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　クルスが振り向いたが、アイは悲鳴をあげなかった。

　心配をかけたくないから、あげたくなかった。

「ふうん、そっちの娘むすめはアタシと同種らしいね」

　感心するような声をもらし、ハンドラは悠ゆう然ぜんと歩き出した。

　自分が作り出した炎の輪に足を踏ふみ入れる。

　しかし、顔には苦痛のひとつも浮うかべない。

「赤せき蛇じや族は火の霊に愛されている。だからアタシは炎と友達になれる。炎がアタシの身を焦こがすことも、灼やくこともない」

　平然と、ハンドラは輪の外に出る。

　自然と、クルスたちが後ろに下がった。

「これがどういうことか分かる？」

　クルスは答えずにいると、

「無敵ということよ！」

　ハンドラは宝珠オーブを白光させた。

　爪つめの先に火がともり、ハンドラが腕うでを旋せん回かいさせる。炎は命を持った蛇のように飛び出した。

（今だ！）

　すかさず、クルスは氷霊の名を呼んだ。

「Ｇｅジーｎｕｓナス、Ｇｌａグラｃｉｅｓキース!!」

　空気が氷結する音とともに、剣の周囲に無数の氷柱が出現した。

　氷は槍やりぶすまとなって、ハンドラめがけて襲いかかる。

　蛇じや炎えんと交こう錯さくし、爆発が起こった。

　一いつ瞬しゆんで膨れあがり、炸さく裂れつする水蒸気。

　クルスは剣をかざしたが、あまりの風圧に大人が赤あかん坊ぼうをあしらうように吹ふき飛ばされる。

　クルスは受け身すら取らなかった。

　ただ、剣を手放さないことだけを考える。

　部屋はもうもうと立ちこめる熱気で満たされていた。火と水から誕生したばかりの空気は焼けるように熱く、肌はだは悲鳴をあげる。

　蒸気は濃こく、ハンドラの姿はおろか、自分の手足すら見ることが出来ない。

　けれど、手のひらは剣を握りしめていた。

（考えろ……、考えるんだ！）

　クルスはただ、炎の盾にするために氷槍を放ったわけではなかった。

（ハンドラは……強い！）

　クルスは怖おじ気づいたわけでも、臆おく病びようにかられたわけでもなく、素す直なおにそれを認めた。

（でも、勝つのは僕です!!）

　ゆっくりと薄うすれてくる水蒸気は、戦いを中断させ、時間を稼かせぐための砂時計だった。

「視界を奪うばおうとは考えたね」

　声がする。

　クルスは居場所を探ろうと意識をこらしたが、部屋にはまだ爆発の残ざん響きようが満ちていた。

「でも、峠とうげで言わなかった？　アタシの炎ネイルフレイムは生きてるって」

　途と端たん、腕に激痛が走った。

　蛇炎が肌を焼いた痛みだった。

「ああっ！」

　悲鳴をあげたクルスに、残る四つの火焰が襲いかかった。

「クルスくんっ！」

　声を頼たよりに、アイが駆かけ寄る。

　止めるクルスを無視して、命の精霊の名を呼び、傷を癒いやそうとした。

　その間にも蒸気はだんだんと薄れて、ぼんやりと浮かぶシルエットから声がする。

「宝珠って何なのか、考えたことはある？」

「……………………」

　考えない日なんてなかった。

　クルスは、自分の手にある宝珠を見つめる。

　まだ、どんな能力ちからを秘めているのか、わからない宝珠を……。

「アタシはないわ。だって鈍にぶるもの。考えるから迷うのよ。ただ、力を信じればいいの。あると思えば、力は生まれるものだから」

　クルスは首しゆ肯こうも否定もせず、ハンドラが喋しやべるに任せた。

「魔ま法ほうって不便よね。次の呪文スペルを使うまでに時間がかかる」

（見み抜ぬかれた！）

　クルスは一気に呪文を解放した。

「Ｔｅｒテル─Ｇｅジーｎｕｓナス、Ｇｌａグラｃｉｅｓキース!!　Ｇｌａグラｃｉｅｓキース!!　Ｇｌａグラｃｉｅｓキース!!」

　それは氷撃に次ぐ、氷撃に次ぐ、氷撃だ。

　ハンドラが炎ほのおの壁かべを広げても粉ふん砕さいし、粉砕し、粉砕し、こじあけた穴に、

「Ｇｅジーｎｕｓナス、Ｇｌａグラｃｉｅｓキース[image: !!!]」

　とどめの槍を叩たたき込んだ！

「くっ!!」

　炎の向こうから、ハンドラの声が聞こえる。

　途端、塔とう全体が軋きしむような爆ばく発はつが起こった。

「Ａｅエアｒｉｓリス！」

　アイは大気の精せい霊れいを呼びだした。

　たちまち彼女の周りに空気が渦うずを成して、盾たてとなる。

　盾は広がり、クルスやジョオを守った。

　しかし、それがアイの限界だった。

　ぷつん、と糸が切れるように全身の力を失うと、近くにいたジョオに支えられる。

　風の渦は消しよう滅めつし、部屋中に立ちこめる水蒸気と混ざった。

「アイ！」

　叫さけび、クルスは彼女のもとに駆け寄ろうとしたが、立ち止まり、蒸気に煙けむる前方を見つめた。

　ごくりと、息を吞のむ。

　勝負はついたと思っていたのに、むしろ背筋はぞくぞくと震ふるえていた。

（まだだ……）

　クルスは剣けんを握にぎり直した。

「……限界について、キミは考えたことがある？」

　声がした。

　薄れる蒸気の向こうから、ごうごうと唸うなりをあげる炎の音が聞こえる。

　それは、寒々とした風の吹きすさぶ空の音と似ていた。

「ハ、ハンドラ……！」

　クルスは息を吞む。

　氷の槍やりは、ハンドラの身体からだを貫つらぬくどころか、炎の壁を突つき崩くずすことすら出来ていなかった。

　さらに灼しやく熱ねつを増す炎は、青白く変へん貌ぼうしている。

　ハンドラを囲む火の輪は、地じ獄ごくにあるといわれる業ごう火かのごとく燃え立っていた。

　近づくことすらかなわない。

　それどころか肌はだの焼ける感覚に、クルスは二歩、三歩、たじろいだ。

　なのに、ハンドラは依い然ぜんとして平然と、白炎の中に立っている。

　赤せき蛇じや族についた炎の精霊の守護の強さに、クルスは戦せん慄りつした。

　炎の向こうで、ハンドラが笑う。

「……命の限界、肉体の限界、心にだって限界はあるわ。精霊の力は無限だっていうけど、物質は温度で姿を変える。氷は水になって、水は蒸発する。でも変わらないものがこの世には一つだけあるの。わかる？」

「……炎！」

　気付き、クルスは叫んでいた。

「そう。キミがどれだけ凄すごい氷霊を招しよう喚かんしても、低温には限界がある。神だって絶対零れい度どは超こえられない。けれど炎は違ちがうの、高温には限界はない。炎の力こそ、無限なのよ!!」

「…………っ！」

　クルスはさらに後ずさる。

　それほどに凄すさまじい炎気だった。

「クルス……くんっ」「クルスさま」

　すぐ背後で、二人の声がした。

　壁の近くまで下がってしまったせいだった。

　アイも、ジョオもひどい様子だった。

　肌は煤すすけ、爆ばく風ふうを受けるたびに髪かみも乱れて悲ひ惨さんなことになっていた。

　先に笑ったのはジョオだった。

「彼女を連れて逃にげて下さい。僕が時間を稼かせぎます」

　ジョオが言った。

「生きて帰ります」

　クルスは首を振ふった。

「無理だよ！　なにで戦うって言うのさ！　武器も、魔法も使えないジョオが！」

「信じてください」

　それだけをジョオは言う。

「わたしが残ります」

　声をあげたのはアイだった。

「無理ですよ」

　ジョオはきっぱりと否定した。

「その体力じゃ盾にもなれない。ボクのほうが確実です」

「使命がないのはわたしだけです！」

　胸に手をあてて、アイは訴うつたえた。

「クルスくんも、そしてクルスくんを助けるジョオさんにも、ちゃんとした使命があります。ないのはわたしだけです。だから、生き残るのはお二人です」

「三人一いつ緒しよだ！」

　クルスは叫んだ。

「生きるのも、死ぬのも一緒だ」

「聞き分けのないことを言わないでください！」

「決めたんだ！」

　そして、クルスはアイを見た。

　言いかけたままの言葉があることを思い出して、彼女につぶやく。

「ごめんね」

　クルスにそんなことを言われ、アイは泣きそうになった。

　違うんだ、とクルスは否定した。

「いっぱい無理させて、いっぱい不安にさせてごめんね。でも、嫌きらいになったわけじゃないんだ。無責任なことをしたんじゃないかとか、申し訳ない気がしたんだ……」

「そんなこと、ありません」

　ふるふると、アイは首を振った。

「クルスくんの側そばにいるだけで幸せでした。無理なんてしてません。今だってそうです」

　きっぱりと言った。

　疲つかれは隠かくせないのか、声は頼たよりなかったが、笑え顔がおが輝かがやいていた。

　炎ほのおの向こうでハンドラは、にやにやとした笑みを浮うかべて、三人を見ている。

　彼が一いつ瞬しゆん、その気になるだけで、魂たましいすらも焼き尽つくされてしまう──そんな状じよう況きようで、アイは幸福を疑わなかった。

　疑おうにも、彼女の心は満ちていた。

　愛の永遠をアイは信じていたから。

　それは時間の長さではない。

　命の尽きる瞬しゆん間かんまで、想おもいを貫くことが出来れば、それは永遠なのだ。

　そう、アイは確信していた。

「僕も、そうだよ」

　言って、クルスは背を向けた。

　一歩、ハンドラに近づく。

　灼しやく熱ねつを超こえた灼熱が、クルスの肌はだをあぶった。

「後こう悔かいはしないことにしたんだ」

　言って、耐たえる。

「だから、答えは出さない。一緒にいることも、みんなを守ることも、諦あきらめない！」

「それはずいぶんと虫のいい考えだね」

　肩かたをすくめるハンドラに、クルスは答えた。

「理想だもの。虫がいいぐらいでいい！」

「それはそれで幸せな死に方だね」

「僕は死なない！」

「言ってなッ！」

　叫さけび、ハンドラは五本の爪つめから蛇じや炎えんを放つ。

　轟ごう々ごうと燃えさかる白炎すらも平然と貫つらぬく熱のかたまりが、クルスを強きよう襲しゆうした。

　もはやそれは炎ですらない。

　熱によって気化した分子が、さらなる熱によって原子に解かい離りし、それをさらに超える高温によって原げん子し核かくと電子すらもバラバラとなった状態。

　プラズマだ。

　クルスはそれを一身で受け止めようと考えた。

「Ｇｅジーｎｕｓナス、Ｇｒａグラｖｉヴイｔａｓタス!!」

　重力の精せい霊れいが、白蛇を次々とからめとり、刀身へと引き寄せた。

「その程度の知ち恵えで勝つ気だったのかい！」

　ハンドラはあざ笑った。

　プラズマを受け止められる金属など、この地上には存在しない。

　そのことをハンドラは知っていたからだ。

　もちろん剣けんが耐えうる温度など、とっくに超えている。

　いかな紋もん章しようの力に守られているとはいえ、剣は悲鳴をあげるように軋きしんだ。

「っっっっっ！」

　痛みはクルスも同じだった。すでに剣を握にぎる皮ひ膚ふは焼けていたかもしれない。

　あとは剣の持つ精霊力と、それを引き出すクルスの精神力の勝負だった。

「一緒に耐えて！　霊王!!」

〝造作もない〟

　それは、アイだけに聞こえた声だ。

　初めて聴きくような、それなのに懐なつかしくも感じる声が、霊れい聴ちように響ひびく。

　わずかに開いた霊眼が、姿を見た。

　クルスの背に、巨きよ人じんが立っていた。

　身をかがめ、両りよう腕うでを回し、クルスを包み込むようにして、彼の持つ剣に手を添そえる。

　ふっと、クルスは身体からだが軽くなった気がした。

「なにっ!?」

　ハンドラは絶句した。

　クルスの剣が、蛇炎を吸い取ってしまったからだ。

「だぁぁぁぁぁあああああああああああ！」

　クルスと霊王は、プラズマを受け止めた剣を四本の腕で掲かかげると、大きくそれをハンドラに撃うち返した。

「うわあああっ！」

　ハンドラは白炎の壁かべを全開にしたが、どれほど厚みを増やしたところで、プラズマの前では泡あわのようなものだ。

「ぎゃあああああああああああああああ！」

　引きつるような悲鳴があがり、それを爆ばく発はつが搔かき消した。

　霊王がいなければ、爆風だけでクルスたちの身体は粉々になっていただろう。

　事実、床ゆかの半分は上も下も突つき破られ、残った石壁もあぶられたスルメのように凸とつ凹おうにひしゃげていた。

〝油断するなよ〟

　霊王が言う。

　霊聴を持たぬ人族には聞こえるはずもない声である。

　けれど、クルスはこくりと頷うなずき、意識を集中させていた。

　次の呪文スペルはもう決めてある。

「や……やるじゃないか……ハハッ！」

　煙けむりの向こうから、声がした。

「でも、炎ほのおじゃアタシは殺せないよ」

「ハンドラ!!」

　しかし、爆発で吹ふき飛ばされた彼の身体は、溶とけた壁と融ゆう合ごうして、肩から先しか動かせないようになっている。

　すさまじきは赤せき蛇じや族を守護する炎霊の強さだった。

　だが、もはや壁となる炎えん陣じんは消しよう滅めつしている。

　クルスは呪文を解放した。

「Ｑｕｉクイ‐Ｇｅジーｎｕｓナス、Ｇｌａグラｃｉｅｓキース!!　Ｇｌａグラｃｉｅｓキース!!　Ｇｌａグラｃｉｅｓキース!!　Ｇｌａグラｃｉｅｓキース!!　Ｇｌａグラｃｉｅｓキース!!」

　アイの霊眼に、玻は璃りよりも透すき通った肌はだをした女性が見えた。

　乙女おとめたちはハンドラを囲むように姿を顕あらわすと、手に手に冷たく鋭するどく光る氷の槍やりを出現させる。

　乙女たちは、最後の最後まで自分たちを信じてくれたクルスのために、今度こそは頑がん張ばろうと思った。

　これまでの怒いかりを晴らすがごとく、氷ひよう槍そうをふりかぶり、突き刺さし、突き刺し、突き刺し、突き刺し、突き刺し、突き刺し、突き刺し、突き刺し、突き刺し、突き刺し、突き刺し、突き刺し、突き刺し、突き刺し、突き刺し、突き刺し、突き刺し、突き刺し、突き刺した。

　壁は穴だらけとなり、ハンドラも同じことになった。

「た……助けてくれ!!」

　最後の乙女が槍を手にしようとしたところで、ハンドラは両手を合わせて懇こん願がんした。

「今さら、命いのち乞ごいなんて！」

　ジョオは声を荒あらげた。

　しかし、クルスは剣を下ろし、

「…………もう、人殺しはしませんか？」

「しない、しないよ！」

「本当ですね」

　確かめるようにうなずくと、クルスは下ろした剣を鞘さやに納めた。

「クルスさまっ！」

「行こう、スカーレットさんを助けるほうが先だよ」

「クルスさまは甘いです！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　と、クルスはジョオの背中を叩たたき、アイを起こすと、階段へ歩き出した。

「……ほんと、甘いよね」

　壁と融合していたハンドラが、誰だれにも聞こえない声でつぶやいた。

　すると、白い宝珠オーブがちろりと炎をあげた。

　クルスたちが気付いた様子はない。

　爪つめは二本ほどなくなっていたが、三人を焼き殺すには十分だった。

「愚おろかにも死ぬがいい！」

〝おまえがな〟

　むろん、ハンドラにその声は聞こえていない。

　ただ、彼は、己おのれの胴どう体たいを貫つらぬく一槍の氷柱を見た。

　最後の乙女から槍を奪うばった、霊れい王おうによる一いち撃げきだった。

「だっ、騙だましたな……っ！」

　それがアウルス・ハンドラの絶命となった。

〝それほどのズルさがあれば、よかったのだがな……〟

　霊王は、階段に消えていくクルスを見やり、肩かたをすくめるような仕草をした。

　甘すぎる、と思った。

　しかし、とも思った。

　霊王は愉ゆ快かいな気分になった。

　頼たのまれたわけでもないのに、命を救った自分も、クルスのことを言えないと思ったのだ。

〝すぐに答えを出すこともあるまい。

　アイツが諦あきらめぬ………………、限りはな〟
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　走るディアは、尖せん塔とうからの爆ばく発はつ音を聞いた。

（二度目だ）

　しかも、衝しよう撃げきは一度目の比ではない。

（クルス、大丈夫か？）

　心配になり、ディアは、別れ際ぎわのクルスの瞳ひとみを思い出した。

　しかし、とって返している暇ひまはない。

　すでに内ない宮くう前では戦せん闘とうが始まっており、宮きゆう殿でんに迫せまるディアの前にも、山脈のような筋肉をした兵士たちがそれぞれに抜ばつ刀とうし、一列横隊を組んで襲おそいかかってきた。

「負けるかよ」

　ディアは宝珠に意識を込めた。

「とびきりの幻げん視しを喰くらわせてやるぜ！」

「馬ば鹿かか、貴様は─────────!!」

　ロックが発はつ勁けいして、ディアを背後から吹ふき飛ばした。

「痛いってーな！　あにすんだよ!!」

「無む駄だに力を使うなと、昨日、教えただろうが!!」

「教えたぁ？」

　思わず、ディアは口をぽかんと開ける。

　と、ロックの背後に、津つ波なみのごとく迫った抜刀隊の姿が見えた。

「ロック、後ろだ！」

「わかっている」

　振ふり向きざまに、発勁。

「覇ハァ──────────────ッ！」

　それはまるで、高波が浜はま辺べで砕くだけるような一いつ瞬しゆんだった。

　吹き飛ばした兵士が次の兵士にぶつかり倒たおし、その兵士がまた兵士を倒れさせていく。

　一撃三さん倒とう、いや十倒の発勁だった。

　それでいて、ロックは息ひとつ乱したところもなく、またディアを向く。

「肌はだ身みに覚えさせただろう、なにも考えずに戦ってると自じ滅めつすると」

「あー、思い出した思い出した、教師が生徒を殴なぐる蹴けるしたあげく、授業料に血ち反吐へどを吐はかされる、とんでもねえ夜間学校だったっけ」

　ロックはため息をついた。

「……まったくボランティアだな」

「はぁ？」

「行け、ドンのところへ。コイツらは私が相手にする」

　言って、ロックは肩かた越ごしに背後を指さした。

　抜刀隊の兵士たちが、再び、隊列を組み直し、今度は慎しん重ちようにじりじりと攻せめ掛かかろうとしている。

「おまえは？」

「戦いの指揮を執とらねばならん」

「いいのかよ、俺がドンのヤツを倒しちまうかもしれねえぜ」

「そんな期待はしておらん。あとで私も行く」

「俺も期待はしねーよ」

「死ぬなよ」

「貴様もな」

「無駄だ！　おまえらはどこにも逃にげられん!!」

　気付くと、抜刀隊は二人を囲んでいた。

　ロックは笑いもせず、

「逃がしておいたほうが身のためだと私は思うが」

「さっきのはまぐれだ！」

「そうか、ならば貴様らにも授業をしてやらねばな」

　ロックは刹せつ那なで相手のふところに飛びこむと、一いち撃げき十倒の発勁を発動、人間山脈の一角を崩くずした。

「悪わりいな！」

　ディアはその道を駆かけ抜ぬけた。







　尖塔の爆発音は戴たい冠かんの間にも轟とどろいていた。

　あまりに近く、激しい音に、参列者たちは今が厳げん粛しゆくな儀ぎ式しきだということも忘れて立ち上がり始めた。

　誰だれも彼もが何事かとざわめき始め、会場は騒そう然ぜんとなる。そんな中、ベルはただうつむいて、純白のウェディングドレスの布をぎゅっと握にぎりしめていた。

　ベルは驚おどろきはしなかった。むしろ、恐おそれていたことが始まったという顔をしていた。

　幾いく夜よも、幾夜も悪夢で見ていた光景だった。

　大切な人たちが、命を落としていく。

　やめて、お願いだから戦わないでと、夢の中でベルは叫さけぶのだが、誰も戦いをやめようとはしない。

　やがて、ロックやディアが、物言わぬ骸むくろとなって転がり、たった一人、自分だけが生き残る。

　誰も守れずに、生き残る……。

　何度、そんな夢を見て目覚めたことだろう。

「殿でん下か……」

　ベルはドンを見やった。

　ドンも同じく、驚いた顔をしていなかった。

　椅い子すに深く腰こしを下ろしたまま、顎あごに手をやり、すべてを見通しているような顔で、

「姫ひめが僕の妻になれば、奴やつらも目を覚ますよ」

「はい」

　ドンの言葉に、ベルははっきりとうなずいた。

　それは自己犠ぎ牲せいなのかと聞かれたら、彼女は黙だまって首を横に振ふるだろう。

（みんなを死なせずに済むのなら……）

　ベルは自分を一人だとは思っていなかった。

　ロックや彼の部下たち、そしてディアや街の人々、みんなの愛を感じていた。

　愛だけが、ベルを満たす宝石でありドレスだった。

　靴くつや馬車の数では決してない。

　ドンがどれほどの豪ごう邸ていや宮きゆう殿でんをプレゼントしたところで、ベルにしてみれば、幽ゆう霊れいになって墓場で過ごすようなものだった。

　けれども、みんなのためなら出来ると、ベルは思った。

　皆みなのために命を捨てる勇気こそ、高貴な身分に生まれた者の使命だとベルは信じていた。

（シーリスが、そうだったから！）

「では、結けつ婚こんの宣せん誓せいを……」

　神父がつぶやいたときだ。

「させるか────────────────────────────────ッ！」

　凄すさまじい叫びと、馬車も通れるほどの扉とびらが二枚、吹ふき飛ばされて床ゆかに落ちる音に、みんなは振り返った。

「うわぁ」「きゃああああ！」

　悲鳴をファンファーレに、ディアが飛びこんできた。

「ベル!!」

　だが、ドンは少しの動どう揺ようも見せない。

　椅子に深く腰を下ろしたまま、そばにいた部下に、視線でサインを送る。

「ディアさんを殺さないで!!」

　訴うつたえるベルに、ドンは優やさしく声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　剣けん士し隊が動いた。

　彼らは壇だん上じようにあがり、ベルを取り囲んだ。

　一人は頭を押おさえ、一人は肩かたを押さえ、一人は剣を抜き、彼女の肌はだに刃やいばを寄せた。

「てめえ……ッ!!」

　ディアの顔が怒いかりで満ちる。

「さて、どうする？」

　満足げに微笑ほほえむドンを見て、ディアは吐はき捨てた。

「……けっ、つまらねえ脅おどしだな！　殺す気なんかハナからねえくせに！」

「たしかにナイよ。でもね……」

　剣士の一人がベルの腕うでをつかみ、そっと刃の先に差し出した。

「腕の一つぐらい、なくなっても生きるには問題ないだろ？」

「……………………ッ!!」

　ディアは絶句した。

「僕は、腕のない彼女でも愛せる。キミは違ちがうのかい？」

「てめえが愛してるのは血だろうが！」

「キミもだろ？　アバロンの道を目指すには必要なものだ」

「アバロン？　これのことかよ」

　ディアは吐き捨てるように言い、ポケットから何かを取り出した。

「なん、だと？」

　ドンが鼻白んだそれは、銀の指輪だった。

　皇こう帝てい家の指輪は、表面には何の意い匠しようも施ほどこされてはいない。

　この世で最も純じゆん粋すいな血統を意味するシルバーリングだ。

　裏側には、祖父である皇帝の名と、皇帝家の紋もん章しようが刻まれているものの、死し刑けいさえ恐れなければ、いくらでも模造できる代しろ物ものである。

　ゆえに、わざわざ持ち出す噓うそにしては、説得力がなさすぎた。

　ドンが目でうながすと、剣士がベルの指からシルバーリングを抜ぬく。

　内側には、皇帝家の紋章が刻印されてはいなかった……。

「だから、どうした？」

　ドンは笑った。

「脅しにもならぬよ。貴様を殺して手に入れればよいだけのことだ」

「それはどうかな？」

　ディアも笑った。

　けれど、目にはこらえようもない怒りが宿っていた。

　指輪。

　こんなものがベルの人生を縛しばり付けた。

　許せなかった。

　納得がいかなかったし、認めるわけにもいかなかった。

「あいにく俺は、指輪の価値も、皇帝の価値も分かんなくてな。コイツがベルを悲しませてるモンなら、ブッ壊こわすだけなんだよ!!」

　叫さけび、指輪を握にぎりつぶした。

「貴様……ッ！」

　ドンの顔が初めて余よ裕ゆうをなくした。

「なにをしたのか分かっているのか！」

「知るかよ、馬ば鹿か」

　手のひらでぐにゃりと潰つぶれた指輪をディアは見つめた。

　ベルがしてくれた話を思い出し、さらに握り潰す。

　そして、顔を上げて彼女を見た。

「大事な形見を壊しちまった。悪い」

「いいえ！」

　ベルは首を大きく振ふった。

「あと、俺はコイツをぶっ飛ばす。それ以外におまえとみんなを助ける方法が思いつかねえ」

　言って、親指で鼻を弾はじくと、ディアはベルに告げた。

「腕がなくなっても、俺が一生責任取るから覚かく悟ごしてくれ！」

「はいっ！」

　迷いなく、ベルはうなずいた。

「面おも白しろい」

　ドンの口元に、再び笑えみが浮うかんだ。

　椅い子すを、ゆっくりと立ち上がる。

「殿でん下か！」

　そばに控ひかえていた副官が駆かけ寄った。

「奴やつをあなどるな」

　冷静に、ドンは言った。

「ロックごときに、マズルとハンドラが倒たおされたとは思えん。禁士を倒すような奴を相手に出来るのが僕以外にいるのか？」

「わたしども、命を賭かけて殿下を！」

「おまえらの命に価値などあるものか」

　言い捨てて、ドンは階段に足をかける。

「ちょうど他国の賓ひん客きやくもいることだ。皆みなの前で、僕が絶対不ふ可か侵しんだということを見せつけるのもいい。僕に逆らおうだなんて勘かん違ちがいを起こす愚おろか者を、生み出さないためにもね」

「勘違いはてめーだろ」

「一いつ瞬しゆんで殺されるのと、じわじわと殺されるのと、どっちがいい？」

「趣しゆ味みが悪わりぃんだよ、おまえは!!」

　叫び、ディアは飛びかかった。







　スカーレットは両手両りよう脚あしに鎖くさりをかけられ、壁かべに磔はりつけられるカタチで、拘こう束そくされていた。

　足首に巻かれた包帯が赤黒く染まっている以外は外傷らしい外傷はない。

「よかったです、ご無事で！」

　最悪の事態を想定していたクルスは、笑顔すら見せて、駆け寄った。

　鎖を外そうと彼女の肌はだに触ふれる。

　途と端たんに笑みは凍こおり付いた。

「すごい熱ですよ、スカーレットさん!?」

　まるで火を噴ふきそうなほどの熱さだった。

　スカーレットは返事をするのもつらい、といった様子で、笑みを浮かべた。

　高熱は夜から続いていたのだろう。全身は汗あせみずくになっており、憔しよう悴すいが見て取れた。

　クルスは急いで鎖を外し、彼女を自由にする。

「すまぬが、ナイフはないか？」

　朦もう朧ろうとした顔つきで、スカーレットは言った。

　ジョオが皮むき用でよいかと聞くと、スカーレットはうなずき、受け取ったナイフを、

　自分の腿ももに突つき立てた。

「なっ!?」

　クルスもジョオもアイも、スカーレットが高熱でおかしくなったと思った。

「やっ、やめてください！」

「驚おどろかせてすまぬ」

　スカーレットは笑顔を見せた。

　ますます三人はスカーレットがおかしくなったと確信した。

「おかしな薬を処方されてな。これぐらいの痛みがないと、今は正気が保てないのだ」

　言って、スカーレットはディアのことを訊たずねた。

「ドンと戦ってます」

「なんだと!?」

　スカーレットは立ち上がろうとして、すぐによろめき、膝ひざをついた。

　切られた腱けんの痛みの鋭するどさに、スカーレットは歯を食いしばる。

「無理をしないで下さい！」

「そうしたいのは山々だがな」

　スカーレットはアイを見た。

　アイもまた、憔悴している。

　ここに来るまでに相当の無理をしたに違ちがいないことは、顔を見るだけで分かった。

　それでも、スカーレットは頼たのんだ。

「すまぬが、精せい霊れいを呼び出してはくれぬか？」

「スカーレットさん！　アイはもう……」

「一ひと太刀たちでいい。それだけ走れる足が欲しいのだ」

　言って、スカーレットは叫さけんだ。

「でなければ、ディアはドンに敗北する!!」






















　龍りゆう族ぞく武術は奔ほん放ぽう苛か烈れつ。

　稲いな妻ずまのような踏ふみ込みで相手の懐ふところに飛びこみ、嵐あらしのような連打を加える。

　身体からだは半はん身み、相手に対する体面積を狭せばめることで守りを捨て、ひたすらに打だ撃げきを加える剛ごうの拳けんだ。

「ほう」

　ドンは横に跳とび、皮一枚の差で攻こう撃げきをかわすと、そばにいた衛兵から、剣けんを奪うばいとり、ディアに向き直った。

「剣こつちの腕うではどうなんだい？」

「見てえかよ」

　ディアは幻げん視しを光らせ、宙に出現した剣をつかんだ。

　そして、切り結ぶ。

　ドンは貴族らしく──剣の心得があった。

　式に招かれた賓ひん客きやくは、脱だつ出しゆつを許されないカタチで壁かべ際ぎわに留め置かれている。

　その中央で、ディアとドンは激しい剣けん戟げきを交わした。

　打ち鳴らされるたびに鳴る剣音は打楽器のようでもあり、相手が進めば下がり、退ひけば踏み込むステップはダンスのようでもある。

　呼吸を合わせたかのように打ち合う二人の剣けん闘とうは、まるで王子と王女の舞ぶ踏とうを見るようだった。

　むろん、これは舞踏ではなく剣闘なのだから、そこには噓うそがある。

　命をかけた戦いにおいて、五分と五分という状じよう況きようは有り得ない。必ず差はある。どちらかが四九であり、五一なのだ。まったくの対等があるとすれば、それはどちらかが手を抜ぬいているということだ。

　相手に合わせているのは、ドンだった。

「てめえ、なんのつもりだ！」

　ディアは素す早ばやい突つきを放った。

「誉ほめてあげるよ、いい腕だ」

　ドンはさらりと身をかわし、わざとディアの足もとに一いつ閃せんをくれた。

　ディアは体勢を変える。

（体勢が崩くずれれば剣の軌き道どうも数パターンしかなくなる……）

　ドンはほくそ笑えんだ。

　攻撃が分かれば回かい避ひもしやすく、無む駄だな力も使わない。腕わん力りよくにおいてはディアに遥はるかに及およばないドンが、対等に戦える理由であった。

（剣術は、頭の戦闘だ）

　突くか、凪なぐかの二つしかない剣技は、他の武術に比べて〝読み〟の要素が強く、そこがドンの好みとするところだった。

　そして、わざと戦いを長引かせている理由は他ほかのところにあった。

「キミのことはだいたい把は握あくできた」

「なにっ」

　耳を疑うディアに、ドンは告げた。

「僕の部下にならないか？」

「なに言ってんだ？　てめえ!!」

　ディアは激しい剣打を加えた。

　しかし、ドンに冗じよう談だんを言っているつもりはない。

「僕はいい王になるよ」

「ふざけるな！」

「キミは戦乱を望んでいるのかい？」

「どういう意味だ」

「大陸の戦乱をおさめるには皇こう帝ていが必要だ。誰だれでもいいってわけじゃない。人の上に立つ器うつわが必要だ。僕には器になれると確信している。それを妨ぼう害がいするキミは、神を殺したブレスと、どれほどの違ちがいがあるんだい？」

　ディアの素す性じようを知って、口にした言葉ではなかった。

　だが、そんなことはディアの知ったことではなく、ブレスという名はディアを爆ばく発はつさせるにはこれ以上ない火薬となった。

「神になったつもりか!!」

「信じてはいないがね。この大陸には神よりも皇帝が必要だ」

「てめえじゃなくてもいい！」

「僕ほど優すぐれた人間はいないと思っている」

「うぬぼれか、始末に負えねえな」

「才能は特権ではなく義務だ。優れた人間はその力を世のために使う義務がある」

「ベルの命はどうでもいいのか！」

「キミを新しい禁士に任じよう。マズルかハンドラ、それとも両方を倒たおして来たのかい？　それは僕に対する反逆となるが──優れた人間には特別な権利がある。それぐらいはかまわないさ。キミにも絶対不ふ可か侵しんの特権をやろう。なにをしようと、どんな罪を犯おかそうと、僕の国では自由だ」

「ベルの命はどうでもいいのか!!」

　逆上するディアに、ドンは不思議そうな顔をした。

「いったい、キミは僕の何が気に入らないんだい？」

「全部だっ!!」

　叫さけび、ディアが振ふり下ろした剣けんを、ドンは軽々と受けた。

　しかし、ディアの剣力はそれを超こえていた。

　あっさりと、ドンの剣を叩たたき折ってしまったのだ。

　折れた剣先が、床ゆかを滑すべる。

「神だろうが皇帝だろうが、目指したきゃ目指せよ。……でもな！」

　ディアもまた剣を捨て、拳こぶしを握にぎりしめる。

「自分てめえの目的のためなら、他人ベルの人生を台無しにしてもいいってことには、ならねえんだよ!!」

　ドンが半分になった剣をふるう。

　ディアは横よこ蹴げりをくれて、ドンの手から剣を弾はじき飛ばした。

「くっ……！」

「決着つけようぜ」

　言って、ディアが大きく踏ふみ込み、ドンを拳の射しや程てい距きよ離りに入れた。

　そのときだ。

　スパァ、と一筋の剣光が走った。

　服を裂さき、背中を切って生じた裂け目から、噴ふん水すいのように鮮せん血けつが散った。

　ディアの手に剣はない。

　ディアを仕留めるために、虚きよから飛びだした影人族シノビの剣でもない。

　暗殺剣を阻そ止しするために飛びだしたスカーレットの刀が、虚から現れた影人族を斬きったのだ。

「────────！」

　斬られたときですら、影人族は声をあげなかった。

　ディアの背中を斬るはずだった剣が虚こ空くうを切り、彼女は床に倒れる。

　スカーレットがいなければ、間ま違ちがいなくディアを斬っていた距きよ離りだった。

　それほどの間合いに近づかれていたにもかかわらず、なんの気配も感じなかったことにディアは驚おどろき、拳を止める。

　そしてスカーレットもまた、一ひと太刀たちが限界だった。

　足首の痛みがぶりかえし、床に膝ひざをつく。

「どうして、わかった？」

　睨にらみ付けるドンに、スカーレットは言った。

「剣を抜ぬこうとする刹せつ那な、姿が見えた」

「馬ば鹿かな！　影人族は心を消せる！　気配を完全に断てる!!」

「そんな人間がいるハズなかろう」

　言って、スカーレットは影人族を見やった。

　背中を斬ったときに、頭ず巾きんの結び目を切ってしまったらしい。黒くろ髪かみが露あらわとなっていた。

　邪じや魔まにならぬよう、髪かみは短く切りそろえられていた。けれども、見せぬ髪をきれいに梳すいてあるところに少女があった。

「……………………！」

　それでも、彼女は剣を握ろうとしていた。

　おびただしい血を流しながら、床をはいずりながら、剣を握ろうとする。

　瞳ひとみは、深い夜の色をした瞳はドンを見ている。

　ただ一いち途ずに、ともしびのように儚はかなくなった命を散らして、彼の命を守ろうとしていた。

　少女のその姿を──、スカーレットは、受けた使命をただ機械のようにまっとうしているだけとは思わなかった。

　思えるはずがなかった。

「おぬしの命が危なくなった瞬しゆん間かん、彼女の姿が見えた。その意味が、わかるか？」

　ドンは馬鹿にされたような気がし、薄うす笑わらいで答えた。

「出で来き損そこないだったということだろう？」

「てめえがだ！」

　ディアの拳がドンの頰ほおをえぐった。

　軽くドンはふっとばされ、くるくると床を転がった。身に着けた金属が石とこすれる音がし、口からぽたりと血をこぼした。

　それでも、笑えみは消えていない。

　フフフ、と漏もらしていた息は、ハハハと声になり、戴たい冠かんの間に響ひびくほどの大たい笑しようへと変わった。

「なにが……おかしいんだ」

「いや、それだけの強さを身に着けるのに、キミはどれほど辛つらい目に遭あってきたのかと思ってね。ついおかしくなった」

「負まけ惜おしみか？」

「いいや、憐あわれんでるのさ。キミが、あまりにも可哀かわい想そうだから」

「はぁ？」

　ディアは耳を疑った。

　自分が憐れまれる理由が分からない。

「だってそうだろう？　キミが死にものぐるいで身に着けた力は、たったの一いつ瞬しゆんでこの僕に追い抜かれるんだ」

　しん……。

　戴冠の間は静まりかえった。

　憐れむような目をしているのは、賓ひん客きやくたちのほうだった。

　尻しりもちをついた姿で、苦し紛まぎれな戯ざれ言をまくしたてるドンを、哀あわれに思っていたのだ。

　けれど、ドンはどこまでも正気だ。

「黒こく龍りゆう族を知ってるかい？」

「知るかよ」

　知らぬはずがない。

　今こそ呪のろいで人族の姿となっているが、他ほかならぬディアこそが黒龍族の生まれだった。

「龍族の中ですら恐おそれられた種族だ。性さがは凶きよう暴ぼう、行は残ざん忍にん、生まれながらにして、岩を砕くだくことが出来るという……」

「ただの作り話だ」

　ディアは言い捨てる。

　実際、長々と聞いていたい話でもなかったので、さっさと黙だまらせようと思った。

「我が王家に伝わる薬術には、骨を取り込むことで、その種族の力を我がものと出来る秘ひ儀ぎがあってね」

「なん……だと？」

　おぞましい予感に、ディアは息を吞のんだ。

　ドンは、一ひと粒つぶの薬を取り出す。

　小指の爪つめほどもない、ちっぽけな丸薬だった。

「これが黒龍族の骨を煮に詰つめて作った龍骨だ。小さいだろう？　でも、これで十分なんだ」

「……どうやって、龍族の骨を手に入れた？」

　あはっ、とドンは笑った。

「黒龍族の骨を一〇〇人分も手に入れるには僕も苦労したよ。戦って勝てる相手じゃないからね、内輪で殺し合わせるのには苦労した」

「てめえ────────────ッ！」

　ディアが飛びかかるよりも、ドンが丸薬を吞のみ込むほうが先だった。

　びくん、とドンの身体からだは痙けい攣れんし、倒たおれるように膝ひざをついた。

　ぶわっ、

　ドンの身体が、鎧よろいを身につけたみたいに膨ふくらんだ。

　ディアは一瞬、殺気が見せる目の錯さつ覚かくかと思い、すぐに首を振ふった。

（違ちがうッ！）

　間違いなく、ドンの身体は一回り大きくなっていたのだ。

　さなぎの殻からを破り、大きな羽根を広げる虫のように、ドンの皮ひ膚ふは鱗うろことなり、牙きばとなり、角となり、尻尾しつぽとなり、みるみると見覚えのあるそれに変へん貌ぼうしていった。

（呪いで人族の姿に変えられる前の自分──！）

　黒龍族の姿に。
















　ドンの変貌に、広間は騒そう然ぜんとなった。

　剣けん士したちはざわめき、賓客たちは悲鳴をあげ、ホールを声で埋うめ尽つくした。

「だあああああああああああっ！」

　叫さけび、裂れつ帛ぱくの気合いでディアはドンの眼前に飛びこんだ。

　放つのは龍身打だ突とつ。一の拳けん、二の拳、三の拳、すべての拳が見事に決まり、最後に跳んで離はなれるための横よこ蹴げりまで軽々と命中した。

　一いち撃げき、一撃に、マズルを倒すほどの力がこもっている。

　相手が人間ならば、必勝は間違いのない連続攻こう撃げきだった。

（だが──！）

　そうはならないことをディアは知っている。

　表情にも、身体にも、ドンの全身のどこにも、痛みを受けたという気配がなかったのだ。

「今のは……手を抜ぬいたのか？」

　訊たずねるように、ドンは言った。

　頭を揺ゆらすと側頭部に生えた、たてがみのような角が揺れた。

　左右にそれぞれ三本ずつ。

　角の数が黒龍族の力を表すことを、ディアは知っていた。

　ぞくり、と、身の毛のよだつような戦せん慄りつが背筋を駆かけ抜けていくのが分かった。

（怯おびえてる──俺が？）

　それが兄、ブレスと同じ本数だったことを思い出し、ディアは首を振った。

「どうした、震ふるえているのか？」

　ディアは答えない。

（だからどうしたっていうんだ。今の俺は負けねえ。絶対に負けねえ！）

　喋しやべるエネルギーすら失いたくない。それほどの気持ちで、構えを取った。

　それすらも兄に教えてもらったものだと思い出しながら。

「ふっ」

　ドンは、単に息をついたのか、ディアをあざ笑ったのか。

　ただ、目にも留まらぬ速さでディアの眼前に迫せまると、右みぎ腕うでを無造作にふりあげ、それを受け止めようとしたディアの身体ごと、天てん井じように吹ふき飛ばした。

　天井といっても、三階建ての建物が入るぐらいはある広間である。

　ちょうどそれぐらいの高さから人が落ちたぐらいの衝しよう撃げき、いやそれ以上の勢いで、ディアの身体は天井に叩たたきつけられた。

　衝撃だけで、そばにあったシャンデリアを吊つるための留め具が外れるほどの力だった。

「が……はっ！」

　うめいて、床ゆかに落ちる。

　そのディアの身体を、落ちてきたシャンデリアが押おし潰つぶした。

「ディアさん！」

　壇だん上じようにいたベルが駆けだそうとし、剣士たちに羽は交がい締じめにされた。

「放して！　放してくださいっ！」

　果たしてベルの叫びは届いているのか──、

　シャンデリアから飛びだしていたディアの腕うではぴくりとも動かない。

　今度は足の具合を確かめようとしたドンは右足をふり、大人一人分の大きさはあるシャンデリアを蹴り飛ばした。

　むろん、汗あせの一つもかきはしない。

　ディアは倒れたままだった。

「立てよ。これで終わる気じゃないだろう！」

　ドンはまるでうさぎの首根っこでもつまみあげるように片手でディアを吊り上げると、ぐるりと一いつ旋せん、肩かたを回して、壁かべに向かって投げつけた。

「がはっ！」

　壁へき面めんに人ひと型がたが付くほどの衝撃だった。

　ちょうどそばでは、スカーレットを追ってクルスとジョオが入ってきたばかりだった。

「ディアさん！」

　壁に十じゆう字じ架かのような跡あとを残し、前のめりに倒れていくディアを、クルスは支えに飛びだした。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ平気だ。ちょっと気絶してただけだ」

「なにが平気なんですか！」

「まだ、戦える」

　言って、ディアはクルスを突つき飛ばした。

　力がない。

　よろめいたのはディアのほうだった。

「ちょっと、やべえかもな」

　ふふっ、と笑ってみせる。

「強がってる場合じゃないですよ」

　クルスはディアの手を握にぎった。

　なにも起こらないので、さらに強く握る。

　そして、自分の宝珠オーブが何の反応も示さないことに失望した。

「どうして……！　ダルダラのときは輝かがやいたのに!!」

　ちろりと、呼こ吸きゆう炎えんをあげるだけの宝珠を、クルスは握りしめた。

　悔くやしさともどかしさに、拳こぶしが震えた。

「ありがとな、クルス」

　ディアは笑ってみせた。

「えっ」

「まだ俺が勝つと思ってんだろ？　だから、そいつも余よ裕ゆうぶっこいて、居い眠ねむりしてやがるんだ」

　と、クルスの青い宝珠を目で指した。

「まかせとけよ」

　言って、ディアはふざけるように、クルスの額をちょんと突いた。

「ヤツに勝てねえようじゃ、俺はアイツブレスを超こえられねえ。ベルを守れねえようじゃ、フィオナを死なせた頃ころと何も変わらねえ。だからオレは負けねえ！」

「話の長いヤツは嫌きらいなんだよ！」

　たったの一足。

　数十メルトルの距きよ離りを、ドンは一足で跳とんで、ディアの懐ふところに飛びこんだ。

「だッ！」

　正面からの突きを放つ。距離などないに等しい正せい拳けん突づきだ。外しようがなかった。

　なのに、ドンの拳はディアの身体からだをまっすぐと突き抜ぬけ、空に泳いだ。

「かわした!?」

　ディアはバックステップを踏ふんで、広間の入り口に退のいた。

　そして踵きびすを返し、ディアはドンに背を向けて遁とん走そうした。

「あばよ」

「ええっ!?」

　みんなの目が、点になった。
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　怒いかりをむき出しにしたのはドンだった。

「ふざけるなッ！」

（ふざけてんのは、てめえの力だろ！）

　口の中で毒づき、全力で廊ろう下かを走る。

　すぐにドンが追ってきた。

「バラバラにしてやるッ！」

　龍りゆう身しん変化したことで、龍族の闘とう争そう本能がじわじわと彼の心を侵しん蝕しよくしている……。

　一歩、二歩、瞬まばたきの間にディアの背に追いついたドンは、力任せの拳を振ふるった。

　ディアは一いつ瞬しゆんだけ振り向くと攻こう撃げきを受け流し、ドンの拳力を横に逸そらした。

　ドンの腕は壁に叩たたき込まれ、粉々にした。

　その隙すきに、ディアはまた逃にげる。

　受け流しただけなのに、ドンの拳に触ふれた腕うではびりびりと震ふるえていた。

（まともに当たったら、勝負にならねえ！）

　力ではどうやっても敵かなわないことを、ディアは素す直なおに認めた。

　しかし、戦いを諦あきらめたわけではなかった。

（外に出れば……！）

　まっすぐに延のびた廊下の向こうに小さな光が見えた。遠い、まだ遠い。

　ディアは見境のなくなった馬のように両りよう脚あしをブン回した。

　それでもドンが喰くらいつく。

　拳をかわそうと身をひねったところに、ドンの回し蹴げりが命中した。

「しまっ……！」

「馬ば鹿かがッ！」

　ドンは足を思いきり振りきった。

　ディアの身体はボールのように吹ふき飛んだ。

　二転、三転、床ゆかを滑すべるようになってもなお、勢いは止まらず、ディアもまた、くるくると転がる身体を止めようとはしなかった。

　ドンは豪ごう語ごした。

「無む駄だなあがきと言ったろうが！」

「見くびんなよ」

　言って、ディアは立ち上がった。

　よろよろとふらついてはいるが、両の拳には力があった。

　太陽の光が、彼の全身を照らしていた。

「クルスが教えてくれたのさ、コイツを使えば、てめえに勝てるってな！」

　ディアの宝珠オーブが赤熱した。

「幻げん視しッ！」

　雨あま粒つぶが大地を叩きはじめるときのように、石いし畳だたみに次々と黒点が生じた。

　点からはコウモリが生まれ、ドンをめがけて飛び立った。

　それは百連、二百連発の黒い矢だった。

　コウモリたちは流星のような弧こを描えがき、ドンの身体を手当たり次第に喰らいついては爆ばく発はつした。

　爆ばく煙えんにドンの身体が吞のみ込まれてからも、次々と次々と次々と止まることのない突とつ撃げきが加えられる。

　爆発が爆発を生み出し、ディアすらもよろめくほどの地鳴りを呼んだ。

「──────ッ──────────！」

　嵐あらしの中でドンは絶ぜつ叫きようした。

　声すら爆音に吞み込まれる。

　空気を震ふるわせる程度の感情など、ディアの幻視の前では意味を成さなかった。

　ただ、彼が生み出した力の前に、大地は震え、揺ゆれ、轟とどろく。

　コウモリと爆ばく弾だん──、有り得ない組み合わせでも幻視なら生み出せることを教えてくれたのは、昔の敵ダルダラだ。

（やったか──？）

　それでもディアは油断をせず、爆発が収まるのを待った。

　外に出たのは、幻視を使うためだった。

　黒龍族となったドンを倒たおすためには、天てん井じようも床も吹きとばしかねない攻撃が必要だった。

　そのために、敵前で逃とう亡ぼうするふりをして、ドンをおびき出したわけだが。

「…………ハ…………ハハ…………ハ……」

　爆発の中から声がした……気がした。

　それは、錯さつ覚かくではなかった。

「ハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　大地を揺さぶるほどの笑い声がし、爆煙が消し飛んだ。

　爆発を爆発が吹き飛ばしたのだ。

　破は壊かいされ、焦こげ尽つくされた石畳の上に、傷だらけのドンが立ちつくしていた。

「ディア、君は強いな！」

　ドンはボロボロになった鱗うろこを払はらった。

　傷だらけの鱗はぽろぽろとはがれてゆき、そのあとから、みるみると新しい鱗が生まれ、成長し、もとの姿をもった。

　さらにみずみずしくもある。

　全知全能。

　ドンは生まれてこれまで感じたことのない高こう揚よう感かんの中にいた。

「だが、僕はもっと強い!!」

「ほう」

　子供のような興奮を声に漏もらしている自分に気付き、ディアは苦笑いを浮うかべた。

（まったく、あと一いち撃げき喰らったら、死んじまうかもしれないのによ！）

　それが、黒こく龍りゆう族なのだ。

　跳とび、ドンは一気に距きよ離りを詰つめる。

　もはやそれは互たがいの肉体が持つ、根元的な反射神経の差だった。

　ディアの眼めが〝跳んだ〟と気付いた瞬しゆん間かんにドンはもうディアの懐ふところに飛びこみ、胸ぐらをつかんでいた。

「もう、逃にげられんぞ！」

「るっせええ！」

　ディアは頭ず突つきを喰くらわした。

　瞬間、手の力がゆるみ、その隙すきにディアはドンの腕うでをふりほどく。

　そうはさせじと、ドンはもう片方の腕を繰くり出した。

　大きく身を反り返らせて、ディアはその拳こぶしを避よける。

　ドンの拳はディアの身体からだを突き抜ぬけ、虚むなしく空を泳いだ……と、誰だれもが思った。

　拳が、飛んだ。

　肘ひじから先がロケットのように飛んでいったわけではなかった。

　拳から、弾だん丸がんのようなものが飛び出して、まっすぐに地面を打ち砕くだいてしまったのだ。

「なっ……？」

　他ほかならぬドンが驚おどろいた。

　周辺では、まだ騎き士し団の戦いが続いていた。

　ディアは叫さけんだ。

「てめえら、逃げろ！」

　黒龍族の能力は、ドンよりも知っているディアである。

　今の技わざが、ただのまぐれではなく、黒龍族ならば、三本尖角スリーホーンの黒龍族ならば、何度だろうと、何回だろうと繰り返せる代しろ物ものだということを知っていた。

（霊れい気きを飛ばせるようになりやがった！）

　霊気とは、精霊の根源である。

　精霊は物質を結びつけ、あるいは結び目をほどく力を持っている。

　風は種を運び、水が命を育はぐくみ、炎ほのおはそれを燃やし、土へと還かえる。

　精霊とは、霊気がカタチを成したものだ。

　赤せき蛇じや族のハンドラが炎を思うままに操あやつったように、獣じゆう人じん族──獣けものの容姿を持った人族は、生まれながらにして精霊術師の能力を持つことが多い。

　黒龍族もその一つだ。

　ただ、扱あつかえる力が、火力とか水力といったものではなく、原子そのものだというだけのことである。

「ひゃあああああああアアアアアアアッ！」

　突とつ然ぜん、気味の悪い声をあげ、ドンはディアに打ち掛かかった。

　体を半はん身みに、嵐のような連打。

　龍身打突──、まさしく龍族の類たぐい希まれなる拳けん力りよくが放つ鉄拳のラッシュである。

　ロックが断言したように、龍身打突が古今無む双そうの武技といわれる所以ゆえんは、一いち撃げき一いち撃げきに、霊気がこもっているからだ。

　打撃されればもちろんのこと、かすめたところで霊気がぶつかり、下がって逃げても拳が跳ぶ。

　触ふれられるたびに、びりびりと電流のような痺しびれがディアの身体を襲おそった。

「くっ……！」

「どうだ！　どうだ！　どうだ!!」

　ドンは新しい玩具おもちやを手に入れた子供のように猛もう打だをふるう。

　知らずと全身は、無理な力を抜いていた。

　背筋を伸のばし、肩かたを上げず、腰こしを落として、両りよう脚あしをしっかりとつく。

　体を沈しずめれば沈めるほど、足底から霊気が螺ら旋せん状に上がってくるのが分かった。

　身体の力を抜くのは、霊気の通り道を作るためだ。

　誰に教えられたわけでもなく、本で読んでいたわけでもなく、本能的に身体が動いていた。

「これが……黒龍族の力なのか!!」

「幻げん視しっ！」

　目くらましの閃せん光こうを放ち、ディアはドンから離はなれた。

　直ちよく撃げきを一打も受けたわけでもないのに、身体はバラバラになってしまいそうだった。霊打を受けたせいだろう、内臓がかき回されたように気持ち悪く、意識が朦もう朧ろうとなる。

「離れても無む駄だだッ！」

　ドンは飛拳を放った。

　飛ひ翔しようする拳──霊気の拳が弾丸のように飛んで、着弾点を破は壊かいする。

　弾丸というより砲ほう弾だん。

　石いし床ゆかは鉄球を落としたときのように亀き裂れつを走らせ、爆ばく発はつのように吹ふき飛んだ。

「ハハ！　ハハハハハ！　愉ゆ快かいだ！　僕は愉快だよ！　わかるかい、ディア！」

　四方八方やぶれかぶれに飛拳を飛ばす。

　視力は拳力ほどではないらしく、閃光から視界を取り戻もどせていないドンの視線はディアを追えていなかった。

　だが、それが何だというのだろう。

　内ない宮くうとその周囲の広場は、打ち砕かれ、吹き飛ばされ、粉々にされ、みるみるうちに一〇〇〇年の風雪を経て廃はい墟きよと化した古城のごとき姿に変わり果てていった。

「ディアさん！」

　後を追って走り出し、やっとのことでクルスは玄げん関かんにたどりついた。

　壁かべに手をつき、荒あらい息を吐はきながら、焦あせる気持ちでディアの姿を捜さがす。

　いない。

　内宮前は広場のようになっており、視界は開け、柱や銅像といったものはあれど、身を完全に隠かくすようなものは置かれていなかった。

　それなのにディアの姿は、ドンの周りはおろか、目に入るすべてに見つけられない。

「まさか……！」

　恐きよう怖ふに、クルスは声を震ふるわせた。




　むろん、ディアは死んでなどいない。




　巨きよ大だいな鷹たかを幻視し、その足をつかんで、天高く舞まい上がっていたのだ。

　左手には、剣けん。

　なによりも強い鋼はがね──溶よう岩がんの中から生まれたと云いわれる真鉄の剣を異眼視イメージした。

　空に舞ったのは、地球の力を借りるため。

　重力と一体化し、その吶とつ喊かん力で黒龍族ドンの身体からだを──ぶったぎるのだ。

　鷹から手を離し、ディアは自由落下した。

　真鉄の剣を振ふりかぶり、ドンの頭頂に狙ねらいを定める。

　意識の中で裂れつ帛ぱくの気合いを発し、ディアは剣を振り下ろした。

「無駄だと言ったろう？」

　刃ははざくりと手のひらをわずかに切り込むところで止まった。

　真鉄は、ドンの手刀がまっぷたつにした。

「なッ……！」

「おかえり」

　ドンは言い、もう片方の拳こぶしをディアのみぞおちにえぐりこませた。

「がはッ……！」

　ドンは吹き飛ばされるディアの姿を見やりもしない。

　両手を広げ、真鉄で刻まれた傷口がみるみるうちに塞ふさがれていくのを見、その力に酔よいしれた。

「まるで大地が僕に力を貸してくれてるようだ！　いや、僕がこの星そのものなんだ!!」

　錯さつ覚かくだが……、間ま違ちがいではなかった。

　霊れい気きとは精霊の源、万物の素もとである。

　大地を走る霊脈とは、生命の流れそのものだ。

　それを、ドンは無む尽じん蔵ぞうに吸い上げているのだ。

「見ろ！　見ろ！　僕の力を！　みんな、見るがいい！　最高だよ！　僕は最高だ!!」

　人々は誰だれも彼も、先を争うように逃にげ出していた。

　兵士たちはすでに、戦せん闘とうを止めていた。

　自分たちの戦いなど、ドンの力の前では何ほどのものにもならない。

　ある者は呆ぼう然ぜんと立ちつくし、またある者は固かた唾ずをのんで見守り、逃げ出す者もいた。

「止まらない！　すごいぞ！　僕の力は止まらないんだ!!」

　ドンは両手を頭上にかざし、大地から集めた霊気を、天に還かえすようにしていた。

　それは炎ほのおのようにめらめらと揺ゆらいでいたが、雷らい気きのように紫し電でんをまとい、人ひと魂だまのように重い光を放ち始めていた。

　足もとが、悲鳴をあげるように割れる。

　地割れが起こった。

　大地が、ドンの要よう請せいに耐たえきれなくなっていた。

　亀裂は稲いな妻ずまのように走り、王宮の外がい壁へきまで延のび、外壁を崩くずし、湖へと到とう達たつする。

　陥かん没ぼつを起こした場所に水がなだれ込んだ。

　内宮前の一帯は、沈ちん没ぼつする島か船のような有様に成りはてていた。

「く……くっ！」

　歯を食いしばって、ディアは目覚めようとしていた。

　ぱっくりと割れ、半分が水没した石床の上に倒たおれている。

　身体がバラバラになるよりも先に、意識が飛んでしまいそうだった。

　唇くちびるを嚙かみ、拳をぎゅっと握にぎりしめる。爪つめを自分の肌はだに突つき立てるようにして、ディアは意識をつなぎとめようとした。

　立ち上がろうと、足に力を込める。

　感覚がない。

　見ると、右足の膝ひざから下が、有り得ない方向に曲がっていた。

「こんな……時に！」

「せっかくだ、くれてやるよ貴様にな！」

　ドンは頭上に集めた特大の霊気を、ディアにめがけて投げ落とした。

　だが、恐怖はなかった。

　霊気に身体を灼やかれるよりも先に、

「ディアさああああああああああああん！」

　クルスが飛びこんでくるよりも先に、

　自分の意識が切れてしまうことが分かったからだ。

　逃げろ、とクルスに言おうとしたが、言えたかどうかは永遠に分からなかった。






















（ここは──！）

　ディアが目覚めたのは、見たことのある場所だった。

　何層にもわたる半はん透とう明めいな壁へき面めんを、不可思議な紋もん様ようが飾かざっている。

　紋様の一つひとつは絵のようでもあり、記号のようでもあり、文字のようでもあり、どれでもないようにも見える。

　そして、それらに意味がないこともディアは知っている。

　身体からだは真っ逆さまに、底知れぬ暗くら闇やみに向かって延びてゆく奈な落らくの井い戸どを落ちていく。

　井戸の底で誰だれに会えるのかすら、今のディアは思い出していた。

「本屋っ！」

『それが私の名か』

　彼女の声がした途と端たん、空は鮮あざやかな夕焼けとなった。

　気付くと、廃はい墟きよの中にいる。

　振ふり向き見上げると、城のがれきなのか、砕くだけて地面に刺ささった壁かべの残ざん骸がいの上に、少女がひとり、なにをするわけでもなく足をブラブラとさせている。

「オレに何の用だよ」

　言うと、黄昏たそがれた空に足を投げ出していた少女は、ひらりと飛び降り、ふくらはぎまで包むロングスカートをふわりとさせた。

　愛くるしい顔だちに、涼すずやかな目をしている。

　見た目は幼いが、中身は別。そういうことだと、ディアは思った。

『なかなか、おまえがわしの名を呼ばぬからな、困ったときは呼べというのに』

「暇ひまな本屋だな」

『手を貸してやろう』

「いらねえよ」

　背を向け、手だけをひらひらと挨あい拶さつさせると、ディアは歩き出した。

『どこへ行くというのだ、わしの空間で』

「てめ、最悪のキャッチセールスだな。言うこと聞くまで帰れないのかよ」

『おまえに死なれてはわしも困る。ブレスを追ってもらわねばな』

「言われなくても追うさ」

『どこへだ？　目覚めれば身体が消しよう滅めつしているかもしれんというのに』

　ディアは立ち止まる。少女は告げる。

『自分の尖角ホーンを取り戻もどしたくはないか？』

「コイツを外せるのか!?」

　振り向いて、ディアは宝珠オーブをかざした。

　すべては宝珠の呪のろいが元げん凶きようだった。

　もとよりクルスと出会ったのも「一〇〇〇の善行を施ほどこせば、呪いが解ける」というあやしげな呪まじないを信じて、夜や盗とう狩がりをしていたせいだ。

「龍りゆう族ぞくに戻れんなら、幻げん視し力りよくがなくなってもかまわねえ！」

　すると、少女は首を振った。

『それは無理だ。わしが力を取り戻せば造作もないが、今は無理だ』

「龍族には戻れないなら、尖角だって取り戻せねえだろう」

『呪いは解けん。だが、おまえが得るはずだった力を与あたえることは出来る』

「どういうことだ？」

『龍りゆう冠かんを、おまえは受けておらぬだろう？』

　にこりと少女は笑う。

　すると、二人が立っている場所だけを残して大地が消滅した。

　たちまち空が果てしなく広がり、忽こつ然ぜんと一匹ぴきの龍が出現する。

　大きい。島ひとつはあるような龍が雲海から姿を顕あらわした。

　目にするのは初めての龍だったが、そんな龍は一つしかいないと、ディアは知っていた。

（冠龍クラウンドラゴン──！）

　代々、龍族の王子、王女たちに一族を治める力を与える神しん獣じゆうだ。

『龍族の王子は成人を迎むかえると冠龍より龍冠を授かる、その儀ぎ式しきをおまえは済ませておらぬだろう？』

　龍冠とは王獣の主のしるしである。

　神獣が神に仕える獣であるように、王獣は王に仕える。

（王獣は、誰よりも忠実なしもべとして王に仕え、王を守り、王のために戦う──）

　子供のころ、何度も聞かされてきた話だった。

　いつか自分も龍冠を授かり、王獣を手に入れる。

　王獣は剣けんとなり、盾たてとなって、生しよう涯がいを自分のために捧ささげる。

　そんな話は嫌いやというほど知っていた。

「…………」

　ディアの顔つきが歪ゆがんだ。

『王獣の力を借りれば、ドンを倒たおすことも容易たやすかろう』

「断る」

『なぜだ』

「気に入らねえ」

『代々、黒龍族の王子が受け取ってきた力だ。なにをためらうことがある』

「いらねえよ」

『怖おじ気づいておるのか？』

「オレはオレの力で勝つんだ。紋もん章しよう剣けんとか、神獣とか、そういうのはいらねえんだ！」

『いきがるな。そんな姿でどうやって勝つつもりだ。黒龍族に！』

「わかんねえよ、でも勝つ！」

　言ったディアの頰ほおに、真鉄の棍こん棒ぼうが叩たたき込まれた。

　ディアの姿はくるくると宙を回転し、地面を滑すべった。砂さ塵じんが舞まう。

　棒の持ち主はフレアスカートをふわりとふくらませ、武器を構え直した。

　少女は、いつの間にか真鉄を手にしていた。

　もう片方の先せん端たんには三日月のような鎌かまがある。

『ふざけるなよ、おまえ』

　冷たい目をして、少女は言う。

『喧けん嘩かごっこでもしてるつもりか？』

「なんだと!?」

『誰だれの力も借りなければ、好きなように死ねるからな。嫌なことはしなくていい。自分が正しいと思うことだけをして死ねるのだ。さぞ気持ちがいいだろう』

「どういう意味だ！」

『おまえの人生には矛む盾じゆんがない。実にキレイで、ちっぽけな生き方だ』

「なにが悪い!!」

『誰も己おのれのためだけに生きれば矛盾などせぬ』

「ドンと同じだと言いたいのか！」

『クルスとて神の子として生きるか、アイを幸せにするか、片方を選べば、矛盾などしなかった』

　立ち上がったディアの首に、少女は真鉄の鎌を突つきつけた。

「…………てめえっ！」

　少女は続ける。

『ロックとてそうだ。ベルもそうだ。他人ひとのことを思えばこそ、矛盾は生まれ、手は汚よごれる。自分だけの満足を目指せば、苦しむことなどないものを……』

「違ちがう！」

『なにが違う？　自分ひとりの力ですべてやってきたと思うな！』

「人の力で強くなっても意味がねえ！　なにかを奪うばっても意味がねえんだよ!!」

『兄のことか？』

　フッ、と少女は笑った。

『心配するな、おまえにブレスは超こえられんよ』

「決めつけんな！」

『王になるということは人の力を束ねることだ。他人の運命を背負うということだ。おまえの肩かたにどれだけの運命がかかっていると思う？』

「なんだと！」

『それを自分ひとりのちっぽけなプライドにこだわって台無しにするようでは、とても王の器うつわにはなれん。それどころか誰だれ一人とて救うことも出来ん、ましてやブレスに届くわけもなかろう!!』

「俺は、ブレスあいつを倒す！」

『ブレスは、わしの力まで手に入れたぞ』

「それが気にいらねえんだよ!!」

『ならば、死ね』

　少女はあっさりと真鉄を旋せん回かいさせた。

　ディアの首はさくりと両断され、地に落ちた。







「はっ！」

　息を詰つめて顔を上げたディアに、クルスは涙なみだでぐしゃぐしゃになっていた顔を笑え顔がおに変えた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「おまえこそ、大丈夫かよ」

　首を動かし、ここが天国ではないことを知る。

　地面は砕くだけ、湖水がなだれこみ、それでもまだ戦いは止やんでいない。爆ばく発はつ音がする。

「誰が!?」

　弾はじけるように、ディアは身を起こした。

　見ると、ドンが一人の男と激しく打ち合っている。

「ロック!!」

　戦いは…………、

　いや、もうそれは戦いとは言えなかった。

　遊び半分──まさに子供がたわむれに虫の羽根を千切るような感覚で、ドンは霊れい打だをふるっていた。

　立っているのがやっと。

　ロックは弄もてあそばれる人形のような状態だった。

「くっ！」

　うめいて、ディアは立ち上がろうとした。

「無理です！」

　クルスが止めに入る。

　そのクルス自身が傷だらけの身体からだだった。

　背中がひどいことになっていた。服はいたるところが焦こげたようになっており、破れた隙すき間まからは血を流している。

「どうして!?」

　ディアは、意識を失う直前の記き憶おくがぽっかりと抜ぬけ落ちていることに気付いた。

（たしか、俺は身動きの出来ないところで、ドンの霊打を喰くらって……）

　間ま違ちがいなく死んでいるはずだった。

（それが、なぜ？）

　誰が防いだのか？

　考えるまでもなかった。

「まさか、おまえ……！」

「ごめんなさい、ディアさんを助けるのが遅おくれて……」

　悔くやしそうに、クルスはうめいた。

「おまえのせいじゃねえ」

「このままじゃ、ロックさんが」

　言って、左手を握にぎりしめる。

　ちろりと、呼吸光を放つ宝珠オーブに、クルスは思い出すものがあった。

「あの力があれば……！」

「合体のことか？」

　ディアの問いに、クルスはうなずいた。

　ダルダラを一いつ瞬しゆんにして消しよう滅めつさせた、二人の肉体と精神が融ゆう合ごうを果たした力のことだ。

「さっき、本屋に逢あってきたぜ」

「えっ！」

　クルスは驚おどろいた。少女の正体に気付いていたからだ。

「ドンを倒たおす力をくれるってさ」

「本当ですか!?」

「断ってきた」

「どうしてですか!!」

　クルスは責めるような声をあげた。

「なんのためにここまで頑がん張ばってきたんですか！　ドンを倒せば、ベル姫ひめだって助けられるんですよ!!」

「勝つためには、なにを犠ぎ牲せいにしてもいいのか？」

　言って、ディアはクルスを見つめた。

「ドンヤツは、ベルの人生を手に入れて皇こう帝ていになろうとした。あの力だって、一〇〇人の龍りゆう族ぞくを殺して手に入れたものだ」

「ディアさんは違ちがいます！　正しい力を使える人です!!」

「正しければ、なにを犠牲にしてもいいのか？」

「……っ！」

　とっさには答えられず、クルスは息を吞のんだ。

「なにかを犠牲にしてベルを助けても同じことなんだ。貰もらった力で勝っても意味がねえんだ。それじゃ俺もドンと変わらねえ。勝つためには何を犠牲にしてもいいことになる」

　言って、ディアは拳こぶしを握りしめた。

（それじゃ、フィオナを犠牲にして原書カミのチカラを手に入れたブレスあいつと、なにも変わらねえ……！）

　だから、分かる。

「それじゃ、ベルを救ったことにならねえんだ」

　押し殺した憤ふん怒ぬを声に滲にじませ、告げる。

　ベルは、自分で作った心の檻おりに自分を閉じこめている、と。

　人が食物を摂せつ取しゆしないと生きていけないように、自分の人生は他人を犠牲にすることで成り立っていると、そう思いこんでいる。

　彼女の檻には、鍵かぎが内側にかかっている。

　誰も開けることが出来ない。

　彼女自身にしか開けることが出来ない。

　彼女がその鍵を開けるには、彼女の思いこみをぶち壊こわさなければいけない。

　彼女がどんなに首を横に振ふろうと、誰も彼女のために死んだりしないことを、証明しないといけない。

　ディアは、そう思った。

「なぁ、クルス」

　言うと、ディアは少しだけ迷うような顔をした。

「……そんなの、俺のわがままか？」

　クルスは首を振った。

「たとえそれでダメになっても、誰も怒おこったりしませんよ」

「そうか？」

「ディアさんのわがままは、ベル姫のため。ドンのわがままとは違います。それに……」

　クルスは力強く、ディアの手を握った。

「それに何があっても、僕はディアさんと一いつ緒しよです!!」

　あまりにも真しん剣けんな顔をするので、思わずディアはくすっと笑ってしまった。

　クルスは自分が恥はずかしいことでも言ったのかと、みるみる顔を赤くした。

「な、なにがおかしいんですかっ！　僕はディアさんを励はげまそうと思って！　それで……」

「そこまで思われちゃ責任重大だと思ってな。そうか、一緒か。ドンを片づけたら、両親に報告にでもいくか？」

「な、な、なんのですか!?」

　自分の一言一言にいちいち目を白黒させるクルスが面おも白しろく、ディアはにやにやとした。

　元気は、貰った。

「ドン！」

　ディアは立ち上がった。

　有り得ない方向に曲がった足のせいで、すぐに膝ひざをつく。

　けれど倒れはしない。顔を上げ、強く声を張る。

「てめえの相手は俺だ！」

　まだ、ドンとロックの戦いは続いていた。

　ドンはとどめの一いち撃げきをロックのみぞおちに喰くらわせると、ディアのほうを振り向き、鼻で笑った。

「決着？　笑わせるな。立ち上がりも出来ん貴様が、どうやってこの僕を止める？」

「方法なら、ある！」

　言って、ディアは左手にある自分の宝珠をつかんだ。

「ぬううううううう！」

　うめき、目め一いつ杯ぱいの力で宝珠を引きちぎろうとした。

「なっ、なにをしようとするんですか!?」

　驚おどろいて、止めに入ろうとするクルスを、ディアは目で制した。

　痛みなのだろうか、額に玉のような汗あせを浮うかべて、告げる。

「宝珠のせいで人族になっちまったんだ。宝珠をもげば……もとに戻もどるだろ？」

「もとにって……」

「黒龍族にな!!」

　言って、ディアは宝珠を引きちぎろうとする腕うでに力をこめた。
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「馬ば鹿かが！」

　ドンは哄こう笑しようした。

「宝珠は宿したら最後、大樹のように根を張り、寄生した身体からだと一体化する！　それをもぎ捨てることが何を意味するのか、わかっているのか、ディア!!」

「オレの命だ!!」

　叫さけび、ディアは宝珠と肌はだの隙すき間まに指を滑すべり込ませた。

　裂さけた肌から血が流れる。

　抵てい抗こうするように宝珠は赤熱した。

　だが、それでもディアは腕に込めた力をゆるめなかった。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッ!!」

　鈍にぶく、なにかが砕くだける音がした。

　千切れた皮ひ膚ふから鮮せん血けつを吐はきながら、ディアは自分の腕から宝珠をもぎ取った。

「ああぁあああぁあああぁぁああああああああああああああああああッッッ…………!!」

　文字通り、自分の身体を二つに引ひき裂いた痛みがディアを襲おそった。

　びくん、とディアの身体は痙けい攣れんすると、糸が切れたようにうつぶせに倒たおれた。

「馬鹿め！」「ディアさんっ！」

　ドンとクルスがそれぞれに名を呼んだ。
















「…………」

　うずくまったままのディアに返事はない。

　がくん、と力を失った右手から宝珠が落ち、斜ななめに傾かしいだ石いし床ゆかを転がった。

　あとに、真っ赤な真っ赤な血けつ痕こんが残る。

　たまらず、クルスは抱だき起こそうとした。

「っ!?」

　一いつ瞬しゆん、うずくまったディアの身体が膨ふくらんだように見えて、クルスは目を疑った。

　立ち止まり、目の錯さつ覚かくかと確かめる。

（違ちがう！）

　間違いなく、ディアの身体は一回り大きくなっていた。

　白く柔やわらかかった肌は浅黒い鱗うろことなり、筋肉はさらに締しまり、別のところは膨らみ、みるみるとドンと同じ身体付きへと変質していった。
















「りゅ……龍りゆう族ぞく……!?」

　息を吞のむクルスの目の前で、ディアは立ち上がる。

　いつの間にか足は治っていた。いや、そんなことなど、太く垂れ下がった尻尾しつぽに比べれば驚くほどのこともないだろう。

　立ち上がるのもやっとだったはずの身体は、ぎらぎらと殺気を放っている。

「ほお……」

　感心するような声を、ドンはもらした。

「貴様、黒龍族だったのか。……しかも、同じ三本尖角スリーホーン」

　わずかに下を向き、そばの窪くぼみに流れ込んだ水面に映る自分の姿を見る。

　見れば見るほど、そっくりな姿形をしていた。

「面白い、ここまで同じとはな」

「同じじゃねえよ……」

　低く、重い声がディアの喉のどからもれた。

「なにが違う？　力を求めて、化け物になったのだろう？　貴様も!!」

「笑わせんな……」

「なに？」

「黒龍族の力はそんなもんじゃねえ!!」

　叫び、ディアは大地を蹴けりだした。

　途と端たん、ドンはディアの姿を見失った。

「なっ！」

　驚きに、うめく。

　その声が切れるよりも早く殴なぐり飛ばされた。

「がはッ！」

　たった一発。

　それだけの殴おう打だでドンの身体は吹ふき飛んだ。

　陥かん没ぼつで跳はね上がった石床を割り、陥没して池となった水たまりに頭をつっこみ、それでも勢いは止とどまることなく、内ない宮くうの正門を支える柱の一つを破は壊かいした。

「やっ……やってくれたな！」

　怒いかりを声にして、ドンは立ち上がる。

　その頰ほおを、ディアは張り手した。

　またゴムボールのように弾はずみ、転がる。

（見……見えない……だと!?）

　両りよう腕うでと両りよう脚あしと尻尾と牙きばと──、身体からだの全部を使ってブレーキをかけながら、ドンは戦せん慄りつし、恐きよう怖ふした。

　視線を上げ、ディアの居場所を探る。

　いない。

「どこだ！」

　叫さけび、喉からもれた声が引きつっていることに気付く。

「ここだよ」

　気付かぬうちに後ろから回り込まれ、みぞおちに強きよう烈れつな爪つま先さきを喰くらった。

「ぐ、ふおっ……！」

　内臓がぶっとい杭くいで貫つらぬかれたかと錯覚するほどの痛みに、ドンはうめいた。

「まさか、俺が瞬しゆん間かん移動でもしてるとでも思ってるんじゃないだろうな？」

「違うのか！」

「てめえの目が俺に追いつけてねえだけだよ」

「なら！」

　ドンはディアに組み付いた。

　勢いで押おし倒たおし、馬乗りになって右拳左拳と殴打する。もちろん霊れい気きを込めた一いち撃げきの連続だ。

　一打のたびに、地鳴りが響ひびく。

　その間ロックを助けに向かっていたクルスは、地面が揺ゆれるたびに足をとられそうになった。

　ドンの眼中にはディアしかいない。

「どうだ！　どうだっ！　どうだッ!!」

　終わることのない殴打が、腹に、胸に、顔面に叩たたき込まれた。

「その程度かよ!!」

　くるりっ、とディアはいとも簡単にドンを転がし、その尻尾を握にぎった。

　振ふり回し、振り回し、内宮めがけて投げる。

「うるあああああああああっ！」

　壁かべを砕くだき、壁を砕き、無数の粉ふん砕さい音を立てながら、ドンの身体は宮きゆう殿でんの奥へ消える。

　その後を追って、ディアも飛びこむ。

　わずかして、宮殿の〝冠かんむり〟にあたる部分が弾はじけ飛び、そこから打ち上げ花火のようにドンの身体が飛び出した。

　投げたのはディアだ。

　ドンのあとを追うように空へ飛び上がるや、彼の背後に回り込み、振り上げた右手と左手をがっしりと組んで、ドンの背中に振り下ろす。

　めきり、となにかが折れる音。

「ぐお……ッ！」

　血のかたまりを吐はき出し、ドンは頭から地面に激げき突とつした。

　ズウゥゥゥゥゥゥン……！

　巨きよ石せきが落ちたような音がし、地面にでかでかとしたクレーターが生まれた。

　吹き上げられた瓦が礫れきが花火のように散る。

　砂すな煙けむりの中で、ドンは咆ほう哮こうした。

「おのれ、おのれ、おのれえええええええええええええええッ！」

　あとのほうは声にもならぬ叫びだ。

　砂さ塵じんの中で、ドンは両脚をしっかりと付き、深く腰こしを落とした。

　胸は張らない。ゆるめて、腹で呼吸をする。

　しっかりと沈しずめた足底から霊気がするすると駆かけ上がってくるのが分かる。

「負けるものか！　この僕が負けるハズがあるかァ──────────────ッ！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……ッ！

　それはまるで大地の悲鳴だった。

　次第に強く激しくなっていく震しん動どうは、すべてを奪うばい尽つくそうとするドンの意思に必死にあらがう抵てい抗こうにも思える。

　心地ここちいい響きだと、ドンは笑えみを浮うかべた。

「僕のほうが強い！　僕のほうが強い！　僕のほうが強いんだああああああああっ!!」

　大笑し、体内に溜たまった霊気を頭上に集めようと両腕を上げる──と。

　なにも出てこない。

「どうした？　どうして、力が集まらん！」

　気付くと、大地の震動が静まっていた。

　ぼんやりと薄うすれていく煙けむりの先に、ドンはディアの姿が見えた。

「なにっ!!」

　右手を天に掲かかげ、左手を大地につけ、ディアは身を大きくかがめていた。

「ばっ、馬ば鹿かな！」

　驚きよう愕がくに、ドンは首を横に振った。

「空の霊気を送り込んで、大地を鎮しずめたというのか!!」

「驚おどろくことか？」

　つぶやき、ディアは立ち上がる。

「奪うことしか知らねえテメエには驚くことだろうな！　凶きよう暴ぼうだと？　残ざん忍にんだと？　黒こく龍りゆう族の何を知ってんだ！　龍族が霊気を操あやつれるのはブッ壊こわすためじゃねえんだよ!!」

　叫さけび、ドンの懐ふところに飛びこみ、殴なぐった。

　殴り、殴り、殴り、殴り、殴り、殴り、殴り、殴り、殴り、殴り、殴り、殴り、殴り、

　蹴けり飛ばした。

　──ところをさらに回り込み、殴る蹴る。殴る蹴る。殴る蹴る！

　終わっても終わっても終わらない連打がドンの身体からだに叩き込まれた。

　もちろん、霊気を込めた一撃の連続だ。

「な、なにが欲しい！」

　たまらず、ドンはうめいた。

　戦いは噓うそをつかない。拳には人の本性が出る。

　生死の境で噓のつける人間などいない。うわべだけの勇ゆう敢かんさはたちまち剝はがれ、真実が明らかになる。臆おく病びよう者は腰を引き、卑ひ怯きよう者は恥はじを搔かき、裏切り者は裏をかく。

　ドンもまさしくそうだった。

「欲しいモノはなんでもやる！　助けてくれ！」

「いらねえよ、なにもな！」

「ベルをやろう！　今ごろ、我が兵士たちがゴンドラに乗せて連れ出しているはずだ。なぁ、ベルをくれてやろう！」

「ベルはモノじゃねえんだよ!!」

　叫び、ドンの横面に、ディアは鉄てつ拳けんを喰くらわせた。




　その光景を、少し離はなれたところでクルスとロックは見ていた。

「……馬鹿者が、霊れい打だで一気に仕留めんか」

　焦じれるように、ロックは言った。

　傷は深い。だが、致ち命めい傷しようには至ってないようだった。

　肩かたで息をし、青ざめた顔色をしていたが、助けにきた兵士たちの手を拒きよ否ひして、ことの成り行きを最後まで見届けようとしていた。

　舌打ちをし、ロックはディアを見やる。

「もはや決まってる勝負を。戦いに酔よってるのか？」

「違ちがうと思います」

　そばにいたクルスは首を振った。

「殺さないために、ディアさんはドンを痛めつけているのだと思います」

「殺さない、ために？」

「おそらく……、いえ、きっと」

　確信をもって、クルスもディアを見つめた。
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「強ければ、殺す必要もない。力ってのはそのためにあるんだろ」

「えっ」

　ディアはドンの尖角ホーンをつかんだ。

「てめえには重すぎるんだよ、こいつはな！」

　叫び、これまでの思いを叩たたきつけるようにして、ディアは尖角をもぎ取った。

　悶もん絶ぜつの悲鳴をあげ、空気が抜ぬけるようにドンは崩くずれ落ちる。

　ディアの手に、折れた尖角が残った。

　成分は骨と変わらないのか、角はたいした重さもなく、軽い。

　けれど、ディアは軽さに込められた命を思った。

（これだけの……、たったこれだけの尖角を作るために……）

　無数の黒龍族が殺されたのだ。

　ぎゅっと、ディアは尖角を握にぎりしめる。

　そして、ドンを見た。

「……あ、……ああ」

　立ち上がる力もなく、ドンはうめいた。

　ディアは言うにまさる感情を瞳ひとみに浮うかべて、ドンを見下ろしていた。

　殺される。

　ドンは死を覚かく悟ごした。

　しかし、ディアは背を向けた。何事もなかったように、この場を離れようとする。

「情けをかけたつもりか！」

「勝負がつけば、それでいいだろ」

「え…………」

「俺は殺すために戦ってるんじゃねえ。ていうか、戦いは人殺しじゃねえ」

『……それが、おまえの王の道か？』

　声に、ディアは振ふり向いた。

　巨きよ大だいな鎌かまを抱かかえた少女が、いつのまにかそこにいた。

「なんだよ、まだ言い足りないことでもあったのか？」

『宝珠オーブまで壊して、呪のろいを解こうとは……、ただのバカではないようだな』

「驚おどろいたかよ」

『本物のバカだ、救いようがない』

「ンだとお!?」

　少女は肩をすくめた。

『宝珠を壊こわしたところで、呪いが完全に解けるはずはないだろう』

「そうなのか？」

　言ったそばである。頭の左右についていた尖角がぽろりと抜け落ちた。

「うえっ！」

　尖角が落ちた途と端たん、化け粧しようが落ちるように鱗うろこがぼろぼろと落ちてくる。髪かみを梳すくと、ぶわりと伸のびた毛がたっぷりと抜けた。

　身体からだが人族に戻もどろうとしていた。

『宝珠をひんむこうが何をしようが、一度かかった呪いは呪いだ。龍りゆう族ぞくに戻れたのも一時的なものに過ぎんわ』

「じゃ、力が残ってるうちにベルを助けにいかねえと！」

　慌あわてるように背を向けると、ディアは飛び出していった。

　龍族の脚きやく力りよくはまだ残っているのか、外に飛び出したディアは湖に脱だつ出しゆつしたゴンドラを踏ふみ台だいにして、ベルの舟ふねを捜さがす。

　フフッ。

　少女の口から自然と笑えみがこぼれた。

『租そにして野だが、卑ひではない──いや、そんな大したことまで考えておるまいな。ヤツは天然じゃ、天然』

　肩かたをすくめ、少女はこの場から姿を消そうとした、そのときだ。

「あなた様は……」

　呆ぼう然ぜんとした顔で、ドンは少女を見上げていた。

『ほう。わしの姿が見えるか。性根は腐くさっておっても、霊れい格かくはあるようだな』

「しかし、あなた様は！」

　言って、ドンは地平線に霞かすむ十じゆう字じ架かを見た。

　世界のどこからでも見ることの出来る巨大な十字架。

〝殺さつ神じん者しやブレス〟によって建てられ、そのブレスによって磔はりつけにされた神。

　殺された、神……。

『これは世を忍しのぶ仮の姿だ。小こ娘むすめに馬ば鹿かにされれば、ちっとはヤツも奮起するかと思っての。……もうすぐただの塩の柱に戻る』

「そうか、ヤツは……ディアはあなたの力で！」

『誤解するなよ』

　きっぱりと、少女は釘くぎをさす。

『あやつは己おのれの力だけで勝った。わしの手をはねのけて、自分だけの力で勝ったのだ』

「黒龍族の力なら僕も持っていた！　そんなものが神の力を超こえるとは思えない!!」

『神を超える力を持っていたのではないか？』

　からかうように少女は言う。

「いったい、それはいったい何ですか！」

　ひたむきな目をして、ドンは真しん剣けんに訊たずねていた。

　自分が負けた理由を知りたい。

　それだけの思いでドンは自分よりも小さい身体をした少女に食い下がった。

（あんな闘たたかいをしたのは初めてだった……）

　卑ひ劣れつな仕し掛かけや、張はり巡めぐらせた罠わなも何もない、死力を尽つくした闘いだった。

　一打一打が全力で、一いつ滴てきの余よ裕ゆうもない、自分のすべてをみせた闘いだった。

　それに負けたのだから、何の言い訳もなく自分が弱かったということだ。

　ドンの胸には純じゆん粋すいに、ディアの力の根源への興味が生まれていた。

「教えてくれ！　神を超える力とは何なのですか!?」

『さあのう……』

　少女は最後に、くすりと微笑ほほえみながらつぶやいた。

『愛の力ではないか？』

　途端、少女のカタチは消しよう滅めつした。あとには塩の柱が残った。

　風に吹ふかれ、さらさらと散っていく塩柱を見て、ドンは言葉を失った。

「本当に、いたんだ」

　神は。

「………………………………」

　音もなく、ドンは背中に忍び寄る気配を感じた。

「アヤメか？」

　影人族シノビは言葉を発することをしない。

　黒装束の少女は返事はせず、立ち上がれずにいるドンの腕うでをつかんで肩を貸した。

　ほとんどすべての家臣が逃にげ出した中にあっても、王宮を立ち去ることはなく、彼が敗北した今となっても、痛む身体を引きずって、心に決めた主あるじを助けようとしていた。

　全身を覆おおっていた黒装束はスカーレットの刀でばっさりと斬きられ、あられもない姿になっている。傷は破れた生地を包帯代わりにした。あらわとなった黒くろ髪かみは楚そ々そとして、彼女の優やさしげなまなざしを飾かざっている。

「いいよ、僕は逃げない」

　そっと、ドンはアヤメから身体からだを離した。

「勝負はついた。僕の負けだ」

　ふるふる、とアヤメは首を横に振ふった。

「第一王子にいさんは許してくれないよ。国に戻もどったって殺されるだけだ。生き延びても意味がない。おまえの任務も解く。どこにでも行くがいい」

　それでもアヤメはドンの肩をつかみ、彼を連れて行こうとした。

「おまえも死ぬんだぞ？」

　こくりと、アヤメの首はうなずいた。

　なんの迷いもなく、むしろ誇ほこるようなまなざしで見つめる彼女に、ドンは戸と惑まどいを覚えた。

（どうして、彼女の気配が消えないんだ……？）

　素直に、ドンは疑問に思った。

　スカーレットの言葉を思い出し、ドンは愉ゆ快かいな顔をする。

　ドンが自分を見て笑うものだから、アヤメは困り果てた。

　口をつぐみ、瞳ひとみを揺ゆらしながら恥はじらう姿はドンから見ても愛らしくある。

（たしかに……、彼女を巻き込んで死ぬのは無責任だな）

　これが愛の力なのかと、ドンは考えた。

（まさかな）

　苦笑いをし、その考えを捨てる。

「そうだな、ローラントもソードラントも敵に回して生き残るのも悪くないか」

「……………………！」

　アヤメは困ったように眉まゆ根ねを寄せると、嬉うれしそうに目を細めた。

　ドンは自分の力で立ち上がる。

　龍りゆう族ぞくの鱗うろこや牙きばは抜ぬけ落ちて、すっかり人族の姿に戻っていた。

「世界は広いんだ。二人ぶんの王国ならどこにでも作れるさ」






















　ベルを乗せたゴンドラは、一路、外海へとつながる港へ進んでいた。

　港で船に乗り換かえ、海路で剣けん国ソードラントに向かう算段だ。

　櫓ろを任された兵士も、他ほかならぬベルも、ドンが敗れたことは知らない。

　力なく、ベルは首を王宮に向けた。

　斜ななめに傾かしぐ尖せん塔とうが見えた。

　どれほど激しい戦せん闘とうが繰くり広げられているのだろう。

　ベルはディアやロックたちの身を案じるあまり、ただでさえ色のない顔を、ますます白くした。

「────ゥ！」

　どこからか、声がする。

「ディアさん!?」

　ベルは耳を疑った。

　王宮を囲む湖は、王宮から脱だつ出しゆつした舟ふねがひまわりの種のように散っている。

　その舟のどこからか、ディアの声が聞こえてきたのだ。

「ディアさん！　ディアさん!!」

　自分の姿を見せるべく、ベルが舷げんから身を乗り出すようにする。

　櫓を握にぎっていた兵士が慌あわててベルを取り押さえようとした。

「てめ、ベルに何しやがんだァ！」

　声は空から聞こえ、ベルは頭上を仰あおいだ。

「だああああああっ！」

　太陽を背に、人のものとは思えぬ男が現れ、その尻尾しつぽで兵士を海に叩たたき落としたのだ。

「龍族の力が残っているうちに、間に合ってよかったぜ」

「ディアさん！」

　化け物のような姿をしたディアを見て、ベルは素す直なおにびっくりした。

　女性のように伸のびた髪かみはざんばらと乱れている。

　服は着ておらず、代わりに鱗のような黒片がこそげば落ちるような頼たよりなさで付着していた。尻尾だと思っていたものはぼとりと落ちる。

「これは……？」

　気味が悪いといえば気味の悪い生き物だ。

　けれど、ベルの表情に恐きよう怖ふや嫌けん悪おはない。

　ディアの身に何があったのか……、それだけをベルは心配した。

「気にすんな。元に戻る……いや、呪のろいが戻るだけか」

　自分に呆あきれるように、ディアは肩かたをすくめた。

「なにがあったんですか……？」

「オレにもよく分かんねえよ」

　言って、ディアは髪の毛に手をやった。ちょっと頭を搔かいただけで、人族とは違ちがった毛質をした龍りゆう髪はつがこそげおちる。

「龍族でもなければ人族でもねえ。どっちでもねえのかもな、はは」

　ディアは笑った。

　けれどその表情はどこか悲しげで、寂さびしさをごまかしているようにベルには思えた。

「ディアさんはディアさんですよ。どんな姿でも変わりません」

「ざまあねえな、中ちゆう途と半はん端ぱでみっともねえ」

「わたしもです」

　荷物のように扱あつかわれ、乱暴に放り込まれたのだろう、着たときはまぶしいほどに純白だったウェディングドレスは、汚よごれ、くすみ、みっともないものになっていた。

「それは話が違ちがうだろ」

「お似合いです、わたしたち」

　ふふっ、と笑い、ベルはほんのりと頰ほおを染めた。

　ディアは何か言い返そうと思ったが、恥はじらうように瞳ひとみを揺ゆらすベルを見ていると、えもいえぬ感情が胸の中に浮かびだし、くすぐったい気持ちになった。

「ディアさん、あれ」

　ベルの指さす方向に振り向くと、見覚えのある橋が見えた。

　よく晴れた空のせいで、水面みなもにもくっきりと橋の形が映っている。

　半円の橋は指輪の形をしていた。

　あの夜、見られなかったものだ。

　川面には陽ひ射ざしがキラキラと躍おどり、宝石のように見える。

「ごめんな。指輪、台無しにしちまって」

「いいえ。もっと大事なものを貰もらいましたから」

　気付くと、ベルは穏おだやかな笑えみを浮かべて、ディアを見つめていた。

　一いち途ずなまなざしを向けるベルの瞳は、うるんでいるように見える。

　薄うすく桜色に頰ほおを染めて、一ひと言こと、彼女は言った。

「約束、守って下さいますよね？」

　二人の唇くちびるは近づき、甘い、口づけをした。







　あとがき……という名のなにか







　クルス２巻、いかがだったでしょうか。

「びっくりしたびっくりした。これまで百冊近い本を担当してきたけど、今回みたいなのは初めて、まじ初めて、もう驚おどろきすぎて、心臓止まるかと思った」

　照れますねえ。誉ほめても何にも出ませんよ。

「まさか、最終章はハワイで書く、なんて作家に言い出されるとは思わなくてさ……」

　やー、まさかわたしも、こんなことになるとは思わなくて……。

「おまえがしでかしたことだろ!?」

　先日、作家仲間で飲み会をしたんですよ。

「はぁ」

　どうしたら小説は漫まん画がに勝てるか、という話になりましてね。

「…………それで、なんでハワイなん？」

　原げん稿こうをビーチで描えがくなんて、漫画にはできないでしょ？

「それだけのために、おまえ、締しめ切きり間ま際ぎわにハワイまで行ったのか[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　思いついたことは各自、責任をもって実行するということになったので……。

「おまえ、思いつきすぎなんだよ（一巻あとがき参照）もう、何にも思いつくな！」

　さんさんと降り注ぐ南国の陽光、ビーチパラソルの下にはトロピカルドリンク、わたしはデッキチェアに身を委ゆだねながら、たかたかと原稿を……。

「……その原稿を、オレは寒い東京で寿じゆ命みようが縮まる思いをしながら待っていたんだがな」

　まあこれで、漫画にはできないことが小説にはあることが証明できたわけです！

「なにか違ちがう……、絶対なにか違う……」

　次回はディズニーランドに通いながら小説が書けることを世の中に証明してやろうかと。

「しなくていいから!!　ていうか、絶対禁止だから!!」

　小説の可能性には限界がないことを証明したいんですよ、わたしは！

「底を割ってどうするんだよ！　突とつ破ぱするなら天てん井じようを目指そうよ!!」

　立派なことは諸先生にお任せします。

「逃にげんなよ、こら」

　ではでは、次は『総理大臣のえる！』８巻でお会いしましょう。

「頼たのむから、今度こそ普ふ通つうに書いてくれよ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」







●あすか正しよう太た




あっ、

という間に今年も終わりですね。今年はいろんなところに旅行に行きました。モルディブ、長野、アメリカ、そして編集部に呼ばれてホテルに初カンヅメ……（あ、この本はちゃんと仕事場で書きましたよ！）。

作中では毎巻、クルスたちが世界のいろんなところを旅するので、わたしも負けずに世界中に出かけたいと思っています!!

──第３回少年ジャンプ小説大賞努力賞受賞。現在進行形の作品は、小社刊の「総理大臣のえる！」シリーズのほか、「KISS THE WITCH」（「メガミマガジン・クリエイターズ」連載）など。趣味は無断で海外旅行に出かけ、担当の心臓を止めること（笑）。

（いや、笑いじゃないから……：担当）
















カバー・口絵・本文イラスト／玲衣

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎










ドラゴンクルス




２．俺おれに惚ほれろ！








あすか正しよう太た
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